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磐越自動車道は、福島県いわき市と当県新潟市とを結ぶ高速自動車道で、現在完成に

向けて着々と工事が進められています。全線が開通すると、太平洋側と日本海側が結は

れるとともに常磐・東北・北陸自動車道とも連結され、それぞれの地域の発展に多大な

役割を果たすものと期待されております。

本書はこの磐越自動車道建設に伴う津川町「大坂上道遺跡」・「猿額遺跡」.「中棚遺

跡」、三川村「牧ノ沢遺跡」の発掘調査報告書です。

「大坂上道遺跡」では、当県ではまれな縄文時代中期の関東系の士器が発見されてい

ます。また、縄文時代後期のアスファルトが詰まった士器は、石油産出地帯である当県

でも初例のもので、非常に注目されます。「猿額遺跡」では縄文時代前期の東北系の士

器がまとまって発見されています。こうしたことから、東蒲原郡の縄文時代は各地から

の影響を受けて生活が営まれていたことが明らかにされました。

今回の調査成果が、今後の考古学研究に資するとともに、県民の方々の埋蔵文化財に

対する理解と認識を深める契機となれば幸いです。

最後に、多大なビ協力とご援助を賜った津川町・三川村教育委員会並びに本調査に参

加された地元の方々に対して厚く御礼申し上げます。また、日本道路公団新潟建設局・

同津川工事事務所には格別の御配慮を賜りました。ここに深甚なる謝意を表します。

序

平成7年3月

新潟県教育委員会

教育長 本間栄三郎



おおさかうえみちさるびたいなかガな

1.本報告書は新潟県東蒲原郡津川町大字西字大坂上道西・猿額中丸・中棚および同郡三川村大字谷花字
まきのさわー=

牧ノ沢乙に所存する大坂上道遺跡・猿額遺跡・中棚遺跡・牧ノ沢遺跡の発掘調査記録である。

発掘調査は磐越自動車道の建設に伴い、新潟県が日本道路公団から受託して実施したものである。

2.発掘調査は調査主体である新潟県教育委員会(以下、県教委と略す)が財団法人新潟県埋蔵文化財調

査事業団(以下、埋文事業団と略す)に調査を委託し、平成4年度・5年度に実施した。

3.整理作業および報告書作成にかかる作業は平成4年度~6年度に実施し、埋文事業団調査課がこれに

あたった。

4.出士遺物と調査にかかる資料は、すべて県教委が保管している。遺物の注記は略記号を以下のように

用いた。また注記には遺跡の名称とともに出士地点や層位、出士地点によって遺物番号を併記した。

中棚遺跡ナカ大坂上道遺跡オオ

マキー・一牧ノ沢遺跡サルーーー猿額遺跡

5.石器の材質にっいては、新潟県教育センター地学研究室の河内男氏にご教示を賜わった。

6.石器の使用痕にっいては、種類ごとに異なる網目で表示して図版の凡例に付した。

フ.各遺跡の遺物番号は土器・石器ごとに通し番号とし、図面図版と写真図版の番号は一致している。

8.文中の註はすべて脚註とした。また引用文献は著者及び発行年(西暦)を文中[]で示し、巻末に

一括して掲載した。

9.本書の作成は、滝沢規朗(埋文事業団文化財調査員)が担当した。執筆は滝沢を中心に分担し、北村

亮(同主任調査員)、佐藤正知(同主任調査員)、阿部雄生(同文化財調査員)がこれにあたった。執

筆分担は第Π章1・ 2、第Ⅵ章3、第Ⅷ章1~3が阿部、第V章1~3が佐藤、第Ⅷ章4 ・ 5が北村、

ほかが滝沢である。また、第Ⅸ章は古環境研究所に委託した。

10.発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多大なご教示・ご助言を賜った。厚く御礼申し

上げる。(敬称略、五十音順)

赤塚弘美、荒木繁雄、石田昭夫、遠藤佐、河内一男、興野義一、小林巖、小林謙一、小林正史

坂井秀弥、関雅之、田中耕作、田辺早苗、立木宏明、山内利秋、横山勝栄、吉井雅勇

例 言



第1章

第Π早

調査に至る経緯

目

遺跡の位置と環境

はじめに

地理的環境と沼沢火山灰層

A 地形概観

B 沼沢火山灰層

歴史的環境

A 周辺の遺跡

B 文献資料からみた東蒲原郡

3

次

第Ⅲ章

1

調査の概要

第一次調査

A 大坂上道遺跡

B 猿額遺跡

C 中棚遺跡

D 牧ノ沢遺跡

E 調査体制

第二次調査

A 調査方法

B 調査経過

C 調査体制

整理作業

A 方法

B 経過と体制

2

3

第Ⅳ章

調査の概要

記述方法

はじめに

記述方法

A 図版・記述

B遺 構

C遺 物

第V早

24

大坂上道遺跡

2
2
2
3
7
7
9

1
2

1
2

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

即
鉛
即
加
鉛



A 調査地の現況

B 調査方法

C グリッドの設定

層序と遺物の出士状況

A 層序

B 遺物の出士状況

遺構

A 概要

B 各説

出士遺物

A 縄文土器

B 士製品

C 石器

D 平安時代の土器

E 近世陶磁器・銭貨

小結

第Ⅵ章 猿額

調査の概要

A 調査地の現況

B 調査方法

C グリッドの設定

層序と遺物の出士状況

A 層序

B 遺物の出士状況

遺構

A 概要

B 各説

出士遺物

A 縄文士器

B 石器

C 中世・近世

小結

2

跡

3

跡

4

5

第Ⅶ章 中棚

調査の概要

A 調査地の現況

B 調査方法

C グリッドの設定

層序と遺物の出士状況

A 層序

B 遺物の出士状況

2

66

鉾
湛
部

遺

硲
鉛

遺

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

飴
釘
釘
釘



3 遺構

A 概要

B 各説

出土遺物

A 縄文士器

B 石器

C 中・近世陶磁器、銭貨

小結

4

5

第Ⅷ章 牧ノ沢遺跡

調査の概要

A 調査地の現況

B 調査方法

C グリッドの設定

層序と遺物の出士状況

A 層序

B 遺物の出士状況

遺構

2

3

第Ⅸ章

1

自然科学の分析

と

大坂上道遺跡の花粉分析

A 試料と方法

B 結果

C おわりに

大坂上道遺跡の珪藻分析

A はじめに

B 試料および処理

C 結果

放射性炭素年代測定結果

2

3

第X章 めま

《要約》

《参考・引用文献》

《遺物観察表》

縄文時代における土器様相の変換について

遺構について

給
聞
聞
冊

要
説

物
結

概
各
遺士

A
 
B
 
出
小

釘
聞

4
5

1
2

9
0
5
5

6
7
フ
フ

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

釘
釘
釘
錫
錫
錫
認
鮎
鮎

9
 
0
 
3

8
 
9
 
9



第1図

第2図

第3図

第4図

第5図

第6図

第7図

第8図

第9図

第10図

第Ⅱ図

第12図

第13図

第14図

第15図

第16図

第17図

第18図

第19図

第20図

第21図

第22図

第23図

第24図

第25図

第26図

第27図

第28図

第29図

第30図

第31図

第32図

第33図

遺跡付近の段丘模式図

沼沢カルデラ・只見川・阿賀野川の位置図

大坂上道・猿額遺跡における沼沢火山灰層の堆積状況

第一次調査地点の沼沢火山灰層堆積状況

第一次調査地点における段丘模式図

津川町周辺の主要遺跡

大坂上道遺跡の第一次調査範囲

猿額遺跡・中棚遺跡の第一次調査範囲

牧ノ沢遺跡の第一次調査範囲

大坂上道遺跡・猿額遺跡の年度別第二次調査範囲

遺構断面の模式図

縄文士器の部位名称摸式図

大坂上道遺跡の士層柱状図

大坂上道遺跡出士の石鎌及び未製品の長幅図

大坂上道遺跡出土の篦状石器と打製石斧の長幅図

大坂上道遺跡出士の磨石類長幅図

猿額遺跡の士層柱状図

沼沢火山灰層堆積地点におけるΠ層出士遺物

猿額遺跡下段遺物集中地点の出士遺物

猿額遺跡第Ⅲ群士器の分類図

猿額遺跡第Ⅲ群土器の法量分布図

猿額遺跡出士尖頭器の長幅図

猿額遺跡出士の篦状石器と打製石斧の長幅図

猿額遺跡出士の磨石類長幅分布図

猿額遺跡4号士坑出士の剥片長幅図

猿額遺跡出士の中・近世陶磁器

中棚遺跡の士層柱状図

中棚遺跡出士の磨石類長幅図

中棚遺跡4号士坑出士剥片の長幅図

牧ノ沢遺跡位置図

牧ノ沢遺跡の士層柱状図・グリッド設定図

大坂上道遺跡の花粉化石分布図

大坂上道遺跡の主要珪藻化石ダイアグラム

括図目次

3

4
5
6
6
8

2
2
3
6
0
1
6
8
9
1
9
0
1
6
7
0
1
2
4
4
7
3
5
6
7
1
5



第1表

第2表

第3表

第4表

第5表

第6表

第7表

第8表

第9表

第10表

第Ⅱ表

周辺の主要遺跡一覧

第一次調査の概要

調査と整理の経過

不定形石器の分類表

磨石類の分類表

大坂上道遺跡出士の磨石類組成表

猿額遺跡出士の磨石類組成表

中棚遺跡出士の磨石類組成表

大坂上道遺跡から産出した花粉化石一覧表

大坂上道遺跡の珪藻化石産出表

大坂上道遺跡出士試料の放射性炭素年代測定結果

表 目 次

図版 1 大坂上道遺跡・猿額遺跡・中棚遺跡位置図

大坂上道遺跡

図版 2 遺跡全体図

図版 3 遺構個別実測図1 士坑①

図版4 遺構個別実測図2 士坑②

図版 5 遺構個別実測図3 フラスコ状士坑、焼士坑、埋設士器

図版 6 遺構個別実測図4 集石・集石士坑、不明遺構

図版 7 縄文士器実測図1

図版 8 縄文士器実測図2

図版 9 縄文士器実測図3

図版 10 縄文士器実測図4

図版 11 石器実測図1(遺構内・ V層出士・Π層出士)磨製石斧・石鉄・石錐・篦状石器・打製石斧

不定形石器・磨石類・彫刻刀形石器・尖頭器

図版 12 石器実測図2 (11層出士)石錐・石匙・打製石斧・篦状石器

図版 13 石器実測図3 (11層出士)篦状石器・磨製石斧・不定形石器

図版14 石器実測図4 (11層出士)不定形石器

図版 15 石器実測図5 (11層出士)不定形石器・磨石類

図版16 石器実測図6 q1層出士)磨石類

図版 17 石器実測図7 (11層出士)石皿・台石・砥石

図版 18 平安時代の土器実測図1(遺構内・包含層出士)

図版 19 平安時代の士器実測図2 (包含層出士)

図版 20 平安時代の土器実測図3 (包含層出土)

図版 21 中・近世陶磁器、銭貨の実測図

図面図版

図版目次

8
玲
玲
器
器
甥
飴
袷
認
融
鉛



猿額遺跡

図版詑遺跡全体図

図版 23 遺構個別実測図

図版 24 縄文土器実測図1(遺構内・ V層出土遺物)

図版 25 縄文士器実測図2 (11層出士遺物)

図版 26 縄文士器実測図3 (11層出士遺物)

図版 27 石器実測図1(遺構内出士)剥片・磨石類

図版 28 石器実測図2 (遺構内・Ⅱ層出士)磨石類・不定形石器・彫刻刀形石器・石刃・尖頭器

図版 29 石器実測図3 (11層出士)石錐・模形石器・篦状石器・打製石斧・磨製石斧

図版30 石器実測図4 (11層出士)不定形石器

図版31 石器実測図5 (11層出士)不定形石器

図版32 石器実測図6 q1層出土)磨石類

図版器石器実測図7 (11層出士)石皿・搬入礫

中棚遺跡

図版 34 遺跡全体図

図版35 遺構個別実測図士坑、フラスコ状士坑、集石士坑

図版 36 縄文士器・石器実測図1 剥片

図版 37 石器実測図2 剥片・石鉄・石匙・模形石器・石錐

図版38 石器実測図3 篦状石器・不定形石器

図版 39 石器実測図4 不定形石器・礫器・磨製石斧

図版40 石器実測図5 磨石類

図版 41 石器実測図6、中・近世の遺物磨石類・砥石・石皿、陶磁器、古銭

牧ノ沢遺跡

図版 42 遺跡全体図

図版 43 遺構個別実測図

図版"縄文士器実測図

大坂上道遺跡

図版 45 1.調査前全景 2.調査前 3.調査前 4.東側北部完掘

図版 46 1.1号士坑断面 2.2号士坑完掘 3.4号士坑完掘 4.4号士坑断面 5.5号士坑完掘

6.5号士坑完掘 7.6号士坑完掘 8.6号士坑断面 9.8号士坑完掘 10.8号士坑断面

図版 47 1.1号フラスコ状士坑完掘 2.1号フラスコ状士坑断面 3.1号フラスコ状士坑遺物出士

状況

図版 48 1.1号・ 2号焼士坑完掘 2.1号・ 2号焼士坑断面 3.4号・ 5号焼士坑完掘 4.4号

・5号焼士坑断面 5.1号埋設士器検出状況 6.1号埋設士器断面

図版 49 1.1号集石士坑検出状況 2.1号集石士坑断面 3.4 ライン最北セクシ,ン 4.4 ライ

ン中央セクシ,ン 5.4 ライン最南セクシ,ン 6.B3-5Ⅱ層の士器出士状況

図版 50 1.3号集石検出状況 2.3号集石断ち割り 3.2号集石検出状況 4.D3-12Π層の士器

出士状況 5.性格不明遺構完掘 6.性格不明遺構断面

図版 51 1.東側南部完掘 2 ・3.東側南部のテストピット 4.東側南部のテストピット全景 5

E 9~10グリッドのセクシ"ン 6.10ライン最南セクシ.ン

写真図版
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5. a - a'19ラインセクション

図版 58 1.西部・北側完掘 2.13号士坑完掘 3.13号土坑断面 4.14・15・16号士坑完掘

5.14号士坑断面 6.15号士坑断面 7.16号士坑断面

図版 59 1.17号士坑遺物出士状況 2.17号士坑断面 3.17号士坑完掘 4.2号フラスコ状

土坑完掘 5.2号フラスコ状士坑断面
,

図版 60 1.2号埋設士器検出状況 2.2号埋設士器断面 3.2号埋設士器完掘 4.C - C Bグ

リッドラインセクシ,ン 5 ・ 6.19グリッド付近の北壁セクシ,ン

図版 61 遺物1 縄文士器

図版62 遺物2 縄文士器

図版63 遺物3 縄文土器

図版 64 遺物4 縄文士器・士製品

図版65 遺物5 石器

図版66 遺物6 石器

図版67 遺物7 石器

図版68 遺物8 石器

図版 69 遺物9 士師器・須恵器・黒色士器

図版 70 遺物10 士師器、須恵器、黒色士器、中・近世陶磁器

猿額遺跡

図版 71 遺物H 士師器、須恵器、中・近世陶磁器

図版 72 1.調査前全景 2.調査後全景 3.斜面トレンチ 4.斜面トレンチ断面

図版 73 1.下段中央部完掘 2.下段南側完掘 3.下段北側完掘

図版 74 1.1号士坑完掘 2.1号士坑断面 3.3号士坑完掘 4.3号士坑断面 5.5号士坑遺物

出士状況 6.5号士坑完掘 7.6号士坑完掘 8.6号士坑断面 9.下段遺物集中地点

10.6 ライン最南部セクシ.ン

図版 75 1.2号土坑士器出士状況 2.2号土坑完掘 3.2号士坑士器出士状況 4.2号士坑断面

図版 76 1.2.8号士坑遺物出士状況 3.8号士坑断面 4.8号士坑完掘 5.1号埋設士器検出

状況 6.1号埋設士器断面 7.遺物集中地点

図版 77 1.1号フラスコ状士坑遺物出士状況 2.1号フラスコ状士坑下層の遺物出士状況 3.1号

フラスコ状士坑完掘 4.1号フラスコ状士坑断面

図版 78 1.3号焼士坑完掘 2.3号焼士坑断面 3.2号焼士坑完掘 4.E6付近の遺物出士状況

5.6 ライン南側セクシ,ン 6.D9付近の斜面セクシ,ンフ.下段最北部の調査前 8

下段最北部完掘 9.平成5年度調査分完掘

図版 79 1.上段西部の南側完掘 2.上段西部の北側完掘 3.上段東部の南側完掘 4.上段東部の

北側完掘



図版 80 1.2号フラスコ状士坑完掘 2.2号フラスコ状土坑断面 3 ・ 4.2号フラスコ状士坑

土器出士状況 5・6.遺物出士状況

図版 81 1.4号焼士坑確認面 2.4号焼士坑断面 3.5号焼士坑確認面 4.5号焼士坑断面

5.F-12・13付近の東西セクシ,ン 6.F-12ラインセクシ.ンフ~10.遺物出士状況

図版 82 遺物1 縄文士器

図版83 遺物2 縄文士器

図版84 遺物3 縄文士器

図版85 遺物4 石器

図版86 遺物5 石器

図版釘遺物6 石器

図版 88 遺物7 石器、中・近世陶磁器

中棚遺跡

図版 89 1.調査前全景 2 ・3.完掘

図版 90 1.調査区中央部完掘 2.Cライン最東セクシ"ンアップ 3.Cライン最東セクシ"ン
゛

4.1号士坑完掘 5.1号士坑断面 6.2号士坑完掘 7.3号士坑完掘

図版 91 1・ 2.4号士坑検出状況 3.4号士坑断面

図版 92 1.1号フラスコ状士坑遺物出士状況 2.1号フラスコ状士坑断面 3.1号フラスコ状士坑

完掘

図版 93 1.1号集石士坑検出状況 2.1号集石士坑断面 3.2号集石士坑検出状況 4.2号集石

士坑断面

図版 94 1.4号集石士坑検出状況 2.4号集石士坑断面 3.4号集石士坑完掘 5.C4 -12グリッ

ド士器出士状況

図版 95 1.3号集石士坑検出状況 2.3号集石士坑断面 3.D-11付近の東西セクシ"ン 4.D-

8 ・ 9付近の東西セクシ.ン 5.D 8付近の東西セクシ,ン 6.D-5付近の東西セク

ション

図版 96 遺物1 縄文士器・石器

図版97 遺物2 石器

図版 98 遺物3 石器、中・近世陶磁器・古銭

牧ノ沢遺跡

図版 99 1.調査前全景 2.完掘全景 3.北側完掘 4.南側完掘

図版100 1.調査前表士剥ぎ 2.調査風景 3.南壁セクシ"ン① 4.南壁セクシ,ン② 5.南壁セ

クシ,ン③ 6.南壁セクシ,ン④ 7.南壁セクシ"ン⑤ 8.南壁セクシ,ン⑥

図版101 1.8号士坑完掘 2.8号士坑断面 3.5号士坑完掘 4.5号士坑断面 5.6号士坑完掘

6.9号士坑断面 7.7号士坑完掘 8.11号士坑完掘 9.4号士坑完掘

図版102 1.13・14号士坑完掘 2.13・14号士坑断面 3.20号士坑完掘 4.20号士坑坑断面 5.12

号士坑完掘 6.12号士坑断面 7.10号士坑完掘 8.10号土坑断面 9.13号士坑完掘 10.

13号士坑断面

図版103 1.5号風倒木痕断面 2.15号士坑完掘 3.15号士坑断面 4.14号士坑完掘 5.14号士坑

断面 6.3号士坑完掘 7.3号士坑断面 8.2号土坑完掘 9.2号士坑断面

図版104 遺物(縄文士器)、大坂上道遺跡の珪藻化石

図版105 大坂上道遺跡の花粉化石



磐越自動車道は、福島県いわき市を起点として常磐自動車道から分岐し、郡山市で東北自動車道と連結

する。更に会津若松市・新潟県東蒲原郡津川町を経て、新潟市で北陸自動車道と結ばれる総延長212kmの

高速道路である。太平洋側と日本海側を直結させるこの道路は、沿線地域の産業・経済・文化の交流を促

進させる重要な役割を持つと考えられる。

基本計画

磐越自動車道のうち、中棚遺跡・猿額遺跡・大坂上道遺跡及び牧ノ沢遺跡にかかる区間(新潟~津川間)

は、昭和53年12月に基本計画が決定され、昭和57年1月には建設大臣から日本道路公団新潟建設局(以下、

道路公団)に対して、調査の開始指示が出された。これを受けて道路公団は、経済・地形・文化財など、

工事の施行に必要な調査を開始した。

昭和59年8月、道路公団は県教委に対して、新潟~津川間の計画路線内及びその周辺の埋蔵文化財包含

地の分布調査を依頼した。県教委はこれを受けて、同年10月に周知の遺跡の分布調査を実施して、その結

果を道路公団に回答した。またこれと同時に、平野部や段丘上には未周知の遺跡が存在する可能性があり、

引き続いて分布調査及び第一次調査を実施する必要性があることをつけ加えた。

昭和60年2月には、新潟~津川問(約46加)の工事施行命令が、建設大臣から道路公団に出された。道

路公団は、県教委の行った分布調査の結果を考慮して、法線の再検討を行い、赤坂山遺跡をはずすなど、

路線の計画変更をしている。同年3月には新津~安田間、Ⅱ月には安田~津川間、翌年の8月には新潟~

新津間の最終的な路線を発表した。

県教委は、道路公団から依頼を受けた安田~津川間の法線内全域における埋蔵文化財の分布調査を昭和

62年11月に実施した。津川町大字西集落南D (猿額遺跡)・西集落南E (大坂上道遺跡)を含む29地点の第

一次調査の必要性と各地点の遺跡分布面積を道路公団に回答した。

第一次調査

平成2年4月に行われた磐越自動車道の調査工程に関する協議決定に基づいて、県教委は西集落南E (

大坂上道遺跡)は平成2年10月と翌年4月に、西集落南C (中棚遺跡)及び西集落南D (猿額遺跡)は平成

3年9月に、また黒岩橋東詰(牧ノ沢遺跡)は平成4年12月にそれぞれ第一次調査を実施した。調査の結

果、以上の4地点から縄文時代の遺構や遺物が検出され、第二次調査が必要であることが判明した。県教

委はこのことを道路公団に伝達すると共に、新発見であるこれらの4遺跡について、西集落南Cを中棚遺

跡、西集落南Dは猿額遺跡、西集落南Eを大坂上道遺跡、黒岩橋東詰を牧ノ沢遺跡と改称して文化庁に遺

跡の発見通知を行った。

第二次調査

道路公団と県教委は調査工程にっいての協議を重ね、猿額遺跡・大坂上道遺跡は平成4年度に、中棚遺

跡.牧ノ沢遺跡は平成5年度に、第二次調査を実施することを決定した。第二次調査の対象面積は、中棚

遺跡は3,20orl゛、猿額遺跡は3,000'、大坂上道遺跡は8,700金、牧ノ沢遺跡が1,2001イである。なお、調査

は、県教委から委託を受けた埋文事業団が当たった。

-1"'弔1早 調査に至る経緯

調査に至る経緯
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第Π章

今回、報告を行う津川町大坂上道遺跡・猿額遺跡・中棚遺は、三川村牧ノ沢遺跡は新潟県の北東部、福島

県との県境にあたる東蒲原郡に位置する。新潟県の県庁所在地である新潟市からは、東側に約50km、車で

約1時間半のところ位置している。さらに東側に約60km、車で2時間のところには福島県会津若松市がある。

津川町・三川村は、鹿瀬町・上川村を含め2町2村で東蒲原郡を構成している。東蒲原郡全体の人口は

約 1万7千人(平成4年7月1日推計)、面積953km'である。 1km'あたりの人口密度は17.8人であり、新潟

県の郡のなかで、最も人口密度が低い。これは面積の約90%が山地となっている地理的条件が大きな要因

となっている。

これまで津川町・三川村を含めた東蒲原郡は、発掘調査がそれほど行われていないことから、中世以前

の歴史が不明瞭であった。今回、磐越自動車道の建設に伴う発掘調査により、東蒲原郡の歴史が少なから

ず明らかになりつつある。本章ではこうした理由から、歴史的環境にっいては、三川村・津川町以外にも、

上川村・鹿瀬町の遺跡から推定される「東蒲原郡」の歴史的環境について記述する。

地理的環境では、地形の概観後に福島県沼沢火山起源の火山灰層について触れることにしたい。大坂上

道遺跡・猿額遺跡で確認されたこの火山灰層については、これまで地質学の見地から①分布論、②堆積要

因、③堆積年代など活発な議論が行われてきた。今回の調査でも沼沢起源の火山灰層が確認されており、

地質学・考古学の両面において少なからず重要な意義を持つと考える。 2節の地理的環境では、これまで

の研究成果を整理し、現状での問題点を提示したい。

はじめに

遺跡の位置と環境

2

A 地形概観

今回報告を行う4遺跡のうち、東蒲原郡津川町に位置する大坂上道遺跡・猿額遺跡・中棚遺跡の周辺の

地形について概観することにしたい。なお、東蒲原郡三川村牧ノ沢遺跡の地理的環境にっいては、第Ⅷ章

で触れることにする。

津川町の3遺跡は、津川盆地西縁の阿賀野川左岸(直線距離で約750m南)に形成された河岸段丘上に立
にしのさわあかいわ

地している。現在、遺跡付近の段丘は、東を西ノ沢川に、西を赤岩川に、その間をいくっかの小谷により

開析され、幅50~20om程の舌状台地として連続している。 3遺跡の所在する段丘面は、小谷を挟んで隣

接している。この小谷を利用して、近年まで水田が営まれていた。水田は未だ完全に埋まり切っておらず、

畦畔の跡が残っている。またこれらの段丘面は、戦後の一時期、畑地として利用されてきたが、昭和30年

代以降は杉の植林事業に利用されていた。調査直前には杉をはじめ、ナラなどの落葉樹におおわれた緑豊

かな段丘面となっていた。

地理的環境と沼沢火山灰層



遺跡の立地する段丘面は北東に向かってゆるく傾 芦沢段丘

西山1段丘
斜しており、大坂上道遺跡で標高85~88m、猿額遺

黛ミ
跡で標高86~99m、中棚遺跡で標高95~99mである。 西山Ⅱ段丘

この地域の河岸段丘を形成した阿賀野川の現水面は、 西山Ⅲ段丘

0

標高約50mで、現水面と遺跡の比高差は35~50m程 津川段丘
ら

0

dになっている。また、阿賀野川からは直線距離にし

ず'、
D『

て約750m南に、阿賀野川の支流で津川町と北で接 ぶデ 0 0
0

0

モミとこなみ 00巳
する上川村を横断して北流する常浪川がある。常浪

0

第1図遺跡付近の段丘摸式図
川と阿賀野川との合流地点からは、直線距離で約2,

50om東に位置している。

遺跡付近の段丘は、阿賀野川河床からの比高や段丘堆積物から6面に区分される[二宮197田。このう
にし中ま

ち大坂上道遺跡は、上から三段目の西山Π段丘面(標高85~90m)に位置する。一方の猿額遺跡は、調査

区のほぼ中央で比高差約4~5mの傾斜があり、東側の上段と西側の下段とに分けられる。下段は大坂上

道遺跡と同じ西山Π段丘面、上段はその一段上の西山1段丘面(標高95~Ⅱ5m)に立地している。中棚遺

跡の所在する段丘面は、猿額遺跡上段と同じ西山1段丘面に比定される[二宮197田。

遺跡の位置する段丘面の下位にあたる津川段丘面(標高60~65m)には、戸数60~70戸からなる西・赤

岩の集落があり、現代の人々の生活が営まれている。地質学的にみて遺跡の所在する段丘面の表層は、い

ずれも軟質の凝灰岩をはじめとした角礫を多く含む礫層で、層厚は4m前後である。以下には、砂・礫・

粘士の互層が存在する。基盤層は大坂上道遺跡・猿額遺跡下段が凝灰岩、猿額遺跡上段・中棚遺跡が泥岩

からなる第三紀層である[新潟県198田。

B 沼沢火山灰層

①研究の現状

津川町大坂上道遺跡・猿額遺跡では包含層2枚の間層として、黄褐色を呈するサラサラとした細かい砂

状の層が確認された。これは、福島県大沼郡金山町の只見川右岸にある沼沢火山(現在、火口はカルデラ

を形成して湖沼となっている)から供給された軽石と火山灰の層である。「鹿瀬軽石質砂層」[稲葉ほか1976]、

「沼沢浮石質砂層」[只見川第四紀研究グループ1966a]と呼称されているが、本報告では煩雑さを防ぐ

意味から「沼沢火山灰層」と統一する。

沼沢火山灰層は、只見川と阿賀野川により運ぱれた二次堆積層で、 C"年代測定法では4.950士150年B

P、 5030土100年B.Pという年代が与えられている[只見川第四紀研究グループ1966b]。これまで沼沢火

山灰層にっいては、地質学の見地から噴出年代や流入経路などが考察されてきた[稲葉ほか1976、柳田19

81など]。考古学的にも、堆積年代がこれまでの士器編年の理論的な拠り所として重要な意味を持つ層と

認識されている[山都町教委1983、福島県教委1988ほか]今回の報告にあたり大坂上道遺跡・猿額遺跡

の両遺跡で確認された沼沢火山灰層も、縄文時代前期末~中期初頭の士器編年を考える場合に、少なから

ず重要な意味をもっ。また地質学的にも、これまでの沼沢火山灰層の認識を大きく改変するものとの指摘
註 1)

を得た。そのため本節では、これまで考察されてきた沼沢火山灰層の地質学的評価の現状を振り返り、大

1)荒木繁雄・小林巌両氏のご教示による。
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2 地理的環境と沼沢火山灰層

坂上道遺跡と猿額遺跡の意義を検討することにし

たい。

沼沢火山灰層の流入経路が、只見川と阿賀野川

を媒介としたことは前記のとおりであるが、堆積

した標高が両河川の現水面より高いことは、以下

のような過程が考えられてきた。すなわち①阿賀

野川と只見川の合流地点から下流の峡谷部で、火

山灰によって河川がせき止めらる。②そのため河

川の水位は上昇し、火山灰を多量に含んだ水が、

腐植土を流出させることなく静かに段丘面をひた

す。③その後、水は引くものの流下によって細か

くなった軽石や火山灰が腐植士の上に沈積する。

④火山灰が流下する過程で、幾度となくこうした
いわだに

現象が起こったものと推測されている[稲場ほか197田。遺跡が所在する津川地区でも岩谷より下流の狭
いがしま

谷部でせき止めが起こったと推測され、火山灰層の堆積は鹿瀬から五十島にまで及ぶ。

新潟県で検出される沼沢火山灰層は、上記の様に火山噴出物が阿賀野川を流下する過程で、流域の段丘

面に堆積したり、あるいは海岸部でいくつかの砂丘列を形成するなどして[坂井1980など]、局部的な分

布を示している。これに対して福島県では、津川町と同様に二次堆積層として認められる会津盆地の例も

あるが[福島県教委1989など]、火砕流や偏西風などによって運ばれた降下火山灰も広範囲に分布してい

る。現在、降下火山灰は会津盆地・猪苗代盆地、さらには沼沢火山から80km余り離れた三春町まで存在が

確認されている[福島県教委1989など]。

このように広範囲に分布する沼沢火山灰層は、堆積年代と出士遺物に関する遺跡報告がいくっかなされ

ている。山都町の上ノ原遺跡では、二次堆積の火山灰層直下から大木6式の士器が出士している。このこ

とから、堆積開始時期を縄文時代前期末葉と推測できょう。また堆積終了の時期を明確にする上で、火山

灰層の上層から出士する遺物を層位的に厳密に把握する必要性が述べられている[山都町教委198田。

一方、降下火山灰が検出されている会津高田町鹿島遺跡[福島県教委1991]、同町下谷ケ地平B・C遺

跡[福島県教委198田、同町冑宮西遺跡[福島県教委1990]、磐梯町・猪苗代町にまたがる法正尻遺跡[福

島県教委1991]でも、沼沢火山灰層直下から大木6式の士器が出士している。火山活動の下限を決める火

山灰層の上層からは、縄文時代中期以降の遺物が多くの遺跡から確認されているが、前述の法正尻遺跡で

は更に古い大木6式の士器が出土している。以上のことから噴火の時期は大木6式期に限定できるが、 ^

次堆積の終了時期については明らかにしえない。二次堆積が顕著である阿賀野川中流域の考古学的な分析

が大きな意味を持ってくると考える。

②大坂上道遺跡・猿額遺跡の立地と砂層の堆積状況

大坂上道遺跡、猿額遺跡は地質学上、西山段丘面と呼称されている河岸段丘上に立地している。このう

ち大坂上道遺跡は西山Π段丘面に、猿額遺跡は調査区上段が西山1段丘面、下段が西山Ⅱ段丘面に位置す

るのは、 2節Aのとおりである。調査区内での沼沢火山灰層の堆積状況は、大坂上道遺跡で調査区東側及

び、調査区中央部からやや北西部の地山が小さく沢状に落ち込んだ所から調査区北西端にかけての地点で

堆積が確認されている。

石谷

阿 野
川

鹿瀬

常

浪

川

御神楽岳

f

'ーー
鬼

す

1
1

亀

、、
4

鳥

子

J

.゛..、.....ー、゛
、゛、゛

県境:

0 10km

第2図沼沢カルデラ・只見川・阿賀野川の位置図
(稲葉ほか1976を一部改変)

山都町

カ)ロ

ブ

ラ

只

見

川

5

N
゛
J
,
亀
゛゛

子
.

福
島
県

野
沢

津

賀
西

★
大
坂
上
道
遺
跡
他

新
潟
県

、
'

、
、
ず
亀
 
1
,



③大坂上道遺跡・猿額遺跡の提起する問

題

これまでの研究成果では、沼沢火山灰層によっ

て上昇した水位は、西山Π段丘面より低く、西山

Ⅲ段丘面より高い海抜80m付近と考えられていた

[稲葉ほか197田今回、両遺跡で得られた成果

から、この見解には修正を要するようである こ

れまで西山Π段丘面上でも、腐植土の上に沼沢火

山灰層らしき層の堆積は確認されていたしかし

この層の堆積年代は今から約5,000年前よりも古

く、津川段丘が段丘化する以前じ堆積したものと

考えられてきた稲葉ほか1986 この見解から

すると、両遺跡で確認された層は約5,000年前に

堆積した沼沢火山灰層ではないことになる両遺

跡の考古学的成果はV章以降で述べるが、沼沢火

山灰層の堆積年代に関連する大きな成果が得られ

ている両遺跡では上下2枚の包含層が堆積する

が、その間層として沼沢火山灰層が存在する こ

れは包含層の下層から出士した遺物の年代が、砂

層の堆積年代の上限を意味する。また包含層の上

層から出士した遺物の年代は、砂層の堆積年代の

下限を意味するのである上下2枚の包含層から、

考古学的に時期の判別できる良好な士器が出土し

ている猿額遺跡を例に考えてみたい

猿額遺跡出士士器は、東北南部を中心に分布す

る縄文時代前期末の大木5式・6式の士器群であ

るこのうち、砂層により確実に埋没した2号土

Ⅱ 遺跡の位置と環境
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2 地理的環境と沼沢火山灰層

坑出士士器(図版24 1~3)は、大木6式のものであるまた砂層を覆う上層の包含層から出士した士

器(第18図)もおおむね大木6式のものである。大木6式の絶対年代については約5,000年前であること、

また福島県下で沼沢火山灰層の直下から出士する士器が大木6式であることから、猿額遺跡の上下面の

包含層の間層として確認された層は、約5,000年前に堆積した沼沢火山灰層以外に考えられない前述の

とおり、猿額遺跡は西山Π段丘面に位置し、沼沢火山灰層が堆積する最高位が海抜88.3mであることから

すると、これまでの研究成果には再考を要することとなろう沼沢火山灰層は従来の研究よりも、段高

い段丘面、高さにして8mほど局所まで達している

④津川地区の第次凋査結果

沼沢火山灰層が標高90m近くにまで及んでいることは、津川盆地を巡る段丘面で行われた第次調査の

結果からも推測が可能である。第次調査で沼沢火

山灰層と思われる黄褐色の砂層が確認された遺跡は、

大坂上道遺跡・猿額遺跡以外では9地点に及ぶ(第

4図)その9地点はいずれも、現地表面で海抜90

mを超えることはなく、標高66~88mの範囲に位置

している。沼沢火山灰層と思われる黄褐色の砂層が

標高80m以上の高所で確認されたのはNO.41(厚さ

25~30om)、 NO.43 (プロ、,ク状に混入)、 NO.49 (厚

さ20~50om)、 NO.51 (厚さ150")などがある。各地

点で遺物が検出された地点が少ないことから、これ

らの「サラサラした黄褐色の砂層」が、約5,000年

前に堆積した沼沢火山灰層か否かは考古学の立場か

らは速断できないしかし肉眼での観察や、他に想

定し得る火山灰層が存在しないことからすると、 、^

れらの層は沼沢火山灰層以外の火山灰層とは考えら

第4図第次調査地点の沼沢火山灰層堆積状況れない

(国士地理院発打 1:50,000 津川御神楽昭
第次凋査で得られた成果からも、沼沢火山灰

和55年を使用)

層の堆積は海抜80m付近にとどまることはなく、西

山Π段丘面の88m付近にまでおよぶことは明らかで

あろう
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考古学的見地から大坂上道遺跡・猿額遺跡の一部をひたし、沼沢火山灰層を堆積させた堰き止めによる

水位の上昇は、両遺跡が立地する西山Ⅱ段丘面にも及び、最高水位は海抜90m程まで達してぃたと考えら

れる。また同層を挟む上下二層の包含層から出土した士器は大木6式期であり、従来の堆積年代と一致す

る。堰が破れ、水が流出して沼沢火山灰層の堆積が完了した時期も、大木6式期の範疇で考えられる今

ここで、大木6式期の存続年代を明らかにし得ないが、津川盆地が濁水にひたされた期間は、比較的短い

期間であったと思われる。今後、地質学的見地からの分析と、他遺跡における沼沢火山灰層を間層とした

上下二層から出士した遺物の検討や、類例の増加により更に補強し得ると考える。

3 歴史的環境

A

①旧石器時代・縄文時代

当期の遺跡はいずれも阿賀野川及び、その支流である常浪川よって形成された河岸段丘上に位置してい
つのがみ

る。これまで旧石器時代の遺物は、鹿瀬町角神遺跡A (23)で確認されているのみであった[古川198幻。
うえのたいら よしがさわ

しかし、磐越自動車道建設に伴う発掘調査で三川村上ノ平遺跡(3)や吉ケ沢遺跡(2)から多量の石器

群が検出された沢田ほか1994]。両遺跡とも旧石器時代の遺物は、約15,000年前と、約13,000年前との

二時期に大別され、縦長剥片を基本とした杉久保型ナイフ形石器、神山型彫刻刀形石器などが確認されて

いる。

縄文時代に入ると遺跡数は増大しており、草創期・早期の遺跡も確認されている。上川村小瀬ケ沢洞窟

遺跡(3D は日本を代表する草創期の遺跡で、洞窟内からは微隆起線文・爪形文・多縄文などが施された

土器や、有舌尖頭器・植刃などの石器が大量に出士している[中村1960、小野・鈴木1994]。また、常浪

川の更に上流に位置する室谷洞窟遺跡(32)からは、草創期から弥生時代に至る各時期の遺物が発見され

ている。同遺跡では、縄文時代前期初頭に位置付けられる屈葬された女性の人骨が完全な状態で発見され

ており[中村1960・196幻、小瀬が沢洞窟と並び国内の洞窟遺跡として特に著名である。

前期の遺跡は、近年の磐越自動車道建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査によって、その存在が明らかになっ

た。上川村北野遺跡(27)は、常浪川左岸の丘陵平坦部(標高約70m)に立地している。このうち2節で

検討した沼沢火山灰層の下層から前期末(大木6式)の遺物が確認されている[高橋1994b]。沼沢火山

灰層によって埋没した住居跡が十数軒確認されて、それぞれ周堤が伴うなど遺構・遺物ともに注目される。

大木6式期の住居跡は三川村上ノ平遺跡でも確認されている[沢田1994]。近年、確認例が増加している

前期末葉の士器群を考える上で、上記の発掘調査は欠くことのできないものとなろう。
はら こしおう み中の つの

中期に入ると遺跡数は更に増加しており、津川町原遺跡(11)・古志王遺跡(18)・宮野遺跡(9)・角
ちょうじゃやしきじま どうだひらのあらせ

嶋岩陰遺跡(12)、三川村新瀬遺跡(フ)・平野遺跡(6)・堂田遺跡(1)、鹿瀬町長者屋敷遺跡(26)・
きつねくぼおお゛しき あげじょうつのがみ

角神遺跡B (21)・角神遺跡C (22)・角神遺跡D (24)、上川村大屋敷遺跡(28)・狐窪遺跡(29)・揚城

遺跡(3のなどが挙げられる。このうち発掘調査が行われたのは、津川町原遺跡・古志王遺跡のみである。

原遺跡は中期~晩期の複合遺跡で、士器以外にも士偶・石器が確認されている(山武考古学研究所1984)。

一方の古志王遺跡は大木8式を主体とする士器群が出士しており、本報告が待たれる。

その他、発掘調査を行っていないものの、表採資料が多いことから中期以降の大集落と考えられる遺跡

周辺の遺跡

Ⅱ 遺跡の位置と環境



3 歴史的環境
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津Ⅱ御神楽岳大日岳野沢 を使用 Q

時 期
中世

縄文(中期)

縄文(後期)

縄文(晩期)、弥生

縄文(中期)

縄文(中期)

旧石器

縄文(中期)

縄文(後期)

縄文(中・後・晩期)
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津川町周辺の主要遺跡

0.遺跡名
御小屋館跡17

古志王18

19 楠川

20 入道岩洞窟

21 角神 B

22 角神 C

23 角神 A

24 角神 D

深戸25

26 長者屋敷

北野27

28 大屋敷

29 狐窪

30 揚城

31 小瀬ケ沢洞窟

32 室谷洞窟
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で三川村堂田遺跡、鹿瀬町長者屋敷遺跡がある。このうち前者は、阿賀野川の氾濫原である傾斜地に位置

しており、中期から晩期の士器以外に、石斧・石棒・小玉等が確認されている[本間196幻。
たいしどぅくすがわふかど

後期の遺跡は中期から継続してぃるものが多く、津川町矢師堂遺跡(1の.楠川遺跡(19)、鹿瀬町深戸

遺跡(25)、本書で報告を行う三川村牧ノ沢遺跡や前記の上川村北野遺跡がある。遺物が単独で確認され

る例が多く、楠川遺跡では関東の堀之内1式に比定される注口士器が、深戸遺跡では堀之内式に比定され

る士器が出士している[本間ほか196幻。本格的な発掘調査が行われたのは上川村の北野遺跡のみである。

沼沢火山灰層の上層から、中期末葉から後期初頭の遺物が多量に出士している他、複式炉や柄鏡形の敷石

住居が検出されている[高橋1994b]。これらの遺構・遺物は、東北南部との接点に当たる東蒲原郡の様

相を追求する貴重な資料となろう。

晩期の遺跡も後期と同じく中期・後期から継続しているものが多く、三川村若宮洞窟遺鉢(4)や上川
ひとがたにひ」にに.うゼういわ

村人ケ谷岩陰遺跡、津川町ス道宕洞窟遺跡(2のなどがある。このうち、唯一昭和55年に上川村教育委員

会によって発掘調査が行われた人ケ谷岩陰遺跡は、標高350mの山間部に位置する。晩期最終末の士器群

や有柄式石鉄などが検出されている[小野ほか198釘。若宮洞窟遺跡は、阿賀野川に突出した崖端に立地

しており、洞窟内の包含層上層から晩期の士器や石鉄が出士している。同遺跡は阿賀野川の現水面とは比

高差が10m程であり、阿賀野川の変遷と本遺跡との自然環境を追求する上で、下層部の実態が鍵を握る

[本間ほか1962]。一方、入道岩陰遺跡は滝沢川に南面した標高280mの傾斜地に立地する。同遺跡は崖の

裂けめを利用した洞窟遺跡で、晩期以外に弥生士器・有柄石鎌などが出士している[本間196幻。

②弥生時代~奈良・平安時代

弥生時代~奈良・平安時代の遺跡は極くわずかである。弥生時代の遺物が津川町入道岩洞窟遺跡、三川

村室谷洞窟遺跡で検出されているにすぎない。古墳時代・奈良時代の遺物は皆無である。これは単に遺跡

数が減少しているのか、または詳細な分布調査が行われていないことに起因するのかは不明である。弥生

時代以降は、山岳地帯ということで水稲耕作に不向きな立地条件や、政治的な要因も想定する必要があろ

文献資料からみた東蒲原郡

Π 遺跡の位置と環境

③中・近世
きつねもどり
津川城跡(13)と御小屋遺跡(17)などがある。津川城跡は狐戻城とも呼ばれ、現在では県指定史跡と

なっている。建長4 a252)年に蘆名氏の一族である藤倉盛弘により築城された。阿賀野川と常浪川の合

流点である麒麟山に立地しており、会津の西境を守る城郭として重要な位置を占めていた。

B

東蒲原郡は、今なお東北南部の文化的影響を色濃く残している。これは福島県との県境に位置する以外

に、廃藩置県後も長らく現在の新潟県に属せず、明治19年まで現在の福島県に属していたことにも大きな

要因があろう。今回の調査で得られた考古学的な成果は第V章以降で記述するが、ここでは文献資料から

見た東蒲原郡における歴史の概略を振り返ることとする。

①古代

東蒲原郡の古代については、不明瞭な点があまりにも多い。東蒲原郡は越後ではあったが、「沼垂郡」

と「蒲原郡」のいずれに属していたかは不明である。「沼垂郡」と「蒲原郡」の境は阿賀野川と推定され

ており、阿賀野川の北側が「沼垂郡」、南側が「蒲原郡」にあたる。『和名抄』によれば「沼垂郡」は足羽、

沼垂、賀地の三郷を、「蒲原郡」は日置、桜井、勇礼、青海、小伏の五郷を有している。各郷はこれまで



3 歴史的環境

多くの地点が比定されてきたが、東蒲原郡内に属するものはない。

9世紀後半以降になると、当期の遺物は散在的にではあるが確認されるようになる。古代における越後

の人口は5万人程と推定されている[坂井199田。このうち蒲原郡には7000人強、沼垂郡には4000人強ほ
註 1)

どの人口となろうが、人口密度は極めて低い。東蒲原郡に郷の推定地が存在しないこと、また現状では考

古学的にも律令期の遺物が存在しないことから、律令期に東蒲原郡で集落を営んだ可能性は極めて低いの

ではなかろうか。集落が展開していたにしても、極めて小規模なものであった可能性も考えられる。

②中世

東蒲原郡の記載がある文献資料は多くないものの、『異本塔寺長帳』承安2年(1172年)は、古代末~

中世における東蒲原郡の変動を現している。これによると『越後国守城四郎平長茂領地内蒲原郡小川庄七

十五村ヲ会津恵日寺住僧乗丹坊寄付、是長茂伯父也』とあり、城長茂が小川庄を会津恵日寺(現福島県耶

麻郡磐梯町)乗丹坊に寄進したと言う。小川庄は現在の東蒲原郡全域と、新発田市南端(赤谷地区)及び、

五泉市.安田町の一部を包括した荘園である。庄名にっいては「こがわ」・「おがわ」の両説があり、表

記も「小川・「小河」が併用されている(以下では小川庄に統一)。

上記の『異本塔寺長帳』承安2年(1172年)の条には「蒲原郡小川庄」とあり、東蒲原郡は12世紀後半

には「蒲原郡」に属していたと考えられる。しかし時期は不詳ながら、「蒲原郡」は早くに「沼垂郡」を

包括して一郡を形成したといわれる[新潟県1986]。東蒲原郡は12世紀後半に蒲原郡に属していたが、前

述のとおり律令期に属していた郡は明確でない。

越後国荘園の記載がある『吾妻鏡』では、文治2 (1186)年3月12日条に小川庄が見えないことや、異

本塔寺長帳の成立過程から信愚性に疑問が持たれているが、『吾妻鏡』寿永元(1182)年9月28日条に

「越後国城四郎永用於越後国小河庄赤谷構城享円とあり、現新発田市上赤谷に城郭を構えたとされている。

また、『玉葉』養和元年7月1日条では城助職が横田河原戦後「藍津之城」に引き篭ろうとした記事が、

平家物語諸本の記事では横田河原の戦いで城氏軍に会津乗丹坊及び会津の在地武士が加わったとある。こ

れらのことから、城氏は小川庄はもとより、会津地方にも勢力を及ぽしていたことになるという[新潟県

1986]。

③近世~現代

東蒲原郡の中央を横断する阿賀野川は、越後と会津の交通の中継地として重要な位置を占めている。こ

の時期、東蒲原郡の中心は津川町であった。津川町には代官所が置かれ、鹿瀬・海道・上条・下条の四組

と津川町を治めている。また検断・名主が置かれたのも津川町で、船道関係の権限を有していた。阿賀野

川水運による津川~新潟までは津川船道と呼ぱれ、船番所が置かれ、出入り船・積み荷の点検・船手形の

許可などを行っていたという[新潟県1986]。郡域の約9割を山地で占める当郡にとって、船道の隆盛は

水田耕地の不足を大きく補うものであった。また新発田街道の宿駅が置かれ、藩主の領内巡見や新発田・

村上両藩の参勤交代に利用されるなど、会津藩における水陸交通の西の要衝であった。東蒲原郡で津川町

が中心的な立場である点は、現在も同様である。県総合庁舎をはじめとする行政機関、電信機関等はいず

れも津川町に存在している。

1郷の人口を約1,400人と推定する説[沢田197幻と、約1,500人とする説[鎌田1984]がある。両説に大きな

差異が認められないことから、人口の推定は 1郷を1,400人~1,500人として算出した。

10



今回の報告は調査が継続して2ケ年(平成4・5年度)を要した大坂上道遺跡・猿額遺跡と、単年度で

終了した中棚遺跡(平成4年度)、牧ノ沢遺跡(平成5年度)の計4遺跡である。遺跡数が多いこともあり、

調査方法は各遺跡の性格・立地条件により異なっている。ここでは第一次調査の概要と、第二次調査の各

遺跡に共通する項目のみ列挙する。各遺跡の特徴を重視した調査の概要は、第V章~第Ⅷ章の1節である

「調査の概要」で記述することにしたい。

第Ⅲ章 調査の概要

いずれも第一次調査以前には周知化されていなかった遺跡である。地形により遺跡が存在する可能性が

あることから、第一次調査を行った。調査方法の詳細は各遺跡で異なるが、調査対象範囲内において任意

にトレンチを設定して、遺構・遺物の有無を確認しながら調査を進めた。掘削はバックホーを中心に行い、

遺構・遺物の確認など、必要に応じて人力で掘削を行った。以下では各遺跡の調査の概略を記す。

第一次調査

A 大坂上道遺跡(平成2年10月22日~11月2日、同3年4月17日~18日)

立木の未伐採地があることから、調査は2回に分けて行った。

平成2年度は対象範囲の西側~中央の約5,3001イに対して調査を行った。 2×3~8mのトレンチを24

か所設定した(第7図)。士層の堆積状況は比較的良好で、遺物は計8か所のトレンチから検出された。

いずれも基本層序の第Π層からの出土であるが、このうち1か所のトレンチからは、福島県沼沢火山起源

の火山灰層を間に挟んだ下層(基本層序の第V層)からも遺物が出士している。第V層が調査対象面積の

全面に広がるか否かが問題となるが、包含層が2面存在することが明らかになった。

遺構は、いずれも遺物が出士したトレンチのうちの4か所で検出された。この結果、遺構・遺物が検出

された対象範囲の西側、約2,945dについては第二次調査を行うこととした。また対象範囲の中央、 2,355

'については、対象範囲の東側の結果を基に第二次調査の必要性を判断することにした。

平成3年度は対象面積の東側を中心に、前年度に行えなかった地点の4,740がに対して調査を行った。

2×5mのトレンチを14か所設定した。このうち調査範囲東側の5か所のトレンチのうち、 4か所から遺

物が検出された。遺物が出士した層位は、いずれもΠ層である。このことから、平成2・3年度の調査対

象面積である10,040がのうち、 8,70on゛に対して第二次調査を行うこととした。なお、遺物包含層は第Π

層(縄文時代中期)とし、前年度に確認された第V層が調査範囲の全面に広がっていないことから、延べ

面積には換算していない。

調査の概要

B

調査対象面積は5,100'であったが、西側の2,100金が未伐採地であることから、これを除く3,1001イに

対して調査を行った。 2×5mのトレンチを13か所設定したが、このうち7か所で遺物が確認された。遺

物は縄文士器・石器で、ほぼ対象面積の全面に分布する。また、遺物が確認された7か所のトレンチのう

猿額遺跡(平成3年9月13印
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C

対象面積7,200,イの全面に対して調査を行った。 2×5mのトレンチを36か所設定したが、対象範囲の

北東側を中心に8か所から遺物が検出された(第8図)。遺物はいずれも縄文時代の石器類(磨石、剣片、

搬入礫)で、各トレンチから2~3点出士した。また遺物が検出された8か所のトレンチうち、 2か所で

士坑と集石士坑と思われるものが、それぞれ確認された。このことから対象範囲の北東部、3,200金に対

して第二次調査を行うこととした。なお、第一次調査で遺物包含層と確認されたのは第Π層、地山は第Ⅲ

層である。

中棚遺跡(平成3年9月11日~12日)

D 牧ノ沢遺跡(平成4年12月9日~16日)

対象面積14,740rイの全面に対して調査を行った。 2×5mのトレンチを72か所設定したが、遺物が検出

されたトレンチはわずかに3か所である。このうち調査範囲中央のトレンチでは、士坑と思われる落ち込

み2か所が検出された。このうち1か所の覆士からは、85点の縄文士器片が出土した。遺構の確認面は第

Ⅲ層である。このトレンチ以外に、遺物が確認されたトレンチはない。また、遺物が検出された他の2か

所のトレンチでは、第Π層からの出士であり、それぞれ縄文士器が1点出士したのみである。

上記の結果から、第二次調査の範囲は遺構・遺物が検出された第一次調査範囲の中央を中心とした

1,200金とした。第Ⅲ層を地山とし、包含層は第Π層の一面である。

Ⅲ 調査の概要

遺跡名

大坂6嘗宣跡

猿額遺跡 N035 東蒲原郡津川町大字西字猿額中丸1938ほか平成3年9月130

旧NO

N036

在 地所

東蒲原郡津川町大字西字大坂上道西18船ほか

調査期間

平成2年10月22H~1明 2

平成3年4月17H~4月18



2 第二次調査

E 体制

<平成2 ・ 3年度>

調査主体新潟県教育委員会(教育長堀川徹夫)

管理大島圭己(新潟県教育庁文化行政課長)

ク課長補佐)吉倉長幸(ク

ク埋蔵文化財第一係長)指導横山勝栄(ク

ク埋蔵文化財第二係長)本間信昭(ク

ク主事)庶務藤田守彦(ク

・平成2年度(大坂上道遺跡)

担当亀井功(ク ク

職員鈴木俊成(ク ク

・平成3年度(大坂上道遺跡、猿額遺跡、中棚遺跡)

担当北村亮(ク ク

職員平沢秀昭(ク ク

・平成4年度(牧ノ沢遺跡)

調査主体新潟県教育委員会(教育長本間栄三郎)

調査財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長本間栄三良の

管理藍原直木(事務局長)

渡辺耕吉(総務課長)

茂田井信彦(調査課長)

指導戸根与八郎(調査課調査第一係長)

担当北村 亮( 主任)ク

職員阿部雄生( 専門員)ク

高橋一功( ク

庶務藤田守彦(総務課主事)

A 調査方法

調査地の現況今回の調査地域である津川町大字西地内の大坂上道遺跡・猿額遺跡・中棚遺跡は標高80

~99m、三川村大字谷花地内の牧ノ沢遺跡は標高59~60mと、いずれも阿賀野川の河岸段丘上に位置して

いる。それぞれ小谷に区切られた段丘で、戦後の開発により畑地として利用された箇所が多い。このため

遺跡内は削平を受けた部分が存在する。また、大坂上道遺跡・中棚遺跡では調査区中央を南北に伸びる旧

埋蔵文化財第二係主任)

文化財主事)ク

埋蔵文化財第二係文化財主事)

主任)ク

第二次調査2



道が、猿額遺跡では調査区のやや北側を東西に伸びる旧道が存在しており、若干の改変が行われていた。

戦後の開発ののち、ここ数十年は大きな開発が行われていないこともあり、遺跡は旧状をとどめる部分

が多い。畑地としての開発された後は、主に植林が行われており、大坂上道遺跡・猿額遺跡下段・中棚遺

跡では杉が、猿額遺跡上段では落葉樹林であるクヌギ・ナラなどが生息していた。

グリッドの設定(図版1)大グリッドの設定方法は各遺跡で異なるが、いずれも10m方眼で調査区全

域をカバーできるように設定した。また、調査の便宜上、大グリッドの中に2m方眼の小グリッドを設け

た。グリッドの呼称は、調査区最北部から南部にかけての大グリッドを英大文字のA~Fに、最東部~西

部にかけては算用数字で区分した。両者の組み合わせにより「A l」「B2」のように表示した。また、

大グリッド内における小グリッドには1~25の番号を付した。方向は大グリッド内における最北部~南部

にかけてを 1~5、となりの列を6~10という方法である。前述の組み合わせにより「A I-1」、 rc

2 -3」というふうに表している。

調査方法調査の基本工程は①基本層序の確認、②包含層の掘削、③遺構の検出・発掘、④実測卜写真

撮影である。

①基本層序の確認確認調査の結果を基本に、本調査で基本層序を確認した。各遺跡ごとに異なるが、

土層は調査区30m毎を基本にべルトを残し、確認した。また、特に層序が複雑な遺跡は、調査開始当初、

士層べルト脇に確認トレンチを入れ、基本層序を確認した。

②包含層の掘削基本層序を確認したのち、包含層直上まで重機(バ"ク・ホー)で除去した。包含層

の掘削は人力で、排士はべルト・コンベアーで調査区域外に運搬した。

③遺構の検出.発掘検出された遺構は番号を付し発掘した。遺構番号は時代に関係なく種別毎に分け

て通し番号とした。種別は士坑・集石士坑などである。

④実測卜写真実測は平面図が簡易遣り方でV20を基本に、対象物に応じてVI0・ V5でおこない、断

面図もこれに準じた。全体図は平板でV60である。

Ⅲ 調査の概要

B

発掘調査は中棚遺跡が平成4年度、牧ノ沢遺跡が平成5年度で終了した。一方の大坂上道遺跡・猿額遺

跡は平成4年度~5年度と複数年度にまたがる調査である。今回、報告する遺跡が多いこと、調査期間が

2か年度にまたがる遺跡であることなどから、調査経過は年度当初と大きく変更があった事項のみ記すこ

とにしたい。

調査経過

・平成4年度(4月13日~11月27日)

年度当初の道路公団との協議では、大坂上道遺跡(8,700金)・猿額遺跡(3,20od)の調査を行う予定で

あった。基本的に調査員5名にのうち2名は、適宜、第一次調査を併行して行う)、作業員30名の体制をと

る。工事工程の都合から、大坂上道遺跡から調査を開始した。

①大坂上道遺跡(4月13日~6月30印

調査区南側及び北側中央(約4,200金)を行った。その後、引き続き大坂上道遺跡の調査を行う予定で

あったが、道路公団から工事工程の都合上、猿額遺跡・中棚遺跡を優先して欲しいとの要求をうける。県

教委.道路公団.埋文事業団の協議により、道路公団側の要求を受け入れ、年度当初の計画を大きく変更

した。その結果、①今年度、大坂上道遺跡の調査はこれ以上行わず、残り4,500'は来年度(平成5年度)



2 第次凋査

凋査を行う、②大坂上道遺跡の今年度分の調査終了後は、猿額遺跡の凋査をhう③猿額遺跡の綱査終了

後は、中棚遺跡の調査を行い、今年度中に調査を終了すること

(2)猿額遺跡(7月1日~9月25日、 10月29日~11月27日)

大坂上道遺跡における遺構実測の一部が残っていたものの、 7月1日から猿額遺跡の調査を併行して開

始した。猿額遺跡は大きく①標高92m~99mの上段(調査区最西部)、②標高84m~88mの下段(調査区中

央東部)、③上段から下段にかけての斜面(調査区中央)、④下段から谷部にかけての斜面(調査区最東部)

に分かれている。このうち、第一次調査が終了しているのは、②調査区下段のみである。このため表士除

去ののち、④下段~谷部にかけての斜面の第一次調査から開始した対象面積の約20%(180')を人力

により掘削したが、遺物が希薄であることから調査を終了した

7月7日から②の調査区下段に入るここでも工事工程の都合上、南半分(640が)を優先させ、北側

の半分については、中棚遺跡の調査終了後に調査することにした下段の凋査ι、併行して、①の上段を人

力で第次調査を行った③は対象面積の約12%を調査した結果、遺物が検出されなかったことから、調

査を終了した方の①では、旧石器時代末~縄文時代草創期の尖頭器のほか、縄文士器が何点か出士し

たこのため、第次調査で遺物が出士した地点を中心に包含層を掘削したその結果、全体的に出士遺
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物が希薄であり、特に上段内でも緩やかな傾斜地で遺物が確認されなかったことから、包含層の全面を掘

削せず、 9月3日から中棚遺跡の調査を開始した。猿額遺跡の下段北側は、中棚遺跡の調査終了後に再開

してⅡ月28日に終了した。なお、工事工程の都合上、猿額遺跡下段北側を東西に横断する工事用道路下の

約1001イについては、来年度調査することにした。

③中棚遺跡(9月28日~11月17日)

調査区西側は第一次調査が行われていないことから、調査区9ライン以西の25%(約200可)で第一次

調査を優先して行った。その結果、 E-8 グリ、"ド付近で集石士坑が確認されたが、それ以西では遺構・

遺物とも検出されなかった。第一次調査の結果をもとに、 9ライン以東の包含層の全面掘削を行い、11月

17日に調査を終了した。

平成4年度の調査面積は大坂上道遺跡4,200金、猿額遺跡3,2001イ、中棚遺跡2,3001寸の計10,000'であ

る。翌年度への持ち越し分は大坂上道遺跡4,50od、猿額遺跡10odである。

・平成5年度(4月19日~7月23印

大坂上道遺跡・猿額遺跡の他、別班で三川村牧ノ沢遺跡の発掘調査を行った。

①大坂上道遺跡(4月19日~7月23日)

調査員4名(6月末から3名)、作業員30名の体制で行う。なお、今年度から作業員の雇用は側吉田建設

に委託した。調査は工事工程の都合上、①調査区東部、②調査区西部、③調査区中央部の順で調査を行っ

た。このうち調査区中央は遺物・遺構が極端に希薄なことから、 2×10mの試掘を2m間隔で設定して、

遺物の出士状況を検討した。この結果、遺構・遺物が検出されなかったことや、包含層である基本層序の

第Π層がほとんど存在しないことから、全面掘削を行わず、調査面積4,500金の調査を終了した。

②猿額遺跡(7月12日~7月16日)

大坂上道遺跡と併行して調査を行った。昨年度行えなかった調査区北部の工事用道路下の約100'であ

る。包含層の残存状況は予想していた以上に悪く、遺物は少量検出されたにとどまる。遺構も確認しえな

かったことから、短期間で終了した。

③牧ノ沢遺跡(6月3日~6月30印

調査員2名、作業員20名の体制で行う。遺物は希薄であったものの、遺構と思われる小さな落ち込みが

多数確認された。全面を地山まで掘削して、1,000金の調査を終了した。

調査の概要

C

平成4年度(平成4年4月15日~11月24日)

調査主体新潟県教育委員会(教育長本間栄三良円

調査財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長

管理藍原直木(事務局長)

渡辺耕吉(総務課長)

茂田井信彦(調査課長)

指導戸根与八郎(調査課調査第一係長)

主任)亮(担当北村 ク

職員大川原英智( ι1

調査体制

本間栄三良円



2 整理作業

阿部

高橋

滝沢

高橋

藤田庶

雄生(調査課調査第一係専門員)

知之( ク

規朗( ク

一功( )(4月15日~5月25日まで)ク

守彦(総務課主事)

平成5年度

調査主体・調査・管理・庶務は平成4年度と同じ

大坂上道遺跡・猿額遺跡(4月19日~7月23印

指導藤巻正信(調査課調査第一係長)

担当滝沢規朗( 専門員)ク

職員佐藤正知( 主任)(4月19日~6月23日まで)ク

専門員)横田浩(

上田順二( 嘱託員)

務

18

3

A 方法

①遺物

出士遺物の大半は士器と石器で、このうち縄文時代のものが主体を占める。この他、若干ではあるが鉄

製品、古銭が出士している。

士器・石器基本作業として袋ごとに①洗浄、注記、分類を行う。その後、風化の著しい士器にっいて

はバインダーを施した。注記は素材によって白色ポスターカラー、墨汁を使い分けた。なお剥片石器や、

ポスターカラーを使用した士器の場合は、注記ののち文字上にニスを塗布した。

遺物の分類は遺構とグリッド、層序により行った。接合は基本的に小グリッド毎に行い、その後、器形

毎、各層序で再度試みた。実測卜観察終了後、保存と写真撮影を考慮して石膏復元を行ってぃる。

鉄津.古銭基本的には士器と同様の作業を行った。なお、ともに簡単なサビ取りを行ったのち、シリ

カゲルとともにビニール袋に入れ保管し、特に保存処理などは行っていない。

②図面

現場で作成した遺構実測図は、 A1版で約80枚にのぼる。実測図は遺構ごとの平面図.断面図(V5、 V

10、ν20)に分け、それぞれに番号を付し台帳を作成した。

遺構実測図はレイアウトの内容上ν10、 1/20、ν40、ν250を作成している。

牧ノ沢遺跡

担当

職員

(6月3日~6月30日)

北村亮(調査課調査第一係主任)

専門員)阿部雄生( ク

整理作業



B 経過と体制

①経過

出士遺物の洗浄は基本的に現場で行い、残ったものについては埋文事業団曾和分室で行った。また注記、

図面・写真の整理、遺構台帳・調査力ードの作成は発掘調査と並行して行い、残ったものにっいては現場

終了後に行った。

整理作業の本格的開始は平成4年Ⅱ月からである。調査員の他に調査補助員を配置した。整理期間中、

人員については若干変動があったものの基本的に職員(担当・調査員) 5名が当たった。

②体制

整理が本格化した平成4年12月以降の体制は発掘調査と同様で、以下の通りである。

平成4年度

指導戸根与八郎(県埋蔵文化財調査事業団調査課調査第一係長)

専門員)[総括、石器・士器実測、図版、原稿担当滝沢規朗( ク

主任)[石器実浪明職員大川原英智(

専門員)[石器・士器実浪明阿部雄生(

)[石器・土器実測]知之(高橋

)[石器・士器実漁明高橋 功(

調査の概要

平成5年度

指導

担当

職員

整理

8 12 1

正信(県埋蔵文化財調査事業団調査課調査第一係長)

専門員)[総括、石器・士器実測、図版、原稿規朗( ク

主任)[石器・土器実測、図版、原稿]正知( ク

)[原稿]亮( ク

)[石器実漁明俊成(

専門員)[石器・士器実測、図版、原稿]雄生(

平成6年度

指導

担当

第一次調査口

年度

2

3

4

5

6

月

[コ第二次調査

整理

109

第一次調査[ニヨ

24 Ⅱ

整理

信(県埋蔵文化財調査事業団調査課調査第一係長)

文化財調査員)[原稿、図版、編集]朗( ク

5

口 第一次調査

6

二次調査

7

第3表調査と整理の経過

19
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1 はじめに

第Ⅳ章

本書は津川町大坂上道遺跡、猿額遺跡、中棚遺跡、三川村牧ノ沢遺跡の4遺跡の報告書である。遺跡数

が多岐に及ぶことから、記述については重複する可能性が高い。このため、各章で繰り返し凡例を記述す

ることを避けるため、本章では遣物の記述にあたり、特に重複する項目のみ統一することにした。

はじめに

記述方法
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A 図版・記述

遺物の記述にあたって問題となるのが出士層位である。牧ノ沢遺跡、中棚遺跡では、遺物包含層が単層

であるため問題はないが、大坂上道遺跡・猿額遺跡では遺物包含層が複数に及ぶ。一応、遺物包含層のΠ

層とV層の間層として、沼沢火山灰層がある地点は明確に区分できる。しかし、沼沢火山灰層が堆積しな

い地点での遺物包含層は「Π層出士遺物」としか表示できない。また遺構内からの出士遺物にしても、そ

の遺構がどの層位を掘り込んで構築しているかにより所属年代が分かれる。これら未消化の問題を残す結

果となるが、図版上では遺構別・出士層位ごとに分けることにした。一方、遺物の記述は煩雑さを防ぐ意

味から、遺構出士・包含層出士を一括して分類し、記述を行うことにした。

記述方法

B 遺構

今回の調査で確認された遺構には、土坑・焼士坑・フラスコ状士坑・

集石士坑・集石・埋設士器などがある。これらの平面形態にっいては

概略的に記述を行ったが、断面形にっいては「皿形」・「半円形」・

「箱形」に区分して記述する(第Ⅱ図)。

C 遺物

①士器

<縄文士器の分類>

出士士器の記述は分類毎に行ったが、大分類にっいては帰属年代を

重視して、第0群土器とした。また細分に際しては、型式を重視して

第0群0類士器として行っている。しかし粗製の深鉢や、文様の判断

が行い難かった士器は、大別・細別にあたって十分な根拠を持った分

類とは言いがたい。こうした士器については、出士地点や胎土から推

定して、分類を行ったが、十分なものとは言いがたい。また分類図は、

皿形
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第Ⅱ図

箱形

遺構断面の模式図
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出士点数が多いもののみ作成した

部位名称

平安時代の遺物じついては、『之口遺跡東地区』[鈴木ほか1994 での呼称(PP.69)ι一準じるま

中・近世陶磁器にいても、これを参考仁して行っメ・縄文士器仁ついては、第12図のとおりである

②石器

資料の提示方法>

基本的には、『五丁歩遺跡』[高橋保ほか1990 仁準じている詳細は両報比 1一讓るが、以下で若干の

概要を記す

a 出土点数

完形品・ι測ま完形品・破損品・破片を問わず、 1個を1点として数えた問題となるのが接合資料であ

る接合資料は、同地点(伺遺構または、同の小グリ"ドのものは接合したものを1個体として数

えたなお、本報告で行う遺跡では、接合資料は小グリッドをこえては存在しない

b 実測図の図法と表現方法

基本的には『五丁歩遺跡じ準拠した使用痕についてはスクリントンを用い、黒色の付着物につ

いては黒く塗りつぶしている

ル髄

。己述方法

,^1部、ーーーーー'ー^

1τ口縁部

第12図縄文士器の部位名称模式図



2 記述方法

分類

A類

刃部形状

スクレイパー

中型・急、角度・連続剥離

スクレイパー

小型・急、角度・連続剥離

大型・急、角度・鋸歯状剥離

B類

C類

刃部ライン

外轡状

中型・小型・急角度・鋸歯状剥離

側縁

底縁・側縁

側縁

底縁・側縁

側縁

底縁

側縁

底縁・側縁

片但嫡(一方の片仰、圃よ古も曝憾面や労街

伯浮断蝿する)

両側縁

片側縁(D 1類に同じ)

両側縁

薄手片側縁(D 1類に同じ)

厚手片側縁(D 1類に同じ)

両側縁

縦長・厚手側縁
内轡状

横長・厚手底縁

縦長・薄手側縁
内轡状

横長・薄手底縁・側縁

縦長 側縁

端部に丸味縦長 側縁と端部

横長 底部・側縁

直線状縦長・厚手側縁

内轡状横長・薄手底縁

外轡状背面は自然面 j底霧:・但嘱

縦長・薄手端部
端部に丸味

横長・薄手端部

側縁

側縁と端部

底縁

底縁と側縁

ほぼ全周(円形・楕円形)
外轡状 厚手

ほぼ半周(半円形状)

K I・ K2類以外(不整形)

素材

縦長

横長

縦長
状

横長

状縦長・厚手

状横長・厚手

状縦長・薄手

状横長・薄手

状
厚手

状
大型・急、角度剥離

D類

第4表不定形石器の分類表(高橋保雄 1992から)

大型・浅角度剥離

次加工部

中型・小型剥離

E類

C2類

大型ノッチ

大型・中型・挟入剥離

小型ノッチ

中型・小型・挟入剥馳

H類

F類中型・小型・不連続剥離

1類

細分類

A類

J類無加工(使用痕あり)
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G類大型・中型・浅角度・不連続剥離

J1類

F1類

F 2類

G類

J2類

K 1類

K2類

K3類

複合

H類

D1類

B類

無加工(使用痕あり)

中型・小型・浅角度・不連続剥離

両面加工(調整)石器

K類刃部平面形は波状、側面観はジグ

ザグ状

複合 A~K類の組み合わせ

1類端部に小型・連続剥離

D2類

D3類

D4類

石錐

E 1類

C1類

E2類

二

鋸
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<分類・名称>

出士点数の多い不定形石器、磨石類

については、基本的に『五丁歩遺跡』

[高橋保雄199幻の分類に準じている。

a 不定形石器

礫石器・定形石器・石核・板状石器、

剥片類(二次加工や使用痕の認められな

い剥片・砕片類)以外のものを不定形

石器として扱った。不定形石器の分類

は第4表の通りである。

なお、大分類であるA~Kについて

は「五丁歩遺跡」分類に従ったが、細

分については、明確にこれに当てはま

らないものや、微妙な違いがあること

から、第4表には準拠していない。統

一性に欠けるものの、各遺跡毎で細分

は行うこととした。

b 磨石類

礫の表面に残された痕跡のうち、

「磨痕」・「凹痕」・「敲打痕」が認め

られるものを磨石類とした。使用痕の

使用痕の組合せ

A類

磨

B類

磨痕十凹痕

痕

磨痕の位置

1類正裏面

2類側面

3類正裏面十側面

1類正裏面

2類側面

3類正裏面十側面

1類

正裏面

C類

磨痕+敲打痕

Ⅳ

敲打痕の位置

記述方法

D類

磨痕十凹痕十敲打痕

2類

側面

組み合わせによる大分類(A~H類)、使用痕の部位の組み合わせによる細分ともに「五丁歩遺跡」の分

類に準拠した(第5表)。

C その他

定形的な石器と不定形石器の識別(例えぱ石錐と不定形石器D類との違い)など、基本的な事項はこれ

までの通り「五丁歩」分類に準じている。しかし、東北地方で数多く確認されている「篦状石器」と「打

製石斧」の違いについては、明確な識別方法が確立していないようである。ここでは、『岩原1遺跡・上

林塚遺跡』[北村1990]、『上ノ平遺跡A地点』[飯坂1994]での分類案を参考にして便宜上、以下のように

規定した。

・打製石斧①軟質な石材を用い、片面に自然面を残して刃部が形成されているもの。

②二次加工が両面に施された両刃のもの。

・篦状石器①硬質な石材が使用されている。

②基本的には片刃で、幅広な刃部を有し、形状が撥形か短冊形を呈するもの。

なお出士点数の多い篦状石器の細分については、各遺跡で行っており統一性は欠いている。

分類

A 1 類

A 2 類

A 3 類

B 1 類

B 2 類

B3

Cla類

Clb類

CIC類

C2a類

C2b類

C2C類

C 3 a類

C3b類

C3C類

Dla類

Dlb類

DIC類

D2a類

D2b類

D2C類

D3a類

a類

b類

C類

a類

b類

C類

a類

b類

C類

a類

b類

C類

a類

b類

C類

a類

b類

C類

3類

正裏面+側面

端 部

側 面

端部十側面

端 部

側 面

端部十側面

部

、1 面

端部十側面

端 部

側 面

端部十側面

端 部

側 面

端部+側面

端 部

側 面

端部+側面

E類凹痕

F類

凹痕十敲打痕

1類

正裏面

2類

側面

G類

敲打痕

H 類「特殊磨石」に近似するもの

3類

正裏面十側面

第5表磨石類の分類表(高橋保雄 1992から)

a類

b類

C類

a類

b類

C類

端部

側面

端部十側面

端部

側面

端部十側面
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調査の概要

第V章

大坂上道遺跡の調査は、工事工程の都合により2か年度にまたがって実施した。調査の進捗状況は第Ⅲ

章に記したが、各遺跡における調査の概要は異なる部分もある。ここでは大坂上道遺跡の調査方法・調査

経過について概略を記す。

調査の概要

大坂上道遺跡

A 調査地の現況

阿賀野川の左岸、幅約180mの段丘上(標高融~88m)に位置している。遺跡の位置する段丘には舌状

の張り出しが認められ、各段丘問は谷部となっている。その谷部は近年まで傾斜を利用した小区画の水田

が営まれていた。水田が末だ完全に埋没しきっておらず、畦畔が明瞭に確認できる。

遺跡の位置する段丘は戦後の一時期、開墾され畑地として利用されていたというが、昭和30年代以降は

杉の植林に切り替わったという。また、調査区のほぼ中央には、調査開始の直前まで使用されていた道が

残っている。包含層の一部が削平されていたものの、遺跡の残存状況は概して良好である。

B

①基本層序の確認

第一次調査で得られた結果をもとに、基本層序の確認を行いながら層序を認識した。東西のセクシ.ン

ベルトはCライン、中央のDラインに、南北のセクシ,ンベルトは3 ライン、フライン、 10ライン、 16ラ

インなどにセクシ.ンベルトを残して士層の堆積状況を確認した。

②包含層の掘削

遺物包含層は第Π層と第V層の二面である。基本的に層序・小グリッド毎に人力で掘削を行ったが、遺

物が多数出士した調査区最東部の第Π層は、出土遺物をそのまま残し、大グリッド単位で掘削を行った。

大グリッド単位で遺構が存在しないことを確認したのち、遺物を取り上げⅢ・Ⅳ層を人力で取り除いた。

③遺構確認

各包含層の直下層(Ⅳ層、地山)と遺物包含層のV層で遺構確認を行った。基本は①Π層の掘削、②沼

沢火山灰層(Ⅳ層)での遺構確認、③沼沢火山灰層(Ⅳ層)掘削、④V層での遺構確認、⑤V層の掘削、

⑥地山での遺構確認である。これらの工程を調査区北東部~南西部で行ったが、遺物の出士量が多い調査

区北東部では大グリ"ド単位で、遺物の出士量が少ない調査区中央では小グリ"ド2つ分を目安に①~⑥

までの工程を完結させた。

基本的には上記の手順で作業を進めたが、遺物が比較的多く出土した調査区最東部では、以下の方法で

包含層であるΠ層で遺構を確認した。

まず、Π層掘削時に検出された遺物(土器・石器、搬入礫)は取り上げずに残す。特に搬入礫の出士状

態が手がかりになる。肩平な川原石が搬入されている場合、出士状態はいずれも肩平な面が層の面と平行

調査方法
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であり、垂直になる場合は人為的に埋められた可能性が高い。搬入礫がⅡ層中から出士した場合のレベル

はほぼ同じであり、その面を入念に精査することで遺構が確認される場合がある。この方法で性格不明遺

構をΠ層中(黒色土)で確認できた。Π層中でも、わずかに黒色の度合いが強いことから遺構と認定した。

これ以外の地点では確認できなかったものの、黒色士中で遺構確認した事例として呈示しておきたい。

C

グリッドの基線は道路法線のセンター杭に基づいている。 STANO.543とSTANO.5Uを結ぶラインを基

線X軸、これに直行するラインを基線Y軸とし、これに基づいて10mの方眼を組んだ。おおよそX軸が東

西方向、 Y軸が南北方向である。

グリッドの設定

2 層序と遺物の出士状況

A 層序(第13図)

大坂上道遺跡は平坦な丘陵上に位置しているものの、地点別の比高差は最大4mある。このためか、地

山の標高が低いところでは沼沢火山灰層の堆積が認められるなど、遺跡内における層位は均一でなく、基

本層序が全体の層序を表すものではない。基本層序と異なる地点の状況については、順次記すことにした

い。基本層序は以下のとおりである。

1層暗灰褐色の腐植士層で、粘性・しまりに欠ける。厚さ10~15師で、平安時代~中・近世の遺物を極

く少量含む。

Ⅱ層暗褐色の腐植士層で、やや粘性を持つものの、しまりに欠ける。厚さ10~30cmである。縄文時代・

平安時代の遺物包含層である。

Ⅲ層基本層序のΠ層とⅣ層の漸移層である。暗黄褐色のシルト層で、厚さ20~40cmである。

Ⅳ層沼沢火山灰層である。黄褐色のシルト層で、厚さ10~25Cmである。

V層粘性・しまり共に富む明灰色士層である。厚さ10~15Cmで、縄文時代前期末葉以前の遺物包含層で

ある。Ⅳ層(沼沢火山灰層)が厚く堆積する地点にのみ認められる。

Ⅵ層黄褐色を呈する粘質士で、本遺跡の地山である。

(沼沢火山灰層堆積範囲外)上方から1層、Π層、Ⅲ層、Ⅵ層に分けられる。このうちⅢ層は基本層序

のそれとは異なっている。このⅢ層は、基本層序のⅢ層と色調は酷似するが、Π層とⅥ層(地山)の漸移

層のため、性質が異なっている。部分的にⅣ層の粒子を含むものの、やや粘性を帯びている。

V 大坂上道遺跡

註 1)

出士遺物は平箱で約40箱におよび、今回報告する4遺跡の中で出士量が最も多い。上記のとおり、遺物

包含層は二面存在することから、ここでは各層序ごとの遺物出土状況を記述する。

包含層上面(基本層序Ⅱ層)は遺物の出士状態から大きく三地区に分かれる。遺物が最も多く確認され

B 遺物の出士状況

註1)各遺跡の2節Bで遺物の出士量を換算する平箱の法量は、 34CmX54.5Cm、深さ10cmである。平箱へ、おおよ

そ袋詰めした数値を提示した。
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2 層序と遺物の出士状況
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たのは調査区北東部である。グリッドではB ・ C ・ Dの2~フラインまでにあたる。この地点は沼沢火山

灰層が明瞭に堆積しており、標高も84~86mと調査区の中で最も低い地点である。遺物は士器・石器とも、

大坂上道遺跡の全出士量の約%を占めている。

逆に最も遺物の出士量が少なかったのは、調査区中央部、グリッド8~15ラインである。この地点は標

高釘m前後であるが、沼沢火山灰層の堆積が確認されていない。また遺物包含層であるΠ層の堆積も極め

て薄く、最も薄い所では10師ほどであった。

調査区の最も西である17~20グリッドにおける遺物の出士量は、やはり北部に集中している。また沼沢

火山灰層の堆積が確認されているのも、やはり北部である。このことから、大坂上道遺跡の立地する段丘

上では、東西の両端、南北方向では北側に遺物が集中しており、仮に集落が存在する場合には調査区外で

は北側が有力であろう。なお遺物の集中地点と沼沢火山灰層の分布は、ほぼ同じような傾向がたどれる。

3

A 概要

士坑16基、フラスコ状士坑2基、焼士坑5基、埋設士器2基、集石及び集石士坑5基、性格不明遺構1

基が検出された。遺構は調査区の中央部を除いた東部と西部に集中して分布する。遺構の集中する調査区

東部や西部には沼沢火山灰層が堆積しており、遺構の構築年代を把握する手がかりになる。沼沢火山灰層

の堆積年代にっいては、第Π章のとおり縄文時代前期末葉である。したがって、沼沢火山灰層の堆積によっ

て埋没した遺構は縄文時代前期末葉以前、沼沢火山灰層上で確認された遺構は縄文時代前期末葉以降の所

産といえる。

沼沢火山灰層及び遺構の覆士や層序、また出士遺物から推察した各遺構の年代は以下のとおりである。

<1>縄文時代前期末葉以前

1.2.4~6.14~16号土坑、 3 ・ 4 号焼士坑、 1号集石士坑

<2>縄文時代中期前葉以降

3.8.11.13.18号士坑、 1・ 2 号フラスコ状士坑、 1・ 2 号焼士坑、 2 ・ 3 号集石、 1.2 号士坑

埋設士器、性格不明遺構

<4>平安時代<3>縄文時代晩期

10号士坑17号士坑

<6>時期不明<5>中・近世

4号土坑、 5号士坑7号士坑、12号士坑

構

V 大坂上道遺跡

B

①士坑(図版3 ・4)

1号士坑最北東部に位置し、 3m南東には2号士坑がある。確認面は地山で、残存状況はおおむね良

好である。平面形は円形に近く、長径72Cm、短径68Cm、深さ8Cmである。壁は緩やかに掘り込まれており、

断面形は皿形であるが、底部には部分的に凹凸が認められる。覆士は単層で、少量の炭化粒を含む0 覆士

中から縄文士器1片が出士しているが、細片のため時期は明確にしえない。

各説(図版3~6)
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3 遺構

2号士坑最北東部に位置し、 3m北西には1号士坑がある。確認面は地山で、残存状況は良好である。

平面形は楕円形を呈し、長径48師、短径450m、深さ14師である。断面形は皿形で、底部は平坦である。覆

士はΠ層に分けられ、上層から縄文士器が出土しているが、細片のため時期は明確にしえない。

3号士坑北東部に位置し、 2m北西には1・2号焼士坑がある。確認面はⅣ層(沼沢火山灰層)で、

残存状況は良好である。平面形は長楕円形を呈し、長径74Cm、短径50cm、深さ13師である。断面形は皿形

で、南側がやや落ち込む。覆士は4層に分けられ、 1層から石器剥片と士器が1片が出士している。士器

は、縄文時代中期前葉の所産と考えられる。

4号土坑東端部に位置し、南東には隣接して1号集石士坑がある。確認面はV層で、北側の上部が削

平されている。平面形は長楕円形を呈し、長径74Cm、短径52Cm、深さ14師である。断面形は皿形で、底部

は平坦である。覆士は2層に分けられ、このうち上層から縄文士器が出土しているが、細片のため時期は

明確にしえなかった。

5号士坑中央からやや北東部に位置し、 7m南東には1号フラスコ状土坑がある。確認面は地山で、

残存状況は良好である。平面形は長楕円形を呈し、長径128Cm、短径70師、深さ21師である。断面形は箱

形に近く、南壁は急傾斜で掘り込まれており、底部は平坦である。覆士は4層に分けられ、上層から縄文

士器が出土しているが、細片のため時期は明確にしえなかった。

6号土坑中央からやや東側に位置し、北側には隣接して3号・4号焼土坑が、 3m南東には7号士坑

がある。確認面は地山で、残存状況は良好である。平面形は楕円形を呈し、長径75Cm、短径63Cm、深さ18

師である。断面形は皿形に近く、中央部が7Cm程落ち込む。覆土は5層に分けられ、上層から縄文士器2

片が確認されたが、細片のため時期は明確にしえなかった。

7号土坑中央からやや東側に位置し、 3m北西には6号士坑がある。確認面は地山で、残存状況は良

好である。平面形は楕円形を呈し、長径80cm、短径68Cm、深さ24Cmである。断面形は箱形で、底部は平坦

である。覆士は3層に分けられ、いずれの層にも口ームブロックが混入していた。縄文時代中期前葉の士

器が検出されているが、覆士から近世の所産と考える。

8号士坑中央からやや東側にほぼ単独で位置しており、半径10m内に遺構はない。確認面はⅡ層で、

東側を半戡し、断面の形態から遺構と判断した。平面形は楕円形を呈し、残存部で長径98Cm、短径31師、

深さ30cmである。断面形は皿形で、中央部が10cm程くぼむ。覆土は3層に分けられ、上層から縄文士器1

片が確認されたが、細片のため時期は明確にしえなかった。

10号士坑南東部に位置し、Ⅱm北側には5号集石士坑がある。確認面はⅢ層であり、北側上端を除き

大きく削平されている。残存部の平面形は楕円形を呈し、長径123Cm、短径95Cm、深さ25Cmである。断面

形は筒形を呈し、底部は平坦である。覆士は3層に分けられるが、土師器杯.鍋、黒色士器椀や須声器長

頸壷.広口壷、鉄津などが出士しており、 9世紀後半の所産と考えられる。

Ⅱ号土坑中央からやや西側に単独で位置している。確認面は地山で、上面が削平されていた可能性が

高い。平面形は長楕円形を呈し、長径30ocm、短径130cm、深さ10師である。断面形は皿形を呈し、北側に

はテラスを持っ。底部は凹凸が認められ、覆士は単層である。出士遺物には長径23伽の搬入礫の他、縄文

士器片が確認されているが、細片のため時期は明確にしえない。

12号土坑西側の南端部に位置し、隣接して4号風倒木痕がある。確認面は地山で、残存状況は良好で

ある0 平面形は隅丸方形を呈し、径10ocm、深さ32伽である。断面形は箱形で、底部は平坦である。覆土

は単層で、出士遺物には陶磁器片や鉄製品があり、近世の所産と考えられる。
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13号士坑北西部にほぼ単独で存在する。確認面はⅣ層(沼沢火山灰層)で、残存状況は良好である。

平面形は楕円形を呈し、長径88伽、短径68師、深さ25Cmである。断面形は西側の壁がやや急傾斜に掘り込

まれているが、皿形を呈し、底部も丸みを帯びる。覆士は7層に分かれるが、 1層には少量の炭化粒を、

5層には微量の焼士粒を含む。

14号士坑北西端に位置し、 2.5m南側には15・16号士坑がある。確認面はV層で、残存状況は良好で

ある。平面形は楕円形を呈し、長径50cm、短径45Cm、深さ12師である。断面形は皿形を呈し、底部は平坦

である。覆士は2層に分けられるが、下層には少量の沼沢火山灰を含む。

15号士坑北西端に位置し、南側には隣接して16号士坑が、2.5m北側には14号士坑がある。確認面は

V層で、残存状況は良好である。平面形は楕円形を呈し、長径75Cm、短径68Cm、深さ17Cmである。断面形

は皿形で、底部は平坦である。覆士は3層に分かれるが、 1・2層には沼沢火山灰が混じる。

16号土坑北西端に位置し、北側に隣接して15号士坑がある。確認面はV層で、残存状況は良好である。

平面形は円形に近い楕円形を呈し、長径62Cm、短径60cm、深さ16伽である。断面形は北側がやや深い箱形

を呈し、底部は平坦である。覆士は3層に分けられ、いずれの層にも沼沢火山灰が含まれている。

17号土坑西側にほぼ単独で位置している。確認面はⅣ層で、南西側上部が削平されている。平面形は

楕円形を呈し、残存部において長径Ucm、短径39Cm、深さ16Cmである。断面形は箱形を呈し、底部は丸み

を帯びる。覆士は4層に分けられるが、最下層の4層には多量の沼沢火山灰を含む。出士遺物には縄文時

代晩期の深鉢形士器がある。

②フラスコ状士坑(図版5)

1号フラスコ状土坑北東部に位置し、 7m北西に5号土坑、 8m南には2号集石がある。西側壁の上

部が崩落しているが、残存状況は良好である。確認面はⅣ層(沼沢火山灰層)で、平面形は楕円形である。

確認面で102×99師、くびれ部で75×65Cm、底面は75×68Cm、深さ54Cmである。断面形は西伯K びれ部が

崩壊しているものの、いわゆるフラスコ形で、底部は平坦である。覆士は4層に分けられるが、 1・2層

からは縄文士器片14点と小型剥片が、 4層からは縄文士器片3点が出士している。

2号フラスコ状士坑北西側に位置しており、10m北西には16号士坑がある。半戡により遺構の存在が

明らかになった。確認面はⅣ層(沼沢火山灰層)で、残存部からの推定では平面形は楕円形を呈する。確

認面で長径78Cm、短径63Cm、深さ31師である。底部は平坦で、断面形はくびれ部が崩壊していることから

箱形を呈する。覆士は5層に分けられ、 1~4層には沼沢火山灰粒・小礫が多数含まれていた。

③焼士坑(図版5)

1号焼士坑北東の平坦部に位置し、 2号焼士坑に切られている。確認面はⅣ層(沼沢火山灰層)で、

残存部からの推定では、平面形は楕円形を呈し、長径47Cm、短径35Cm、深さ9Cmである。断面形は皿形で

底部は平坦である。覆士は焼土の単層で、多量の焼士粒・炭化粒を含むが、明確な火床は確認されなかっ

た。

2号焼士坑北東部に位置し、東に切り合って 1号焼士坑、 2m北東にSX1がある。北側及び西側が

トレンチにより削平されており、残存状況は不良である。確認面はⅣ層(沼沢火山灰層)で、残存部から

平面形は楕円形、断面形は皿状と推測できるが、大きさは不明である。覆士は焼士の単層で、多量の焼士

粒.炭化粒を含むが、明確な火床は確認されなかった。出土遺物には縄文士器1片があるが、細片のため

時期は特定できない。 1号焼士坑と同じく沼沢火山灰層を掘り込んでいるため、縄文時代中期前葉以降の

所産であると考えられる。なお1号焼士坑を切っており、 2号焼士坑の方が古いことが確認されている。

V 大坂上道遺跡
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3 遺構

3号焼土坑中央からやや東側に位置し、南側には隣接して4号焼士坑がある。確認面は地山で、残存

状況は良好である。平面形は楕円形を呈し、直径40cm、短径29Cm、深さ6肌である。断面形は皿形で、底

部は平坦である。覆士は4層に分けられ、 1・3層は赤褐色の焼士層で、 2・4層には炭化粒が混じる。

出士遺物には縄文士器片1片があるが、細片のため時期は明確にしえない。

4号焼士坑中央からやや東側に位置し、北側には隣接して3号焼士坑がある。確認面は地山で、残存

状況は良好である。平面形は長楕円形を呈し、長径50cm、短径20cm、深さ12師である。断面形は皿形で、

中央部に5師程の落ち込みを持つ。覆士は4層に分けられ、 1・3層は赤褐色の焼士層で、 2・4層には

炭化粒が混じる。明確な火床は確認されなかったが、縄文時代後期に比定される士器が検出されている。

5号焼士坑中央のやや南東に位置し、 8m南東に5号集石士坑がある。確認面は地山で、残存状況は

良好である。平面形は円に近い楕円形を呈し、直径43Cm、短径36Cm、深さ12Cmである。断面形は皿形で、

中央部に5伽程の落ち込みを持つ。覆土は3層に分けられ、上面の1・2層からは多量の焼士粒が検出さ

れた。最下層の3層からは炭化粒も多量に検出されたが、明確な火床は確認されなかった。また遺物は確

認されず、時期は明確にしえない。

④埋設士器(図版5)

1号埋設士器

東側の平坦部に位置し、隣接して北側に3号集石がある。確認面はΠ層で、上面がかなり削平を受けて

おり残存状況は悪い。埋設士器は口縁部から体部中半を欠く。断ち割りにより、士器の周りに長径41Cm、

短径34師の楕円形をした掘形の平面プランが確認された。上部が削平を受けていることから明確でないが、

掘り方の断面形は筒形を呈する。残存する最大壁高は14Cmで、西側にはテラスを持つ。覆士は褐色士の単

層である。埋設士器の型式や土器埋設付近のΠ層から同一個体の士器片が多数出土しているから、縄文時

代後期の所産と考えられる。

2号埋設士器

最西端の平坦部に位置し、4.5m南東に18号士坑がある。確認面は地山で、上部はかなり削平を受けて

いる。埋設士器は口縁部が表出した段階で掘形の存在が確認された。平面形は楕円形を呈し、長径33Cm、

短径26師である。断面形は皿形で、残存部の最大壁高は7師である。覆士は2層に分層できる。遺構内か

らは埋設士器以外の遺物は検出されず、埋設士器の型式から縄文時代後期の所産と考えられる。

⑤集石・集石士坑(図版6)

明確な掘り込みが伴い、礫に被熱の痕跡が明瞭に残る集石士坑(1号・4号・5号)と、明確な掘り込

みが伴わず、礫に被熱の痕跡が確認できない集石(2号・3号)がある。本来、両遺構は区分すべきとも

考えるが、第Ⅶ章で記載する中棚遺跡例のように、わずかな掘り込みしか確認しえなかったものもあるこ

とから、ここでは両者をまとめて記載することにしたい。

1号集石士坑最東端の平坦部に位置し、北側に隣接して4号士坑がある。確認面はV層で、残存状況

は良好である。平面形は楕円形を呈し、長径80師、短径68伽である。断面形は皿状で、確認した礫の最上

部から底部までの深さは27伽である。底部は丸みを帯び、覆士は5層からなる。全ての層から炭化粒が検

出されており、特に確認面礫直下の3層には炭化粒や炭化材の混入が著しい。覆士上部の1.2層中に礫

が集中して確認されており、割れた礫が大半である。礫以外の遺物は検出されず、構築時期は明確にしえ

ない。

2号集石東側の平坦部に位置し、 7m北側に1号フラスコ状士坑がある。確認面はΠ層で、礫の散布
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状況は長楕円状を呈し、長軸約120cm、短軸約90cmに及ぶ。特に中心から半径40cm以内には礫が集中し、

径35伽を最大に約30点程検出された。掘り込みは確認されず、土坑を伴わない集石と考える。礫以外には、

集石確認、面から縄文士器片が数点出士しているが、細片のため時期は明確にしえなかった。

3号集石東側の平坦部に位置し、 9m北東に2号集石、隣接して南側には1号埋設士器がある。確認

面はΠ層で、礫の散布状況は楕円状を呈し、長軸約230cm、短軸約190cmに及ぶ。掘り込みは確認されず、

2号集石と同じく士坑を伴わない集石と考える。礫は60点程確認されたが、他の集石の礫より大型で、径

30伽を超えるものもⅡ点存在する。出士遺物は磨製石斧の他に、ほぽ中央で横臥状態で検出された長径65

Cm、短径40師の搬入礫がある。礫の確認面から縄文時代中期前葉の士器が出土している。

4号集石土坑南東の平坦部に位置し、15m西側に5号集石士坑、15m南西には10号士坑がある。確認

面はⅢ層で、残存状況は良好である。平面形は円形に近く、長径150cm、短径142Cm、深さ35Cmである。断

面形は皿形で、底部には地山の礫が混じり凹凸が著しい。覆士は5層に分けられ、全ての層で炭化粒が確

認された。特に礫直下の2層からは多量の炭化粒・焼士粒および小砂利が検出されている。礫は1層に集

中している。径20cmを超える礫も少量あるが、全体的には小さめのものが多く、 200点を超える。また、

これら礫の中には、火熱を受けた痕跡があるものも多数含まれている。礫以外の遺物としては、石鉄が1

点出士したのみである。

5号集石士坑中央からやや南東に位置し、 8m北西に5号焼士坑、10.5m南側に10号士坑がある。確

認面はⅢ層で、残存状況は良好である。平面形は長楕円形を呈し、長径124Cm、短径80師である。断面形

はすり鉢状を呈し、確認面の最上部から底部までの深さは35伽である。底部は丸みを帯び、北東部に足場

状のテラスを持っ。覆士は4層に分けられ、全ての層から炭化粒が検出されており、特に礫直下の3層に

含まれる炭化粒の量が著しい。礫は径20師のものを最大に、約60点ほど確認されている。集石には、石皿

を転用したと思われる石器も含まれているが、それ以外の遺物は検出されなかった。

⑥性格不明遺構(図版6)

性格不明遺構1 東側の平坦部に位置し、 1m南西に1・2号焼士坑がある。確認面はⅣ層(沼沢火山

灰層)で、南部を大きく欠き残存状況は悪い。残存部から平面は楕円形を呈すると推測でき、東西径は

280cmであるが、南北径は不明である。断面形は皿形で、深さは45師である。底部は凹凸が著しい。覆士

は5層に分けられ、上部の1・2層には少量の炭化粒・焼士粒が混じる。沼沢火山灰層を掘り込んでいる

ことや、出士士器から縄文時代中期前葉の所産と考えられるが、その性格や詳細については不明である。

⑦風倒木痕

遺物が検出されたもののみ記述する。

1号風倒木痕東端の平坦部に位置し、 5m北東に1号集石土坑がある。確認面は地山で、残存状況は

良好である。平面は不整楕円形を呈し、長径370cm、短径266Cmである。出士遺物には縄文時代後期前葉の

士器のほかに、小型剥片5点がある。

2号風倒木痕他の遺構とは距離をおき、調査区中央の南側に位置する。確認面は地山で、残存状況は

良好である。西側半分は未調査で詳細にっいては不明であるが、平面形は不整惰円形を呈すると推測でき

る。残存部では長径328Cm、短径148Cm、深さ46Cmである。断面形は皿形で、底部は平坦である。縄文士器

片が数点確認されている。

3号風倒木痕西側の平坦部に位置し、12m北西に17号土坑、16m北東に11号士坑がある。確認面は地

山で、残存状況はおおむね良好である。平面形は確認面では不整惰円形を呈し、長径490cm、短径30ocm、

V 大坂上道遺跡
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深さ36Cmである。底面では半円形を呈し、長径20ocm、短径178Cmである。断面形は皿形で、北東部にテラ

スを持つ。覆士からは縄文時代中期前葉の土器が一括出土している。

4号風倒木痕西側の南端部に位置し、北側に隣接して12号士坑がある。確認面は地山で、平面形は不

整惰円形を呈する。南側の一部が調査区外にかかり、詳細については不明であるが、残存部では長径410

Cm、短径326Cm、深さ32Cmである。断面形は皿形で、縄文士器片が少量検出された。

5号風倒木痕中央からやや西側に位置し、17m南西に11号士坑がある。確認面は地山であり、平面形

は不整惰円形を呈する。長径190cm、短径140cm、深さ22Cmであり、断面形は箱形を呈する。覆士からは縄

文士器片が少量出土している。

4

大坂上道遺跡で出士した遺物のうち、縄文時代に属するものが最も多い。遺物のほとんどは包含層中か

ら出士したもので、遺構に伴うものは極く僅かである。このため図版上は、遺構内・V層.Π層出士遺物

で区分したが、記述は一括して器種毎に報告することにしたい。

出士遺物

A

大きく時期により分類し報告を行う。中期・後期のものが主体で、これらは第Π群.第Ⅲ群士器とした

が、型式や細かな時期に細別は可能である。記述にあたり、こうした項目を重視して細分を行ったが、文

様が残存するものでも細片や、縄文のみの深鉢形士器などは明確な分類の根拠を欠く場合が多い。ここで

は、胎士や出土地点も考慮して細分を行ったが、十分に解決しえない点もあることをっけ加えておく。

第1群士器 縄文時代前期の士器

第Π群士器 縄文時代中期の士器

第Ⅲ群士器 縄文時代後期の士器

第Ⅳ群士器 縄文時代晩期の士器

①第1群士器(図版7 -22)

前期末の大木6式士器が1点のみ出士している。頸部のくびれが特に強いタイプで、口縁部は直線的に

外へ開いて立ち上がる。口縁端部上端が上方にっまみだされ、端部は外傾する幅広な面を持っ。粘士紐貼

り付けにより文様が描かれている。口縁部端面及び、頸部付近には約1師と幅広な、口縁部及び体部上位

には幅約2mと細い粘士紐がそれぞれ貼り付けられている。頸部付近の太い粘士紐以外には、細かな爪形

文が施されている。

(2)第11群士器(図版7 ・ 8 -20 ・ 21・ 23~65)

阿玉台式士器、五領ケ台式士器や八辺式士器など関東系士器の影響を受けた可能性の高いものもある。

関東系の士器をA類(23~31)、北陸系の新保・新崎式士器の影響が強い士器をB類(21.32~U、釦~66)、

東北南部系の大木式士器をC類(56・64・65)、その他のD類がある。

・ A類(23~31)

細分が可能で、阿玉台式系の 1類(23~29)、五領ケ台式の影響をうけた2類(3の、八辺式の影響を受

けた可能性のある 3類(31)に分かれる。

A 1類(器~29)

縄文士器(図版7~10-1~150、写真図版61~64)
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同一個体の可能性が高いものを含め、 7点出土している。阿玉台式士器特有の、胎士に金雲母を多量に

含むもの(塑~28)と、それほど多く含まないもの(23・29)がある。結節沈線文、押捺文が施された典

型的な阿玉台式の土器以外にも、体部に縄文が施され様相が異なるが、口縁部の文様から可能性のあるも

の(23)も、本類に含めた。

23は完形品で、円筒形の体部と内湾して外へ開く口縁部とからなる。口縁部は4単位の波状を呈し、内

面上端部は肥厚する。端部は内外面ともに面を持つ。文様は簡素で、口縁部は波状部を中心に粘士紐貼り

付けによる文様が、体部は無節の縄文施文後に磨消しが行われているにすぎない。口縁部文様のうち波頂

部直下には中空の円形浮文が、口縁上端部~下端部には棒状の粘士紐が垂下する。ともに4単位となろう

か。また口縁部外端面には、粘士紐貼り付けによる「U」字状の凹みが波状部の両側縁に施されている。

口縁部破片は結節沈線文が施されたもの(24・26~28)と、残存部には施されていないもの(25・29)

がある。また口縁部は、波状口縁(25~29)が主体で、平縁のものは 1点のみである(叫)。

平縁の24は、渦巻状隆帯の把手を4単位有する。把手は波頂下を巻くように伸びてきた隆帯が、渦巻き

となって<S>字状を呈する。口縁部は把手により4つに区切られているが、口縁上端部は円形刺突文、

口縁下端部には横位で、把手間で円形に継続する結節沈線文が施されている。体部上位には、沈線による

2条の鋸歯文と指頭圧痕を一単位とする文様が連続している。

25・26は同一個体の可能性が高い。共に口縁部は、体部から大きく屈曲して「く」の字状を呈する。25

は環状の把手が口縁部と体部を結ぶ。残存部には結節沈線文により長円形の区間と、その内部には山形の

文様が施されている。26は双頭状の波状口縁を呈し、直下に片口が施されている。残存部には文様は施さ

れていない

27・28は、いずれも結節沈線文により文様が施されている。27は口縁上端部に指頭痕の残る三角形の突

起が作り出され、これを軸として折り返す横位の結節沈線文が施されている。28も波状部直下で文様が折

り返すのは同様で、口縁上端部は直線、下端部は鋸歯状の沈線が施されている。口縁上端部を欠くものの、

波状部の直下が文様の軸になる点は、29も同様である。残存率は低いものの、波状部直下には、沈線によ

り楕円形の区画が作り出され、その内部に刺突文が施されている。また、口縁部に平行した口縁上端部に

は刺突文が、その直下には1条の沈線が施されている。

A 2 類(30)

1個体のみ出士している。わずかに外へ開く体部から、口縁部は大きく外へ開いて立ち上がる。口縁部

は4単位の波状を呈し、波状部直下には中空の円形浮文が貼付されている。頸部には沈線により鋸歯文が

施された隆帯があり、その直上には2条の沈線が横位に施されている。一方、隆帯の直下には横位で、波

上部下で垂下する縦位の沈線が、縄文の上から施されている。

A 3 類(31)

同じく1点のみの出士である。円筒形の体部から口縁部はわずかに内湾して立ち上がる。 4単位と思わ

れる波状口縁を呈する。文様は簡素で、隆帯・瘤・地文のみである。瘤は、波状部下の体部に施されてい

る。一方の隆帯は波状口縁間の中間で、体部上位から貼付されている。同じく4単位である。逆「J」字

状を呈し、隆帯上は押圧縄文が施されたものと、そうでないものの2種類がある。なお地文となる縄文は

瘤・隆帯の貼り付け後に施され、口縁上端部にまで及んでいる。

. B類(21・ 32~44 ・ 59~63)

Π群士器のうち最も出士量が多い。形態が明確なものも数点存在する。

V 大坂上道遺跡
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口縁部の残存状況が良好なものは、口縁上部が短く立ち上がるか又は、キャリパー状に内湾するもの

(32・33・35~37)と、円筒形のもの(21・34・42・44)に細分が可能である。

前者のうち32・33は口縁部が比較的長く、口縁部がキャリパー状に内湾するタイプ、 35~37は短く立ち

上がるタイプと思われる。32は平縁、33は波状口縁という違いはあるが、口縁部には半隆起線文と爪形文

が施されている。一方、口縁部が短く立ち上がるものは、同じく半隆起線文で文様帯を区切っているが、

その問に施された文様が異なっている。35は上下・左右に区画されている。上位は蓮華文、下位は格子文

の他、基軸文が施されている。36は口縁部上端に孔を有する円形の突帯を有する。上位には爪形文が、下

位は縄文の後に細線文が縦位に施されており、37と同様の文様構成である。

円筒形のもののうち21は、底部から外反して立ち上がり、小波状の口縁部に至る。 3条の半隆起線文に

より口縁部と体部が区分される。口縁部は穿孔が行われた波状部の内面のみ肥厚する。また波状部外面の

右側縁には瘤が貼付されている。口縁部の文様は三角形陰刻を基本とするが、波状部下では文様の崩れが

認められる。体部は無文帯から短く垂下した渦巻文を中心に、縦位の半隆起線文と横位の半隆起線文で区

画されている。横位の区画内は更に細かな半隆起線文で区画され、格子目文が施されている。同じく円筒

形式の34は、やや細くて深い半隆起線文で上下に区画される。上位は刻印蓮華文が、下位は無文であるが、

両側縁に半隆起線文が施された「し」の字隆帯が貼付されている。

42・44は残存部において上位が2条、下位が3条の半隆起線文で文様が上下に区画されている。42は小

波状口縁を呈し、残存部では3区画に分けられている。上段はやや太く短い沈線、中段・下段は縄文が施

されている。半隆起線文と縄文が施された隆帯が中段から垂下する。「し」の字状隆帯であろうか。44の

区画には縦長の細沈線が施されている。

この他、残存率が低く口縁部形態を明確にしえないもの(38~41・43)は、いずれも半隆起線文で区画

されている。区画内は38が縄文、39の上段は格子目文と三角形陰刻、43の区画内は39と同様に、格子目文

と三角形陰刻が施されている。40は他に比して、細い半隆起線文で上下に区画されているが、上段は爪形

文、下段は縦位の短い沈線が、更にその下に爪形文が施されている。41は孔を有する小波状口縁を呈し、

上段には爪形文が施されている。

体部破片のうち59は、縦位と横位に施された半隆起線文により長方形の区画が作り出され、内部には爪

形文と縄文が、上段には縄文が施されている。60の残存部は縦位の半隆起線文が施され、縦位の爪形文と

格子目文が加えられている。63は木目状撚糸文が、61には他例に比して細い縦位の半隆起線文が残る。

・ C 類(56 ・ 64 ・ 65)

口縁部破片(56)と体部破片(融・65)がある。隆帯・沈線に、棒状工具による押捺・列点が加えられ

たものである。56は複合口縁上端部と、口縁部上端~下端には縦位に施された隆帯に押捺が加えられ、区

画内には横位の沈線が施されている。64・65は、残存部には横位の沈線間に列点文が加えられている。

・ D類(20 ・ 45~55 ・ 62)

20・54・55は口径約10~12師と小型である。20は平縁で、わずかに内湾した口縁上端部及び端部には細

かな刺突文が施されている。54・55は4単位の小波状口縁を呈する。残存部で55は無文であるが、54は波

状部直下に円形浮文と縦位の隆帯が施されている。また隆帯の両側縁、口縁部上端部には刺突文が施され

ている。

45~49は半隆起線文が施されたものである。施文部位・施文法はそれぞれ異なり、45~48は横位に、49

のみ横位と縦位に施されている。施文部位は45が頸部、46・47は口縁部、48は口縁上端部と頸部である。
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49は口縁上端部に横位、口縁部には縦位に施されている。いずれも縄文の後に半隆起線文が加えられてい

る。地文は縄文が多いが、このうち46は羽状縄文である。45には撚糸文が施されているが、こうした例は

少なく、体部破片の62に認められるにすぎない。

50・58は沈線で区画が作られ、その内部に縄文が施されたものである。沈線は50が1条、58は2条が施

されている。51・52は、沈線又は粘士紐貼り付けにより複合状となった口縁上端部に縄文が施されたもの

である。沈線幅は概して狭い。

(3)第Ⅱ1群士器(図版7 -1 ・ 2,4 ~16,18 ・19,図版9 -66~150)

大坂上道遺跡の出士士器中、最も出土量が多い。深鉢(精製・粗製)、浅鉢、注口士器など、器種は豊

富である。以下では器種別に記述する。時期的には堀之内2式~加曾利B2式併行期の士器群で[安孫子

1988]、更に細分は可能と思われる。包含層出士士器が多いことから、明確なものについてのみ、適宜、

時期を記述する。

精製深鉢(1 ・ 2 、 4 ~16、 18 ・19、 69~91).a

口縁部外面は、沈線と縄文により文様が施されたものが主体である(1・ 5 ・10・66・67・70・71・73~

7田。 1は沈線により口縁部に長円形の区画が作り出されている。区画内は条線が、区画の下部には縄文

が施されており、本例が唯一の検出例である。 5は胎士から6と同一個体の可能性もあるが、文様の構成

が異なっている。 2個を組とする小波状口縁を呈し、口縁部には2条の沈線が施されて下部との区画が

作り出されている。下部は縄文ののち、縦位の沈線が波状に2条加えられている。10は1条の沈線で上段

と下段に分けられ、上段は無文帯が、下段には磨消し縄文が施されている。

66は口縁部が大きく外へ開いて立ち上がるもので、横位の沈線2条により文様帯が作り出されている。

区画内には同じく2条の沈線により半円形が作り出されて、内部には縄文が施されている。また沈線内・

半円形文内以外は、基本的に縄文は施されていないが、一部無文帯にも認められる。堀之内式の所産であ

ろう。67は口縁部が大きく外へ開いて立ち上がる。口縁下端部は下方に突出しており、刺突文が加わる。

また口縁部は沈線に区切られた区画内に縄文が施されている。

70は口縁上端部の内外面には横位の、口縁部外面には66と同様であろうか、半円形の沈線が施されてい

る。71は口縁端部内面のみ肥厚する。外面の文様は、縄文ののち、横位の沈線が加えられる。73~76は小

波状口縁を呈するものである。73は縄文ののち斜位の沈線と、円形の刺突文が施されている。74~76は横

位の沈線が基本である。このうち74・75には波状の沈線が縦位に施されている。

この他のものは無文.縄文のみのものが多い。68は摩耗が著しいが無文で、口縁端部には内傾する面を

持っ。69は頸部に刺突が施されて横位の隆帯を有する。フフ・78は口径10伽以下と小型のものである。注口

士器の可能性もあろう。このうち77は口縁部が外反して立ち上がり、端部が屈曲して直立する。これに対

し78は、体部から大きく内に入って立ち上がる。口縁上端部には横位の、上端部から下端部にかけては縦

位の隆帯が施されている。

79~88は口縁上端部の耳部又は波状部を一括した。79は頂部が左側に偏っており、沈線.刺突文.縄文

で文様が施されている。これは80・81も同様である。82~88は残存部において縄文は認められない。いず

れも沈線や隆帯により円形の文様が施されている。

. b 粗製深鉢(89~115)

いずれも平縁で、内湾して立ち上がる。口径約35~40cmと大型のA類(89~93)、口径約17~20師と中

型のB類(94~96)、口径15師未満と小型のC類(97)がある。外面には文様が施されているものと、無
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4 出士遺物

文のものがある。

A類の89は、口径約40師と特に大型である。口縁端部には面を持つが、これは大型の90・91・93にも認

められる。このうち90は口縁上端部が先細りとなり、内面には凹みが認められる。93は口縁部の開きが特

に著しいタイプで、端部には外傾する面を持つ。

中型のB類のうち外面に地文が残るのは94のみで、95・96は無文である。94は口縁部の内湾度はさほど

大きくなく、ほぼ直線的に上方に伸びている。一方の95は、口縁端部が尖るタイプであり、内傾する面を

持つ。口縁部の内湾度が最も高いのは96で、口径と胴部最大径はほぼ同じである。

小型の97は、その傾向が更に顕著に現れている。胴部中位に最大径を有し、口縁部の内湾度はそれほど

大きくないが、直線的に内に入って立ち上がる。

残存部が少ないことから法量の不明なものは、縄文が施されたもの(98~102・104・105)とそうでない

もの(103・106)に分かれる。縄文が施されたもののうち104は、口縁部上端に刻みが入る。また105の口

縁部上端に沈線が加えられているが、それ以外はいずれも口縁部に地文が残るのみである。有節のものが

多いが、103には撚糸文が施されている。

体部破片(2 ・フ,11~15,1m~118).C

精製・粗製を含めた体部破片を括した。体部破片には頸部片 a07~Ⅱの、胴部片(2・フ,Ⅱ~15,1

Ⅱ~Ⅱ8)がある。頸部破片は、いずれも頸部の屈曲が強く、沈線が施されている。横位の沈線が一条施

されて上部と下部が分けられたものが主体で、縦位・斜位の沈線が施されたのは、109の1点のみである。

胴部破片は同じく沈線が施されたもの(2 ・11~15、 111・112, H4~116、Π8)と、縄文のみのもの

(117)、条線が施されたもの(フ・Ⅱ3)に分かれる。

2 ・11~15・111・113~116・118は縄文ののち、沈線・条線が施されている。精製品が多く、粗製の深

鉢はH3・118のみである。いずれも沈線は横位であるが、 2は半円形の沈線が、13・14は縦位の短い沈線

が、114には波状の沈線が縦位に加えられている。残存部に横位の沈線が認められない115は、縄文施文の

のち「V」字形の斜位の沈線に縦位の波状沈線が施されている。またⅡ8は横位の沈線3条を1単位とし

て文様が施されている。各単位には縄文が施されているが、各単位間は無文帯が作り出されている。

・ d 底部破片(8 ・ 9 ・16 ・119~129・15の

粗製品の破片と精製品の破片とがあるが、網代痕が残るもの(16・122~128)が多く、また多孔底のも

の a29)もある。底部外面の文様は、精製品には縄文が施されていないものが多く、無文のものも少な

くない。

150は、内面に固形のアスファルトが入ったものである。底径5.ocm、底部からの残存高は約6.5Cmであ

る。アスファルトは士器の残存部までは充満していないものの、士器内面には薄く付着することから、少

なくとも土器の残存部(底部から高さ約6.50m)までは充満していたものと考える。残在部におけるアスファ

ルトの重量は58.4gである。

浅鉢(130~141). e

いずれも口縁部~胴部破片である。口縁部は形態・法量により細別が可能である。身が深く、口縁部が

大きく内湾して内に入り、胴部最大径が口径を上回るA類(130・131・136・143.144)、同じく身は深い

が、口縁部は上方に伸びてA類ほど内に入らず、口径と胴部最大径がほぼ等しいB類(134.135)、身が

浅く口縁部はわずかに内湾して立ち上がるが、大きく外へ開いて立ち上がり、口径が最大径となるC類(

137~141)、口縁上端部で屈曲して短く上方に伸び、口径と胴部最大径がほぼ等しいD類 a32.133)があ
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る。法量による細分が可能である。

A類のうち130は口径約38伽と特に大型である。文様は内外面の両面に施されている。外面は屈曲して

内に入る口縁下端部に横位の沈線が、内面には最大径より下部に2条の沈線が施されており、その間に地

文が施されている。13Uよ口径約25Cmで、130ほどではないが、大型の範疇に属するものである。口縁上端

部には孔を有する円形の把手が貼付されている。更に口縁部外面には3条の平行沈線が横位に、突起が貼

付された直下から口縁下端部にかけて「S」字状の沈線が施されている

A類のうち、口径約15師と小型の136は、内外面とも無文である。この他、細片で法量が不明な143・

144は、共に外面の胴部最大径付近に縄文が施されるが、その上下は横位の沈線で区画されている。

B類のうち134は、口径約18肌である外面には縄文施文ののち、 7条の沈線が横位に施されている。

なお、外面に残る沈線は4条目で「S」の字に変化しており、縦方向の区画が作り出されている。135は

口径約15師である。残存率が低いものの、残存部において文様は認められない。

C類は口径15Cm~18Cmと中型のものである。外面に文様が施されたもの(137~139)と無文のもの(140・

14D がある。137は口縁端部に外傾する面を持つ口縁部外面には縄文施文ののち横位の沈線が5条施さ

れている。無文のもののうち141は口径15師と特に小型である。器壁が他に比して特に厚い。

D類の132は口径約20伽と中型のものである。外面はナデ調整され、文様が施されていない。内面には

横位の沈線により区画された区間に縄文と「の」の字状の沈線が施されている。口縁端部には2個1組と

なる押圧が施されている。133は口径約17Cmである。文様は外面のみで、縦位の沈線が口縁上端部から、

横位の沈線が体部上位から2条施されて、これらにより作り出された区画間に縄文が充坂されている。

・ f 注口士器(145~148)・小型士器(149)

注口士器には口縁部破片 a45・146)と、頸部破片(147)がある。口縁部は形態による大別、法量に

よる細別が可能である。いずれも直線的に外へ開いて立ち上がる。147は残存部において、縄文施文のの

ち横位の沈線が2条施されており、沈線間には楕円形の押圧が施されている。外面に沈線が施されている

のは146も同様である 147に比して幅広で、沈線間に縄文が施されている。これに対い45は、残存部に

おいて沈線はなく、縄文のみ施されている。頸部破片である147は、口縁部がわずかに外反しながら内に

向かって立ち上がる。沈線の上・下段には縄文が施されており、文様構成は139に類似する。

台部は 1点出士している(148)脚部径約8.5Cmで、わずかに内に入って立ち上がる。端部は丸く、面

を持たない。内外面とも入念なミガキが施されている。浅鉢の台部の可能性もあろう。

小型士器(149)は 1点のみ出土している。口径約4.5Cm、器高4.3Cmで、口縁部は直線的に外へ開いて

立ち上がり、上端で屈曲して内に入る。外面には沈線により文様が施されている。

④第Ⅳ群士器(図版7-3)

出士点数はごくわずかである。 3は粗製の深鉢であり、口縁部から体部下位まで残存する。最大径を体

部上位に有し、口縁部はわずかに内湾して折り返しとなる口縁部に至る。複合口縁部には横方向の、体部

の上位から下位にかけては縦あるいはナナメ方向の条線が施されているおおむね鳥屋2式併行期[石川

198幻の所産と考える。

V 大坂上道遺跡

B

粘士塊(151~153)と士偶(154)が出士している。

粘士塊はいずれも被熱の痕跡・イ寸着物が顕著ではなく、榿褐色を呈する。いずれも楕円形で、長さ約5.

士製品(図版10-151~154)
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4 出土遺物

7Cm、幅約5.4Cmのもの(153)と、長さ約4.3~4.4Cm、幅約3.0~3.5Cm

とさらに小形なもの(151・152)がある。いずれも、縦・横の亀裂が著

しい。

士偶(154)は、 1点のみ出士している。体部の破片であり、頭・手・

足を欠く。中実の立像士偶で、腹部の張り・乳房の表現が施されている。

残存する左肩部は上方への張りだしが強く、腹部の下端には刺突が施さ

れた隆帯が横位に巡る。

C

①ナイフ形石器(10) (φ苗)2Cm

表面採集で1点のみ検出された。断面三角形の縦長剥片を素材とした第14図

ナイフ形石器である。基部に二次加工が施されており、打面は残存しな

い。背面は丁寧な二次加工が施されているが、腹面の二次加工は石器が廃棄された後に加えられたものと

考える。石材は頁岩である。

②尖頭器(11)

柳葉形のものが1点のみ出士している。尖端部のみ残存しており、全体の中程~下端を欠く。縦長剥片

を素材としており、中型で浅い角度の剥離が両面に施されて刃部を形成している。尖端部の右側縁や裏面

に、主要剥離面が大きく残っているのが特徴である。石材は頁岩である。

(3)石鉄(2、 12~15)

製品はわずか2点(2・12)である。この他、未製品と思われるものが3点出土した a3~15)。

製品はいずれも、凹基無茎鎌に属する。細かな法量は異なるものの、長さが幅の約1.6~1.7倍である(

第14図)。 2は完形で、側縁から頂部にかけてわずかに膨らみを持つ。一方の12は、先端部を欠くが側縁

から頂部にかけては直線的に伸びる。また扶りも2に比して大きい。石材はいずれも黒耀石である。

未製品は、いずれも茎部の作り出しが行われていない。凹基無茎鉄になろうか。製作におけるどの段階

かが問題となるが、 13は長さ2.2Cm、幅1.4Cmと小型なのに対し、 14・15は長さ3.2~3.5Cm、幅2.1~2.4Cm

と大型のものに分かれる。後者は長さに比して、幅のあるタイプになろうか。

(4)石錐(3 ・16・17)

剥片の尖頭状の端部に両側縁から中・小型剥離の二次加工が施された石器、または尖頭状の端部に折れ

や摩耗が認められる石器を石錐とした。 3点出士しており、いずれも縦長剥片を素材とする。

丁寧な二次加工がつまみ部までの広範囲に及ぶA類(3)と、粗雑な二次加工が錐部付近に集中するB

類(16・17)に分かれる。 A類(3)はつまみ部に自然面を残しており、錐部との区分が明瞭である。

方、 B類のうち16は、錐部とつまみ部の区分が明瞭であるのに対し、17は錐部とつまみ部の区分が不明瞭

である。16は石匙の転用品であろうか。明瞭なつまみ部を持ち、挟り部の先端に簡略な二次加工を施して、

錐部としている。材質はいずれも緑色凝灰岩である。

⑤石匙(18~22)

5点出士している。いわゆる縦型石匙で、つまみ部に対して刃部が縦に長いA類(18・19)、いわゆる

横型石匙で、つまみ部に対して刃部が横に長いB類(20・21)、縦型・横型の区分が困難なC類(22)に

分かれる。

石器(図版11~17-1~95、写真図版65~68)

大坂上道遺跡出士の石
鉄及び未製品の長幅図
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(長さ)A類は、つまみ部が基部の中央に位置せず斜め方向に位置する
15Cm

ことから、定形的な縦型石匙とは言いがたい。18は刃部が右側縁

にしか施されていないものの、19は両側縁に作り出されている。

共に刃部は正裏両面に施されている。
^

B類もつまみ部が斜め方向に位置しており、厳密な意味では横
▲ '

10cm
.

型石匙とは言いがたい。五丁歩分類[高橋保雄1992]では斜刃型

石匙とされるものである。20は二次加工が側縁にも及んでいるが、 .

21は刃部・つまみ部の作り出しが簡略化されている。このうち後
.

者は、磨痕が残り光沢を帯びている。 5Cm

.篦状石器
C類は、全周に二次加工が施されている。つまみ部の作り出し

'打製石斧

は粗く、また刃部は中型で浅い角度で作り出されている。石材は

18・20・21が凝灰岩、 19は流紋岩、 22は鉄石英に分かれる。

(6)篦状石器(4 ・ 5 ・25~30) 5Cm

基本的には片刃で幅広な刃部を有し、形状が撥形あるいは短冊第15図大坂上道遺跡出士の篦状石器
と打製石斧の長幅図

形を呈するものを本例とした。打製石斧に比して厚手であり、丁

寧な剥離が施されている。長さ約10師前後、幅約3~4師と大型のA類(4・5、 25・26)、長さ約6~8

Cm、幅約3~4Cmと小型のB類(27~3のがある。

A類は刃部幅と基部幅の差が小さく短冊形をしたA-1類(4・26)、刃部幅と基部幅の差が大きいA

2類(5・25)に分かれる。刃部は上記のとおり、いずれも片刃であるが、 4 ・25が裏面に細かな剥離

が施されているのに対し、 5・26は細かな剥離を欠く。

B類は破損したものが多い。29は基部を、30は刃部を欠く。また、27は刃部付近が厚手で、未加工の部

分を含むことから未製品の可能性が高い。未製品以外では刃部形態から、剥離を加えずに自然面を残して

刃部とした28と、刃部は急角度で細かな剥離が施されている29に細分が可能である。いずれも刃部とした

面の裏面には、大型で浅角度の剥離が施されている。

いずれも縦長剥片を素材とするが、石材は4・25~29は頁岩、 5は凝灰岩、30は鉄石英に分かれる。

⑦打製石斧(6 ・23・24)

篦状石器との区分は明確でないが、①二次加工が両面に施された両刃のもの、②軟質な石材を用い、片

面に自然面を残して片刃に仕上げられたものを打製石斧とした。ここでは①をA類、②をB類とする。

A類(6)は大型で、浅角度の剥離を不連続に施すことで、刃部を形成している。基部側が破損してい

ること、折れ部付近の調整が十分でなく、局部的に厚手であることから、製作中に折れた可能性が高い。

B類(23.24)は二次加工の形状から細分が可能である。横長剥片を素材とし、小型で急角度の剥離が

施された23と、縦長剥片を素材とし、大型で浅角度の二次加工が施された24がある。24は刃部への二次加

工は明瞭でなく、使用による摩耗が顕著である。腹面の刃部は研磨した可能性もあろう。石材は6・24は

頁岩ではあるが、軟質な素材が用いられている。一方の23は硬砂岩である。

⑧磨製石斧(1、 31~36)

いずれも正裏面と側面に稜を持ち、基部の断面形が長方形または隅丸方形を呈する定角式磨製石斧であ

る。略完形品(31・32・35・36)以外にも基部を欠くもの a ・器・34)も図示した。

略完形品は、長さ15Cm・刃部幅5~6Cm程と大型の31と、長さ 7Cm~9Cmで、刃部幅4~5Cm前後と小

10
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4 出士遺物

型の35・36がある。基部が破損しているものは、刃部の幅から33は大型、 1・34は小型のものと思われる。

刃部断面形は両凸刃のもの(1、31~認、36)が最も多く、弱凹強凸片刃のもの(鍵・35)は小型品にの

み認められる。石材は1は凝灰岩、32は安山岩、35は閃緑岩、他は蛇紋岩である。

(9)不定形石器(フ・ 8、 37~63)

A類(フ、 37~39)

縦長剥片を素材とする 1類(37・38)と、横長剥片を素材とする 2類(フ・39)がある。 1類は刃部が

両面に施された37と、エンドスクレイパー状を呈し、片面にのみ刃部が作り出された38がある。一方、 2

類は両面に二次加工が施されている。このうち7は両面に自然面が残る。39は平面形が三角形状を呈し、

22のような石匙に類似する。正面の底縁と、裏面の右側縁に入念な二次加工が施されていることから石匙

と区別した。石材は7 ・39が凝灰岩、 37・38は頁岩である。

B類(40~51)

縦長剥片を素材とする 1類(40~47)と、横長剥片を素材とする2類(朝~5D がある。

1類は大きく、長さ 8伽前後、幅4Cm前後で縦に長い41・42と、長さ6~7Cm、幅5師弱と丸みを帯び

た45・46、長さ3.5Cm~5Cm、幅3Cm前後と小型のC 類40・43・44・47に分かれる。破損箇所が大きいも

のもあるが、全体の傾向として40~42・U・45の刃部は全周せず側縁に、 43・45~47は上端または下端を

除き全周する場合が多い。使用の痕跡が明確でないものも存在するが、45の裏面にはタール状の痕跡が残

る。

2類は1類程のまとまりは認められない。側縁に刃部が施された48、底縁に刃部が施されており、石匙

状の形態を有する49、底縁及び両側縁に刃部が施された50、二次加工が全周に及ぶ51に分かれる。このう

ち48は腹面に大型で浅い角度の剥離が連続しているが、背面の剥離の状況から、本類に含めた。石材は40・

42・46・49が凝灰岩、 41・47・48・51が頁岩、 43が鉄石英、"・50が玉髄、 45が緑色凝灰岩である。

C類(52 ・ 53)

いずれも横長剥片を素材として、刃部は大型で急、角度の二次加工で作り出されている。また刃部は側縁

に作り出されているなど、共通した部分が多い。材質は52が流紋岩、認が頁岩である。

D類(54 ・ 55)

いずれも小型の剥離が側縁にのみ施されたものであるが、54は縦長剥片を、55は横長剥片を素材として

いる。54は側面に自然面を残し、折れた左側面に二次加工が加えられている。一方の55は折面を利用し、

左側縁に二次加工を施すことによって鋭利な尖端部が作り出されている。石材は54が緑色凝灰岩、55が玉

髄である。

F類( 8 、 56~59)

不定形石器の中では、最も数量が多い。縦長剥片を素材とする8、56・58と、横長剥片を素材とする57・

59に分かれる。前者のうち8は二次加工が側縁に施されているが、56・58の二次加工は底縁に施されてい

るなど、更に細分が可能である。一方、横長剥片を素材とする57・59の二次加工は、底縁に施されている。

石材は8 ・58が凝灰岩、 56・57は緑色凝灰岩、 59は頁岩である。

G類(60 ・ 61)

縦長剥片を素材とする60と、横長剥片を素材とする61がある。二次加工部位は60が側縁から底縁、61は

側縁という違いがある。共に厚手の素材を用いており、腹面には自然面が残る。石材は60が凝灰岩、61が

緑色凝灰岩である。

40



分類不可(62・63)

A~Jの分類に当てはまらない不定形石器である。62は縦長剥片を素材としており、正面は大型の剥離

の後、63と同様に小型の剥離が不連続に施されている。一方の裏面は、右側縁に小型の剥離が不連続に施

されている。63は背面・腹面に自然面が残る横長剥片を素材としている。背面と腹面では、二次加工の部

位や加工方法に違いがあるが、背面では底縁、腹面では上縁を除き、ほぼ全周に二次加工が施されている。

二次加工は大型の剥離の後、同じ箇所に小型の剥離が施されている。石材はいずれも頁岩である。

⑩磨石類(64~86)

A類~H類までの全てが出士している。

A類(融~67)磨痕の位置により細分が可能である。磨痕が正裏面のいずれかに位置する1類(64)、

側面に位置する 2類(65・66)、正裏面のいずれかと側面に位置する 3類(67)がある。片手でもって使

用する、いわゆる磨石であることから、法量には比較的まとまりが認められ、長さ約11~14伽・幅約8~

Ⅱ師の間に納まる。石材は67が凝灰岩である以外は、いずれも安山岩である。

B類(68)

出士量は少ない。本例は正裏面に凹痕があり、磨痕が側面に認められるもの(五丁歩分類ではB2類)

である。長さ約15師、幅約8伽とやや大型で、石材は安山岩である。

C類(69~74)

磨痕が正裏面のいずれかに、敲打痕が端部

に位置する69・70 (1類)と、磨痕が側面に、

敲打痕が端部に位置する71~74 (2類)があ

る。長さ約11~15Cm、幅約5Cm~9Cmである。

石材はまとまりに欠け、 69・73・74は安山岩、

70が砂岩、 71が圧砕岩、 72が花崗岩である。

D類(75 ・ 76)

D類はそれぞれの痕跡の位置から、幾つか

に分類が可能であるが、いずれも磨痕が側面

に、敲打痕が端部に認められる2a類である。

長さ約11~12Cm、幅約8~10cmで、石材は75

が閃緑岩、76は花崗岩である。

E類(フフ)

1点のみ出士している。凹痕は正裏面のい

ずれにも認められる。長さ13.4Cm、幅9.2Cm、

石材は安山岩である。

F類(78 ・ 79)

敲打痕が側面にある78 (b類)と、端部に

ある79 (a類)がある。長さ約11Cm~14Cm、

幅約6師~9師で、石材は78が圧砕岩、79は 5Cln 10cm 15Cm(φ岳)

大坂上道遺跡出士の磨石類長幅図第16図安山岩である。

G類(80~86)

V 大坂上道遺跡
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4 出士遺物

破損箇所が大きいものも含まれるが、敲打痕が端部に位置する80・81・84 (a類)、側面に位置する82・

給・85 (b類)、端部と側面の両方にある86 (C類)がある。

a類は破損箇所が大きい84を除き、いずれも上下両端に敲打痕が残る。法量は異なるものの、平面形は

縦長である。これに対してb類の平面形は、円形・楕円形を呈する。側面の敲打痕は82が片面なのに対し

て、 83・85は両側面に残る。 C類の86は上半を欠くが、端部・側面の使用痕は明瞭に区分がしがたい。残

存する底面から両側縁全面に使用痕が残る。磨製石斧の未製品の可能性もあろうか。破損したものが多く、

法量はb類が長さ約10~16Cm、幅10~12師にまとまる程度である。石材は80・83が安山岩、 81が砂岩、 82

が花崗岩、84が圧砕岩、 85が砂岩、 86が粘板岩とまとまりに欠ける。

H類(9)

1点のみ出士している。断面三角形の厚みのある楕円柱状の礫の稜に磨痕を持つものである。また端部

には敲打痕が残る。長さ16.8Cm、幅9.4師で、石材は安山岩である。

(ゆ石皿(87~89)

「肩平な大型礫の片面、あるいは両面に使用の結果と考えられる磨面が

あるもの」を本例とした[高橋保雄199幻。砥石とは磨面の範囲で、磨石

類とは大きさで区分した。また台石とは区分は困難な場合もあるが、敲打

痕のみのものを台石とした。

いずれも使用面に敲打整形は施されていない。磨面の形状は釘・88が平

坦又はわずかに凹む程度であり、大きくくぼむのは89の1点のみである。

また、平面形は釘が三角形を呈する以外は、円・楕円形である。法量は、

釘力沖畜36.4Cmと、長さに比して幅が大きい以外は、長さ約21Cm~28Cm、幅

約22~25Cmである。石材は釘が砂岩、88は花崗岩、89が安山岩に分かれる。

なお、被熱の痕跡は確認しえなかった。

台⑫ 石(90)

1点のみ出士している。敲打痕のみ観察されるものを本例とした。敲打

痕のある磨石類とは、大きさにより区別した。上端及び左側縁をわずかに

欠くが、平面形は長楕円形を呈し、断面形は使用面が平坦である。敲打痕

は両面に認められ、形状は敲打痕による凹凸で器面が荒れているものが多

い。長さ26.4Cm、幅22.4Cm、石材は砂岩である。

(13)砥石(91~95)

溝状・帯状・平面状の痕跡(砥面)が認められる石器を砥石とした。石

皿・磨石類の磨痕とは、形状の違いにより区分した。近世以降の直方体状

の砥石を2点含む。以下、時代別に記述する。

(縄文時代) 91~93は長さ約27~41Cm、幅23Cm~30cmと大型で、いずれ

も置き砥石と考えられるものである。砥面の形状・使用面は、 91・92が帯

状又は、平面状・凹面状を呈し、両面使用されているが、93は面状で片面

のみ使用されている。また、砥面に使用の結果と思われる敲打痕や、被熱

の痕跡を確認されなかった。

(近世以降)厚さ 1師以下の板状砥石である。欠損部が多く、長さ・幅

A 1類

A2類

A3類

A類総計

B 1類

B 2類

B 3類

B類総計

Cla類

Clb類

CIC類

C2a類

C2b類

C2C類

5 ( 8.8)

5 ( 8.8)

3 ( 5.3)

13(22.8)

1 ( 1.8)

( 1.8)

(12.3)

2 ( 3.5)C3a類

C3b類

C3C類

C類総計 16(28.1)

Dla類

Dlb類

DIC類

D2a類 2 ( 3.5)

D2b類

D2C類

D3a類

D3b類

D3C類

D類総計 ( 3.5)

E類 (フ.0)

( 3.5)F a類

( 1.8)Fb類

F C類

F類総計 3 ( 5.3)

Ga類 13(22.8)

Gb類 2 ( 3.5)

GC類 2 ( 3.5)

G類総計 17(29.8)

H類 1 ( 1.8)

総計 57

第6表大坂上道遺跡出士の

磨石類組成表

フ(12.3)
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は明確でないが、手持ち砥石の可能性が高い。砥面は94が片面、95は両面である。石材はいずれも粘板岩

である。

D 平安時代の土器(図版18~20-1~58、写真図版69・70)

第一次調査では未確認であったが、調査区の北東部を中心に平安時代以降の遺構・遺物が検出された。

遺物には須恵器・士師器・黒色士器の他、鉄淳がある。時期的にまとまりがあり、出士士器から9世紀後

半~10世紀初頭のものと考えられる。

出士土器のうち須恵器は胎土から生産地の比定が可能である。このため、①洗練された生地に、白色粒

を多く含む胎士(1群)は佐渡小泊窯又は新津丘陵産、②生地の粒子密度が高く、全体的にセメント状の

胎士(Π群)は会津大戸窯[石田1992]の製品の可能性が高い。これにもとづき、判別可能なものについ

ては産地の記述を行う。

① 10号士坑出士(1~16)

黒色椀、士師器椀、須恵器小甕、士師器鍋、士師器甕、鉄津が出士した。士器は細片がほとんどで、完

形品がわずかに 1点(1)あるにすぎない。

<1>食膳具(1~フ)

黒色無台椀(1~3)、士師器無台椀(4~フ)がある。

黒色無台椀は完形品(1)と口縁部破片(2)、底部破片(3)がある。口縁部は、大型(1)と中型

(2)に分かれるが、口縁部はいずれも内湾して立ち上がる。大型の 1は口径16.ocm、底径5.ocm、器高4.

Icmで、内面にはナデ、口縁部外面はロクロナデの後、下位~底部外面にかけては回転へラ削りが施され

ている。中型の2は口径約12Cmで、内面にミガキの痕跡が明瞭でない点は大型品と同様である。底部片3

は底径約5師で、底部外面には回転へラ削りが施されるなど、黒色椀には共通の調整が施されている。胎

士は比較的精良で、石英・長石をわずかに含んでいる。

士師器無台椀は、口縁部破片(4・5)と底部破片(6・フ)がある。口縁部はいずれも上端部で内湾

して立ち上がる。口径は約13.ocmである。底部片のうち残存する口縁部は、 6が大きく外へ開いて立ち上

がるのに対し、 7はわずかに内湾して立ち上がる。底径は5伽前後で、ともに残存する口縁部外面及び底

部外面にはへラ削りが施されている。胎士には黒色無台椀と同様に長石・石英を含むものが多い。

<2>煮炊具(8~13)

鍋(8~12) 10号土坑出士士器の中で、器種別には最も出士量が多い。口径40師以上と大型品(8・

9)と、口径35伽未満と中型品(10・11)がある。口縁部の屈曲が明瞭でないものが主体である。器面の

摩耗が激しく調整は不明なものが多いが、ロクロナデが施されている。底部片の12は径約9.ocmで、内面

にはロクロナデ、外面にはへラ削りが施されている。胎土には径lmⅢ程の粗砂粒を含むものが多い。

小甕 a3)底部破片が1点のみ出士している。底径約7Cmで、底部外面の切り離しには回転糸切りが

施されている。

<3>貯蔵具(14~16)

須恵器甕の口縁部片(14)と、体部片 a5・1田がある。14は口径約14師と小型で、端部両端が突出す

るタイプである。体部片には調整の痕跡として、外面には擬格子状叩き目が、内面には同心円文が残る。

胎士は14・15が 1群、 16はΠ群である。

V 大坂上道遺跡
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4 出士遺物

②包含層出士(17~58)

<1>食膳具(17~33)

黒色士器(17~26)、須恵器(27・28)、士師器(鈴~33)がある。口縁部破片が多く、完形品は 1点の

みである。口縁部内外面はいずれもロクロナデ、底部は回転糸切りを基本とする。

・黒色士器椀 a7~25)と鉢(26)がある。

椀は口径14伽~17伽の大型品(17~20)、口径13伽で、器高5師と偏平なもの(21)に分かれる。この

うち前者は、器壁が薄く口縁部が直線的に上方に伸びる17・19と、器壁が厚く口縁部の稜が著しい18・20

に分かれる。19・20の口縁部内外面にはロクロナデの後、ミガキが加わる。内面のみ黒色処理されたもの

が多いが、20は残存する外面全面にも及ぶ。

小型品(21)は完形品で、口径13Cm、底径4.1Cm、器高5Cmである。口縁部はわずかに内湾して立ち上

がるものの、底部からの開きは大きい。内面の黒色処理は失敗品であろうか、ムラが認められる。

鉢は口径約24伽、器高約10師、底径9Cmの大型品である。口縁部は内湾して立ち上がり、上端部がわず

かに肥厚する。底部は接地面がわずかな高台を有し、外面には回転へラ削りが施されている。胎士には海

綿骨針を多く含み、黒色処理は残存する口縁部外面にも及んでいる。

・須恵器(27・28) 2点出士しており、いずれも口縁部の破片であるが、無台杯(27)と有台杯(器)

である。胎土はいずれも1群で、小泊産の可能性が高い。

27は口径約12師で、直線的に外へ開いて立ち上がる。一方の有台杯は細片のため口径は不明であるが、

直線的に上方に伸びるタイプで、口縁端部上端が肥厚する。

・士師器(29~33)椀の口縁部破片(29~32)と、底部破片(33)がある。

口縁部が直線的に外へ開いて立ち上がり、口径に比して器高の低いもの(29・3のと、口縁部がわずか

に内湾して立ち上がり、器高が高いタイプ(31・32)がある。前者は口径13伽前後、器高4Cm、底径5Cm

程、後者は口径13師~14師である。

<2>貯蔵具(34~41)

・壷(34~39)

長頸壷(34~37)と短頸壷(38・39)がある。体部破片は区分が明瞭でないが、法量から推定した。

長頸壷 34は口縁部片で、上方で大きく外反しており、端部は上端がっまみ出されている。口径約10師

で、内外面にはロクロナデが施されている。35は頸部片で、内面にのみロクロナデによる凹凸が明瞭であ

る。36・37は胴部~底部の破片で、最大径を中位に有する。肩部の張り出しは弱く、倒卵形を呈する。外

面には沈線が施され、内面にはロクロナデによる凹凸が著しい。36は底径7.6Cmで、高台は低い。接地面

は狭く、断面が台形を呈する。いずれも胎土はΠ群で、大戸窯産の製品である。

短頸壷いずれも体部の破片である。底部まで残存するもの(38)と、体部のみの破片(39)がある。

38は最大径を胴部上位に有し、肩部の張り出しが明瞭である。これに対し39は、肩部の張り出しが明瞭で

なく、倒卵形を呈する。前者の底部には断面長方形で、接地面の広い高台を有する。胎士からいずれも小

泊産の製品と思われる。

・甕(40 ・ 41・ 54~58)

口縁部片(40)と体部片(41・54~58)がある。佐渡小泊窯の製品(40・41.55~57)と、大戸窯産の可

能性があるもの(54・58)がある。 40は、口径約16Cmの中型品で、外反して立ち上り、端部に垂直な面を

持っ。内外面にはロクロナデが施されている。体部片の外面には平叩き目が、内面には同心円文が残るも



のの他、ハケ(57)、叩き目(58)が残るものもある。

<3>煮炊具(42~53)

長胴甕(42)、小甕(43~45)、甑(46)、鍋(47~53)がある。いずれも細片である。

42は胴部片で、外面には平行叩き目が残るが、内面の当て具痕は明瞭でない。小甕の口縁部片である43・

44は、口径は12~13Cmである。43は、口縁部が外反して上端には垂直な端面を有する。一方のUは口縁部

が短く、体部から屈曲して上方に伸びる。いずれも口縁部内外面にはロクロナデが施されている。底部片

である45は、底径4.6Cmで、底面の厚さが約Icmと厚手である。底部の切り離しは回転糸切りが施されて

いる。46は甑と考える。底面が中空のタイプで、接地面は広く平畑である。体部は大きく屈曲して外へ開

いている。

鍋口径40cm以上の大型品(47・娼)と、 30師前後の中型品(49~52)に分かれる。大型品はいずれも

口縁端部に幅広で、内斜する面を持つ。ロクロナデが施されているが、47の内外面にはカキ目が、外面の

低位にはへラ削りが加わる。

中型品は、口縁端部の形態が豊富である。49は、端部が丸くつまみ出されており、50・52はわずかにつ

まみ出され垂直な端面を有する。また51は、上方に大きくつまみ出されている。口縁部はいずれもロクロ

ナデが施されている。

E

V

陶磁器(1~38)・士師質士器(39)と銭貨(40・4D がある。陶磁器には碗(1~H ・13~16・18)、小

型碗(塑)、皿(12 ・17 ・19)、蓋(25)、香炉(26)、瓶(27 ・ 28)、壷(30~32)、鉢(33)、すり鉢(34~3

9)と器種は豊富である。陶磁器は肥前系が最も多く(1~フ・14~20・24・28・32・34~38)、瀬戸焼 a2・

3の、京焼風 ao・11・21)などはごくわずかである。

・碗・皿(1~24)

肥前系の1~フ、14~20は口径約8~12Cm、底径約5師前後のものが多い。口縁部はほぽ直立して上方

に伸びるもの以外に、わずかに外へ開くものもある。残存部の文様は、 3・20で内面に施されているが、

外面のみに残るものが多い。また文様は植物文が多く、 5に雨降り文が施されているにすぎない。残存率

が低いことから文様構成を明確にし得ないが、 1・2・6などは唐草文、 3は草花文になろうか。

肥前系陶磁の底部破片のうち、17・19は唐津焼である。いずれも口縁部内面低位に横線が施されている。

内面には蛇の目釉剥ぎが、口縁部外面低位~底部外面にかけては釉が施されていない。こうした製作工程

は18・22にも認められる。この他の14・15・20は、外面に横線が施されている。

8.9・22は内面に銅緑釉が施された陶器である。22の内面は蛇目釉剣ぎが、残存する口縁部低位には

釉が付着しない。京焼風陶器の10・11・21のうち、 11は身が深く、口縁部は直立して上方に伸びる。

23は灰釉様の釉が底部外面以外に付着する。

・蓋(25)・香炉(26)・瓶(27 ・ 28)

25は香炉の蓋であろうか。口径約6.5Cmで、内面には返りが残る。26は香炉で、内外面に鉄釉が厚く付

着している。瓶は小型の26、中型の27と2法量に分かれる。肥前系の27の残存部には、横線の文様が3条

残る。

・壷(29~32)

29は環状の把手で、外側には花びら様のひだが施されている。瀬戸焼の30は口縁上端部が大きく屈曲し

近世陶磁器・銭貨(図版21-1~41、写真図版71)

大坂上道遺跡
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5 小結

て外に返る。口縁端部は丸い。31は短頸壷で、内外面には鉄釉が付着する。32は唐津焼きの壷である。ロ

縁端部が肥厚し、幅広で平行な面を持つ。

・鉢・すり鉢(33~38)

33は口縁部がわずかに内湾しながら端面にいたる。内外面には鉄釉が付着する。34~36は肥前系で、ロ

縁部が直線的に外へ開いて立ち上がる。34は上端部が肥厚して外傾する面を有する。35は口縁上端部がわ

ずかに肥厚し、端部上端が上方につまみ上げられている。これに比して36は口縁部の器壁が薄く、ほぼ直

線的に外へ開いて立ち上がる。

すり鉢の37は複合口縁を呈し、端部下端が下方に垂下している。口縁部下位の破片である38と同様に、

いずれも一本びきである。

・火鉢(39)

1点のみ出士している。士師質であり、口縁部は上端が肥厚して幅広で平坦な面を持つ。外面にのみス

スが付着している。

上記の年代であるが、蛇の目釉剥ぎが行われている17・18・22や、 35・36などは17世紀後半~18世紀前

半の可能性が高い。また雨降り文が施された5は18世紀頃、型紙刷りで染付が行われている可能性が高い

4 などは18世紀の可能性が高い。

・銭貨(40 ・ 41)

2点出士しており、いずれも寛永通宝である。40は径2.8Cmで大型で裏に波文が鋳出された「寛永通宝

四文銭」である a786年に新設)。一方、 41は裏面の施文を欠く。法量も異なり径2.5Cmである。いわゆる

「ス宝銭」(初寿16粉年、1656年まで鋳造)で、 40とは鋳造年代が異なる。

5

遺構は縄文時代・平安時代に限定されるが、出士遺物は旧石器時代、縄文時代前期~晩期、平安時代、

近世と多岐に及ぶ。以下では縄文時代と平安時代についての概要を記す。

縄文時代の遺構・出士遺物のうち時期的に最も多いのは、中期と後期である。各時期はさらに細分が可

能と思われるが、中期では北陸系士器群以外に、関東系の士器群が注目される。いわゆる阿玉台式、五領

ケ台式、八辺式などの士器群である。阿玉台式士器は北魚沼郡堀之内町清水上遺跡[田海ほか1990]や、

北蒲原郡笹神村村杉遺跡[新潟県1986]などの山間部で確認されているが、数量比からすれぱ本遺跡が最

も高い。福島県での出士例から、阿賀野川ルートで流入してきた可能性が高い。福島県との県境に位置す

ることから文化の融合地と評価できるが、主体は北陸系ではあるものの、東北南部系の士器よりも関東系

の士器が多いことは特に重要な要素と考える。また遺物・遺構の分布は調査区の東西端の北側に集中して

いるようである。こうした傾向から遺跡自体は更に北側の平坦地に伸びる可能性が高い。

平安時代の遺構・遺物は調査区東南側に集中しており、更に南側に伸びる可能性が高い。遺物の時期か

ら、律令体制が崩壊した後に広がる小集落の可能性が高い。いわゆる一郡一窯的体制[宇野1994]が崩れ

てからは、県内には佐渡小泊窯の製品が広く流通する。こうした動きのなかで、福島県境にあたる当域で

は、小泊産の須恵器が主体ではあるが、会津大戸窯産の製品が貯蔵具にのみ認められることは重要であろ

う。地域圏を考える上で特に注目される。

小結
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第Ⅵ章

調査は工事工程の都合から、平成4年度と5年度の2か年にわたって実施した。このうち平成4年度の

調査は、全調査面積の97%にあたる3,20orイである。一方、平成5年度の調査は、下段北側の林道(後に

工事用道路に転用)下の10otl゛である。調査経過については第Ⅲ章に記したが、調査方法は他の遺跡と若千

異なっている。ここでは、猿額遺跡独自の概略を記す。

調査の概要

猿額

A 調査地の現況

阿賀野川左岸、幅約10omの段丘上(標高86~99m)に位置する。この段丘は、今回の調査範囲の北端

から更に北へ10om程舌状に張り出しており、遺跡は法線の北側にも広がっていると考えられる。段丘東

西は小谷によって開析され、東側の大坂上道遺跡、西側の中棚遺跡とに隔てられている。遺跡の立地する

段丘面は前述のとおり上下二段に分かれるが、下段が大坂上道遺跡と同じく杉の植林に利用されていたの

に対し、上段はナラ・クヌギなどの落葉樹からなる自然林に覆われている。調査地は東西を横断する林道

によって、段丘下段の東側が一部削平されている。また、上段では北斜面が切り崩されているなど、旧状

をとどめていない部分もあるが、それ以外の残存状況は良好である。

Ⅵ 猿額遺跡

跡

B

①基本層序の確認

第一次調査の結果を元に、基本層序を確認しながら調査を進めた。調査区下段では東西セクシ,ンベル

トをEラインに、南北のセクシ,ンベルトを6ラインに設定して、士の堆積状況を確認した。一方、上段

では東西のセクシ,ンベルトをFラインに、南北のセクシ,ンラインをⅡラインにそれぞれ設定して、下

段と同じく士層を確認して、最終的にセクシ,ンの記録・写真撮影を行った。

②包含層の掘削

第一次調査の結果から、 1・Ⅱ層を遺物包含層とみなし人力で掘削した。また、沼沢火山灰の堆積が認

められる地点では、暗灰褐色土であるV層からも遺物が検出されていることから、 1・Π層と同じく人力

で掘削した。

基本的には、層序・小グリッド(2×2m)ごとに掘削を行った。特に遺物が集中して検出された地点

では、下部に遺構が存在する可能性が極めて高いため、遺物にドット及びレベル値を測定したのち、各集

中地点毎に一点ずつ番号を付して取り上げた。

上段は表土の除去を行うための重機が入り込めない。このため、表士剥ぎの段階から人力で掘削した。

包含層(Π層)の掘削は、大グリッド毎に人力でジ"レンを用いて掘削した。遺物の取り上げはすぐに行

わず、柱状に残して平面的な広がりを把握したのち、遺物が集中する地点は下段と同様な方法で遺物を取

り上げた。これに対し、上段でも遺物が極端に少ない範囲が存在する。この範囲は2m毎に試掘を行って

調査の方法

遺



2 層序と遺物の出士状況

全体の状況を把握し、遺物が出士しない地点については掘削範囲を広げずに調査を終了した。

③遺構の確認

基本的に包含層掘削ののち、その直下層で行った。沼沢火山灰の堆積が認められる地点では沼沢火山灰

層・第V層・地山の三面で確認を行った。一方、沼沢火山灰の堆積が認められない地点では、地山で遺構

確認を行っている。確認された遺構については、時代に関係なく種別毎に分類して通し番号とした。種別

は士坑・フラスコ状土坑・焼土坑・埋設士器である。

C

グリッドは10m方眼とし、調査区の全域をカバーできるように設定した。グリッドの基線は道路法線の

センター杭にもとづく。 STANO.545とSTANO.546を結ぶラインを基線X軸、これに直交するラインをY

軸とし、これらに基づいて10m方眼を組んだ。おおよそX軸が東西方向、 Y軸が南北方向である。

グリッドの設定

2 層序と遺物の出士状況

A 層序

猿額遺跡は、比高差4~5mの斜面を挟み、東側の下段と、西側の上段に分けられる。また、このうち

下段では部分的に沼沢火山灰層の堆積が認められるなど、地形的・地質的にも均一ではない。このため地

点によって士層の堆積状況も異なっている。ここでは遺物が比較的多く出士した沼沢火山灰層が堆積する

調査区下段北側の層位を基本層序とする。一方、沼沢火山灰層の堆積が認められない下段中央部~南部、

上段の層位については、基本層序と異なる点を重点的に記す。

<調査区下段>

沼沢火山灰層の堆積が認められる北側の層位は、以下のとおりである。

1層暗灰褐色の腐植士層で、粘性・しまりに欠ける。厚さ10~15Cmで、縄文時代の遺物を少量含む。

Π層暗褐色の腐植士層で、やや粘性を持つが、しまりに欠ける。厚さ10~30伽である。縄文時代の遺物

包含層である。

Ⅲ層基本層序のΠ層とⅣ層の漸移層である。暗黄褐色のシルト層で、厚さ20~40伽である。

Ⅳ層沼沢火山灰層である。黄褐色のシルト層で、厚さ10~25師である。

V層明灰色士層で、粘性・しまりに富む。厚さ10~15師で、縄文時代前期末以前の遺物包含層である。

Ⅳ層(沼沢火山灰層)が厚く堆積する地点にのみ認められる。

Ⅵ層黄褐色を呈する粘質士で、本遺跡の地山である。

(調査区下段の沼沢火山灰層堆積範囲タ"

上方から1層、Π層、Ⅲ層、Ⅵ層に分けられる。このうちⅢ層のみ基本層序のそれとは異なっている。

このⅢ層は、基本層序のⅢ層と色調は酷似するが、Π層とⅥ層(地山)の漸移層のため、基本層序のそれ

とは性質が異なっている。部分的にⅣ層の粒子を含むものの、やや粘性を帯びている。

<調査区上段>

上方から1層、Π層、Ⅵ層(地山)に分けられる。いずれも下段の基本層序と対応するが、粘性.しま

りに欠ける点や、 1層が5~15伽、Π層が10~20cmと比較的薄い点などが異なっている。また地山も下段
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2 層序と遺物の出士状況
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と同じく黄褐色を呈する粘質士であるが、軟質の角礫を多量に含んでいる点が異なる地山に含まれる角

礫は、Π層中にも若干認められる

B 遺物の出士状況

遺物が極めて希薄な調査区東側斜面と、凋査区上段と下段を結ぶ斜面を除き、上段と下段の遺物出士状

況を記す遺物の多くは包含層からの出士である埋設士器・風倒木痕を除く16か所の遺構の中で、遺物

が出士した遺構は5か所にとどまる遺物の出士量は平箱にして縄文士器は8箱、石器・剥片類は13箱で

ある調査区の下段

多数の遺構が検出された中央部~北部の範囲にかけて遺物の出士量が多い特にほぼ中央に当たるE6

6 ・フ、 11・12、 16 ・17、 21・ 22グリッドでは、遺物が特に集中して検出されている(第19図)この

うち士器は、縄文時代前期末葉(大木6式期)のものである方、南側での出亘は希薄であるまた

平成5年度に調査した北側にあたる林道下の100'では、遺構は確認されておらず、遺物も縄文時代前期

末葉の士器片が十数片出士したにとどまる

凋査区上段

遺物包含層が薄く、出士遺物も下段より少ない。ある程度のまとまりが認められる遺物集中地点(土器

片、石器・剥片類が10~20点まとまる程度)が点在するにすぎない次調査で旧石器時代末~縄文時代草

創期の尖頭器が出士したE12・13グリッドから、同時期の尖頭器がもう 1点と旧石器時代の彫刻刀形石器

や石刃などが出士したまたE12・13グリッドから約10m北東側からは、剥片を中心とした石器が集中し

て出士しているこの他に西側では、縄文時代前期中葉の士器片が出士した2号フラスコ状士坑の周辺か

,
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ら、比較的多くの遺物が出士した。上段東側は4か所から士器片がまとまって出士したにとどまる。

(出士層位)

Ⅱ層出士の遺物が大半を占める。Π層は調査区上・下段の全域で認められるが、出士遺物の少ない下段

南部と上段ではΠ層が薄い傾向にある。またⅣ層(沼沢火山灰層)が堆積する地点にのみ存在するV層の

出土遺物は、Π層と比較して極端に少ない。 V層を掘り込んで構築された2号士坑の底部近くから、縄文

時代前期末葉の士器が1個体分出士しており、Ⅳ・V層の堆積年代を考える上で良い資料となっている。

3

A 概要

士坑9基、フラスコ状士坑2基、焼士坑5基、埋設士器1基のほか、風倒木痕Ⅱ基が検出された。遺跡

は大きく西側の上段(標高95~99m)と下段(標高86~88m)とに分かれるが、風倒木痕を除けば、遺構

の分布は下段の北東部に集中している。上段では調査区最西部に偏るが、フラスコ状土坑1基、焼士坑2

基が確認されたにすぎない。

確認された遺構のうち士器・石器など遺物が検出されたのは、 2号・3号士坑、 1号・2号フラスコ士

坑、 2号焼士坑があるにすぎない。このうち出士遺物から時期が確定しえるのは、覆士中から1個体分の

士器が出士した2号士坑、覆士上層から比較的大きな破片が出士した2号フラスコ状士坑だけである。各

遺構の年代を明確にしがたいが、下段から検出された遺構は確認面の層序から推察が可能である。

猿額遺跡では沼沢火山灰層を間層とした上下の2枚の遺物包含層が確認できた。沼沢火山灰層の堆積年

代は、第Π章のとおり縄文時代前期末葉である。このため沼沢火山灰の堆積によって埋没した遺構は、縄

文時代前期末葉以前の所産であり、①沼沢火山灰層上(基本層序の第Ⅳ層)で確認、②沼沢火山灰層を掘

り込んで構築された遺構は、縄文時代中期以降の所産と考える。これに対し、沼沢火山灰の堆積範囲外に

構築された遺構の年代は明確にしえない。ここでは、これらの遺構の覆士上面の層序や遺構の上部に堆積

した層序から縄文時代の所産として記述する。各遺構の年代は以下の通りである。

<1>縄文時代前期末葉以前

2号士坑、 1号フラスコ士坑・ 2号フラスコ士坑、 2号焼士坑

<2>縄文時代中期前葉以降

1号士坑・5号士坑・6号~8号士坑、 1号焼士坑、 1号埋設士器

<3>時期不明

3号・ 4号士坑、 3号焼士坑、 4号・ 5号焼土坑

構

B

<1>調査区下段

①土坑

いずれも調査区下段の東部で確認されている。

1号士坑北側の平坦部に位置し、 3m東には1号埋設士器がある。北側半分が撹乱によって削平され

ている。確認面はⅣ層で、平面形は楕円形を呈する。残存部では長径73Cm、短径52Cm、深さ18師である。

各説(図版23)
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断面形は箱形で、底部中央には径20cm、深さ10伽の小ピットがある。覆士は5層に分けられ、中間の2 ・

3層には沼沢火山灰層が混入している。

2号土坑中央~北側の平坦部に位置し、3.5m北東には2号焼土坑、4.5m南には3号士坑がある。確

認面はV層で、上部に沼沢火山灰層が厚く堆積していた。上部は削平された部分もあるが、残存状況は良

好である。平面形は楕円形を呈し、長径128師、短径48Cm、深さ13Cmである。壁は急傾斜に掘り込まれて

おり、断面形は箱形で、底部はほぼ平坦である。覆士は4層に分けられ、 1~3層には多量の沼沢火山灰

を含む。底部からわずかに浮いた状態で縄文時代前期末葉の深鉢が出士している。

3号土坑中央の平坦部に位置し、4.5m北には2号土坑、 3m南東には3号焼士坑がある。確認面は

地山で、上部がわずかに削平された部分もあるが、残存状況は良好である。平面形は円形に近い楕円形を

呈し、長径40cm、短径29Cm、深さ 7Cmである。断面形は皿形で、底部は平坦である。覆土は4層に分けら

れ、上層の1・2層から小形剥片が20点出士している。覆士の3層に沼沢火山灰層が混入していることか

ら、土坑の構築年代は縄文時代前期末葉、小型剥片は縄文時代中期前葉の所産と思われる。

4号士坑中央~南側の平坦部に位置し、 1m南西には5号士坑がある。確認面は地山で、上部はかな

り削平を受けている。平面形は楕円形を呈し、長径34Cm、短径18Cm、深さ12師である。断面形は半円形で、

壁は緩やかに立ち上がる。覆士は2層に分けられ、上層からは径約20cmの搬入礫2個が出士している。こ

のうち1個は直立した状態で検出された。

5号士坑中央~南側の平坦部に位置し、 1m北東には4号士坑、 2m東には8号士坑がある。確認面

はⅣ層で、上部は削平を受けている。平面形は楕円形を呈し、長径64Cm、短径55Cm、深さ20cmである。断

面形は筒形で、西側の壁が急傾斜で掘り込まれ、底部は平畑である。覆士は3層に分けられ、全層に沼沢

火山灰が混入している。底部からやや浮いた状態で、直径40cmほどの搬入礫が検出されている。

6号士坑中央部の平坦地に位置し、約5m南には5号士坑がある。確認面は地山で、上部は削平を受

けている。平面形は楕円形を呈し、径830m、深さ28師である。断面形は皿形に近いが、南側は急傾斜に掘

り込まれている。底部は平坦である。覆土は4層に分けられ、 1層には沼沢火山灰が混入している。底部

と、底部から浮いた状態で搬入礫が検出されている。

7号土坑中央からわずかに南側に位置し、 8号士坑の北東部を切る。確認面はⅣ層で、残存状況は良

好である。平面形は不整楕円形を呈し、長径48師、短径35Cm、深さ13Cmである。断面形は皿形で、底部は

丸みを帯びる。覆士は3層に分けられ、 1・2層には沼沢火山灰層が混入している。

8号士坑中央からわずかに南側に位置し、 7号士坑に北東部を切られている。確認面はⅣ層である。

平面形は不整楕円形を呈し、長径105Cm、短径95師、深さ15伽である断面形は皿形で、底部は凹凸が著

しい。覆士は3層に分けられ、 1・2層には沼沢火山灰が混入している。

②フラスコ状士坑

調査区下段(1号)、調査区上段(2号)からそれぞれ検出されている。

1号フラスコ状士坑最東部に位置し、 5m北西には1号焼士坑がある。壁の一部が崩落しているが、

残存状況は概して良好である。確認面は地山で、平面形は楕円形である。法量は確認面上で80×53師、中

間壁では107×98Cm、底面では98×80cm、深さは50師である。断面形は西側のくびれ部が崩落しているが、

いわゆるフラスコ形で底部は丸みを持つ。覆士は8層に分けられる。このうち5・6層では被熱した搬入

礫が検出されたこと、 6層には多量の炭化材がレンズ状に堆積していることから、士坑としての機能が停

止後に、再利用された可能性が高い。搬入礫以外の出士遺物には、 5層から検出された縄文士器深鉢の底

Ⅵ 猿額遺跡
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3 遺構

部がある。

2号フラスコ状土坑南西部に位置し、 5m北東には4号焼士坑、2.5m東には5号焼士坑がある。く

びれ部付近が崩落しているが、残存状況は概して良好である。確認面は地山で、平面形は確認面が楕円形

であるが、底面は円形を呈する。法量は確認面で130cmX124Cm、底面では105Cm、深さは70cmである。断

面形は箱形で底部は平坦である。覆士は7層に分けられ、 1~3層から縄文時代後期前葉に比定される士

器が13片出土している。

③焼士坑

調査区下段に位置するもの(1~3号)と、上段に位置するもの(4号・5号)がある。

1号焼士坑北東部に位置し、 5m南東には1号フラスコ状士坑がある。西例仂§1号風倒木痕に切られ

ており、残存状況は不良である。確認面はⅣ層で、平面形は楕円形を呈する。残存部で長径850m、短径65

Cm、深さ12師である。断面形は皿形で、底部は凹凸が激しい。覆士は3層に分けられるが、焼士が堆積し

ていたのは1層である。炭化物の堆積や明確な火床は確認されなかった。

2号焼士坑中央からやや北に位置し、3.5m南西には2号士坑がある。確認面はV層で、残存状況は

良好である。平面形は楕円形を呈し、長径80cm、短径70cm、深さ10師である。断面形は皿形で、底部は平

坦である。覆士は焼士の単層で、多量の焼士粒・炭化粒を含むが、明確な火床は確認されなかった。出士

遺物には縄文士器1片があるが、細片のため時期は明確にしえない。

3号焼土坑中央部に位置し、 3m北西に3号士坑がある。確認面は地山で、残存状況は良好である。

平面形は楕円形を呈し、長径90cm、短径61Cm、深さ12師である。断面形は皿形で、底部は平坦である。覆

士は4層に分けられ、上層は多量の焼土粒を含む淡赤褐色士がレンズ状に堆積する。

4号焼士坑南西部に位置し、 5m南西には2号フラスコ状士坑が、4.5m南には5号焼士坑がある。

確認面は地山で、木根によって撹乱を受けており残存状況は不良である。焼士範囲の平面形は長楕円形を

呈し、長径25Cm、短径15伽、深さ2師である。断面形は皿形で、底部は凹凸が激しい。覆士は焼士層の単

層で少量の炭化粒を含むが、明確な火床は存在しない。

5号焼土坑南西部に位置し、 2.5m西には2号フラスコ状土坑、4.5m北には4号焼士坑がある。確認

面はⅡ号風倒木痕の覆士上層である。上部は削平を受けており、残存状況は不良である。焼士範囲の平面

形は不整楕円形を呈し、長径20cm、短径18伽、深さ11伽である。断面形は皿形で、底部は平坦である。覆

士は単層で、多量の炭化粒・焼士粒を含むが、明確な火床は存在しない。

④埋設士器

1基のみ検出されている。調査区下段の北側に位置し、 3m西には1号士坑、 6m南には2号士坑があ

る。確認面はⅣ層(沼沢火山灰層)で、埋設された士器は口縁部から体部中半を欠く。埋設士器の周囲に

は径100伽、深さ34Cmで、テラスを持った箱形の落ち込みが確認されたが、撹乱の可能性が高く、掘り形

は明確でない。士器型式・遺構確認面の層序から、縄文時代中期前半の所産と考える。

⑤その他

風倒木痕が11基(調査区上段で4基、下段では7基)検出されている。このうち1号風倒木痕から磨石が

検出されているが、それ以外の風倒木痕からは遺物は出士していない。
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4

今回検出された遺物は、縄文時代前期末葉のものが主体である。遺物の出士状況は前説の通りであるが、

包含層出士遺物中でも、Π層出士のものが大半である。 V層出士・遺構内出士は、きわめてわずかであっ

た。図版上では遺構・層位ごとに区分して掲載したが、ここでは一括して分類を行い記述する。

出士遺物

A 縄文士器(図版24~26-1~フフ、写真図版82~84)

帰属時期を重視して分類を行ったが、細片で文様構成が把握しにくいものや、縄文のみが施された粗製

深鉢は、十分な根拠を欠く場合がある。ここでは出土地点・層位、胎士を考慮に入れ、分類を行った。

第1群士器 前期中葉以前のものである。出士量は極わずかで、胎士中に繊維を含む。

第Π群士器 前期末葉のもののうち、東関東地方を中心とする興津式に比定されるものである。

第Ⅲ群士器 前期末葉のもののうち、東北地方を中心とする大木式に比定されるものである。

第Ⅳ群士器 中期以降の士器である

①第1群土器(10)

明確なものは1点が出士したにとどまる。10は底部を欠くものの、口縁部~体部下位まで残存する。ロ

縁部は内湾して立ち上がり、端部はわずかに肥厚して平行な面を有する。文様は外面に横位の羽状縄文が

施されている。大木2式に比定されるものである。

②第Π群士器(37)

東関東を中心に分布する興津式に比定されるものである。波状口縁を呈し、波上部直下には円形の浮文

が貼付されている。口縁に刻目が、またその直下には2本単位の櫛歯状工具で横にずらしながら連続刺突

が施されている。頸部から胴部にかけては、半戡竹管具と櫛歯状工具を用いて、水平ないし波状に菱形文

及び三角形を連続的に構成している。

(3)第1Ⅱ群士器(1~ 9、 11~36、 38~娼、 54~62、 65~朋、 74 ・ 75)

出土点数は多量とは言いがたいが、士器の残存率は高い。このため全体の器形が復兀しえるものが十数

点存在する。細分に際しては器形を重視して分類を行い、文様の構成・法量により更に細分を行う事とし

たい。細分に際しては、器形での分類が困難なものもあることから、十分でないが、士器の様式を重視す

る立場から、なるべく器形と文様の関連性について明確にしたい。

・器形

Ⅵ 猿額遺跡

胴部中位~上位がわずかに膨らみ、口縁部は屈曲して外へ開くものである。口縁部は概して長

い。

胴部が球形状のもの、もしくは金魚鉢形を呈するものである。口縁部は体部から屈曲して直立

するものと、屈曲して大きく外へ開くものがある。

バケツ形を呈するものある。口縁部が複合口縁となるものが多い。

口縁部と胴部の境が明瞭でなく、胴部上位から大きく外反して口縁部に至るものである。出士

点数は少ない。

いわゆる通用の粗製深鉢で、口縁部がわずかに内湾して立ち上がる。
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4 出士遺物

56

様

縄文圧痕が施された

もの

横長の円形浮文が施

されたもの

幅の広い爪形文が施

されたもの

爪形文を施した幅5

mm程度の隆線が、横

位・斜位に施された

もの

地文以外は、沈線文

のみで文様が描かれ

ているもの

沈線の側縁に爪形文

2

3

4

5

6

が施されたもの

細い粘士紐を貼り付けて文様を描くもの7

縄文のみ施されたもの8

・ A類( 1 ・ 22~24 ・ 27)

口径約23~30cm、器高約35~40cmと大型のもの(1・22・23)、口径約24Cm、器高約26Cmと中型のもの

(浜)、器高は不明であるが、口径約19伽と小型のもの(27)がある。いずれも波状口縁を呈するが、 5

単位のものは1点のみで、 4単位のものが多い。

大型のうち1は、 5単位の波状口縁を呈しており、他とは異なる。複合となる口縁部には縦位の縄文圧

痕が施されており、文様構成は1類である。体部は縄文が主体で、横位の綾繰文が4条加えられている。

22は、左右に比して中央が大きな三つの波を1組とする小波状口縁を呈する。文様構成は8類である。

一方の23は文様が1類で、横位の縄文圧痕は口縁上端部をほぼ全周し、縦位のものは2条を一組として4

単位施されている。頸部付近には幅広な爪形文が施されている。

中型の24は、波頂部が双頭状の小波状を一単位とする波状口縁を呈する。文様構成は5類で、縄文施文

ののち口縁部から頸部にかけて5条を基本とする沈線が施されている。なお、波状部直下には3個の円形

竹管文が施されており、沈線も3条と数を減じている。小型の27は胴部下半を欠くが、口縁部は無文で文

様構成は8類の可能性が高い。

・ B類(13 ・ 28 ・ 31 ・ 34 ・ 35)

口径約20~28Cmと中型のもの(13・31・34・35)と、口径約13Cmと小型のもの(28)がある。いずれも

平縁で、波状口縁のものは認められない。

中型のものは口縁部の屈曲が強いもの a3・31)と、弱いもの(34)に分かれる。前者のうち13は、ロ

径が胴部最大径を上回る。口縁部上端には幅広の爪形文が、下端には三角形状の陰刻が認められ、文様構

成は3類になろう。また体部には渦巻き状の沈線が縄文施文ののちに施されるなど、装飾性は高い。

31は胴部最大径が口径を上回る。残存率は低く把握できない部分が多いが、浮文を中心に文様が施され

A類 C類

第20図猿額遺跡第Ⅲ群士器の分類図
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Ⅵ 猿額遺跡
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ている上端がっまみ上げられた幅広な口縁部端面には、中空・中実の円形浮文と幅5叩の太い粘士紐が

縦位に施されているこれらの間を、爪形文が施された細い粘土紐が角形状に配置されている口縁部

から体部上位は、細い粘土紐の貼り付けで文様が描かれている口縁部から頸部は横位に2条施され、そ

の間に鋸歯状に加えられている頸部には横位に2条が施され、体部との境となる体部には縦位に3条

が施されて区画されているが、このうち左右のものは屈曲して、鋸歯状のものへと連続している細い粘

士紐は、口縁部に鋸歯状に施されたもの、体部上位に縦位に施されたもののうち中央以外は、いずれも爪

形文が施されている

34は口縁部に幅約1師の隆帯が縦位に8単位施されている隆帯の両側縁には縦位の爪形文が、隆帯間

、は角形となる爪形文が施されている胴部の文様は全て縄文であるが、頸部付近には条の沈線と頸

蜘、
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4 出土遺物

部を全周する爪形文が加えられている。頸部に全周する爪形文が施された文様構成は、35にも認められる。

小型の28は胴部最大径が口径を上回るタイプである。残存率が低いことから明瞭でないが、体部には縄

文のみが残る。口縁部には縦位の沈線が3条と、鋸歯状になるものであろうか、爪形文が斜位に2条施さ

れている。口縁上端部から残存する体部上位内面にはオコゲが厚く付着する。

C類( 2 ・ 5 ・ 25 ・ 26 ・ 29 ・ 30 ・ 32)

大型のもの(5 ・26・29・30・32)と、小型のもの(2 ・25)がある。波の大小はあるが、大型・小型

のものを含め、 4単位の波状口縁を呈するものが主体で、平縁のものは1点のみ(32)である。

大型のうち5は、波頂部が双頭状を呈する小波状を1単位とする複合の波状口縁を呈する。文様は簡素

で、体部に縄文が施されたのみの8類に属する。26は、口縁上端部に幅約1伽の粘士紐が貼り付けられて

いる。下端部に断面三角形の隆帯が1条施され、縄文のみの体部との境界となる。口縁部には太めの粘士

紐と、爪形文が施された細い粘士紐で文様を構成する。残存部において前者は逆三角形状に、後者は横位

と三角形状の文様が施されている。

29は口縁部の形態が22に類似し、三単位を一組とする小波状口縁を呈する。文様は沈線と爪形文で施さ

れている。口縁部~体部は2条の沈線で3区分されており、最下段は縄文のみ施されている。一方、上段

には波状部直下に沈線による2重の同心円文が施されている。波状口縁間の文様は同心円以外は異なって

おり、上段は対になる平行四辺形状、下段は台形状の文様が加わる。なお、上下両段とも沈線の両側縁に

は爪形文が施されている。30は残存率が低いものの、口縁部は無文で体部に縄文が施されたのみである。

32はC類の中で、唯一波状口縁を呈していない。体部の縄文以外は沈線による文様が施されており、 5

類にあたる。複合口縁を呈する幅広な口縁部には、逆U字状の文様を中心に4単位の区画が作り出されて

いる。各区画は長方形状の文様が描かれ、その内部には「く」の字が対になる。一方の口縁直下には鋸歯

文一沈線一鋸歯文一沈線一沈線の順で文様が施されている。

・ D類(21)

1点のみ出土している。口径約28.5Cm、器高約29.5Cmと大型である。口縁部には「ハート」形の突起が

つくタイプである。文様は残存部位が限定されることから明確にしえないが、口縁部まで縄文が施された

のち、縦位と横位に細い粘士紐貼り付けによって鋸歯状文が作り出されている。

・ E類(38~41、 44 ・ 54~62)

通用の深鉢形士器で、細片でも推定が可能である。法量を明確にしえないものが多いが、口径約25~30

帥と中型のもの(聞~4のと、口径約19肌と小型のもの(41)に分かれる。

中型のもののうち、認・39は口径が胴部最大径を上回らないものであり、口縁部の内湾度は低い。これ

に対して40は、胴部最大径が口径を上回るタイプであり、口縁部の内湾度が高い。小型の41の形態は前者

に近い。文様は38~40・55・57~60が縄文のみ、残存部では無文のもの(61・62)に分かれる。

上記以外は、器形により分類が困難なものである。以下では文様による分類別に記述を行うが、上記の

関連で可能性があるものについては、適宜分類を行うこととしたい。

・ 1類(14)

1点のみ出士している。断面三角形の隆帯上に縄文圧痕が施されている。残存する隆帯の上部は無文、

下段は縄文が施されている。残存部からの推定では器形はC類になろうか。

・ 5 類(18、 42 ・ 43 ・ 45~48 ・ 63)

細片で、全体の文様構成が不明なことから本類に属するものも多い。分類の基準に明確さを欠くが、ロ
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縁部が残存するものは本類の可能性が高い。口縁部破片のうち、42は直線と半円の組み合わせで文様が描

かれている。43・48は波状口縁を呈し、文様も酷似する。口縁部と体部の境界は、横位の沈線により区切

られており、体部には縄文が施されている。口縁部は波状部直下に2条が1組となる縦位の沈線間に、

「逆U字」となる文様が施されている。44も波状口縁を呈するが、波状口縁部の端面には円形の文様が施

されている。また口縁部と平行する波状の沈線が8条入る。

妬・46は上端部が波状口縁を呈し、板状に肥厚する。口縁上端部には横位の沈線が、45ではその下位に

楕円文が施されている。47は残存率が特に低いが、波状口縁を呈し、口縁部と平行して沈線が施されてい

る。63は横位の沈線が施されているが、特に幅広に作り出された無文帯の上下に縦位の沈線が施されてい

る。

・ 6類(15)

15は大きく円形で波状の側縁に小さな突起が付く波状口縁を呈する。口縁上端部は大きく肥厚して複合

状を呈する。幅の狭い爪形文が口縁に平行して2条、その下部には横位に爪形文が施されている。

・ 7類(3)

1点のみ出士である。 3は口縁端部上端に楕円形の浮文が施され、その直下には横位の沈線が施されて

いる。口縁端部上端には刻みが加えられている。

・その他 a7)

平縁の上部から縄文が施されたものである。その他、体部破片(4・6・16・17・2のは残存部位では

地文及び無文である。体部~底部にかけての破片(フ~9・Ⅱ・12・19・33)に残る文様はいずれも縄文

である。底部外面は無文のものも多いが(フ・9 ・19)、網代痕が残るもの(11・12)もある。

(4)第Ⅳ群士器(49~認・64~フフ)

中期.晩期のものはごく僅かで、後期の士器群が主体である。64は体部の破片であるが、縦位の沈線が

3条施されており北陸系の「新保・新崎式」の範疇で考えられるものである。

後.晩期のものは、上段を中心に確認されている。深鉢(49~認・65~73)、注口士器(76・フフ)がある。

深鉢は口縁部破片と胴部破片があるが、撚糸文が施されたA類(50~認・71・72)と、横位の沈線と縄文

が施されたB類(53・67・7の、条線のみのC類(49・66・68・73)がある。

A類のうち、口縁部破片である50~52は、縄目がはっきりとした50・51と、はっきりとしない52がある。

51は胎士中に繊維を含む。体部破片である71・72はいずれも網目状撚糸が施されている。50~52は後期中

葉頃、 71・72は晩期の所産と考える。

B類の口縁部破片である認は縄文が施されたのち、 3条の沈線が加えられている。これに対し、56は口

縁上端部に一条の沈線が横位に施されているのみである。体部破片の67・70は、縦位の沈線が加えられて

いる。釘は残存部において横位の沈線を欠くが、70にはそれが入る。横位と縦位の沈線で長方形(方形)

の無文帯を作り出していると考える。

C類のうち口縁部破片である49は、斜位の条線が施されている。条線を斜位に施すのは体部破片である

66も同様である。これに対し、壷形士器の頸部から体部上位の破片である73は、縦位で細かい条線が施さ

れている。これらはいずれも条線のみが施されたものであるが、68は縦位の沈線で区画が作り出されてお

り、その内部に斜位の沈線が施されている。これらはいずれも後期中葉頃の所産と考える。

注口土器と思われる76は口縁部が残存しており、上端部には孔が施されている。また残存する口縁部外

面には横位の沈線が2条施されており、その間に文様帯が存在する。文様は縄文施文ののち、方形で無文

Ⅵ 猿額遺跡
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4 出士遺物

の区画を作り出している。一方の内面も2条の沈線間に縄文のみが施されている。

フ7は、注口の体部破片である。体部から大きく内湾して頸部に至るものであり、残存する体部下位には

磨り消し縄文が、上位には入り組み三叉文が施されている。縄文時代晩期の安行式の所産と考えられる。

B

士器との共伴関係から、縄文時代前期末葉~中期初頭のものが主体と考えるが、調査区の上段からは、

旧石器時代のものや縄文時代草創期のものが若干出士している。また出士層位が第Π層と第V層とに分か

れるが、ここでは時期・出士地点での区分は行わず、一括して分類し記述する。

①彫刻刀形石器(37)

1点のみの出士である。石刃または剥片の端部に、桶状の剥離が施された石器である。石刃または剥片

を断ち割るように加えられた主要剥離面に、連続的な二次加工を加えて打面とし、左右両側辺、背面に彫

刻刀面が作出されている。長さ8.ocm、幅2.6Cmで石材は頁岩である。

②石刃(38)

彫刻刀形石器と同様に1点のみの出士である。剥離軸方向の長さが、幅のほほ'2倍以上で、両側辺と背

面の稜がほぽ平行する剥片である。平面の加撃方向と直行する剥離面を含んでいる。長さ9.6Cm、幅2.5Cm

で、石材は頁岩である。

(3)尖頭器(39~42)

4点出士している。法量により細分が可能である。39は御子柴型に属する完形品で、長さ14.4Cm、幅

5.3Cmと大形である。正面の両側縁、裏面の先端部と底縁には特に丁寧な微細剥雛が施されている。40・4

1は、長さ8.7Cm~10.2Cm、幅3.0~3.5Cmと中形に属する。このうち40は、左側縁中央部が破損している。

一方の41は左側の底縁部分が大きく加工され、つまみ状の基部を有する。また一次加工は、39.40に比べ

て丁寧ではなく、微細剥籬はそれほど認められない。

42は、長さ3.3Cm、幅1.6Cmと小型である。横長剥片を素材としており、正面の先端部から両側縁に、裏

面は先端部~底縁にかけて二次加工が施されている。小型のためか、
(長さ)

次加工は微細剥離以外に施されいない。石材は39が鉄石英、40~42は頁 3:1
15Cm

.

岩である。長さと幅の比率は、大型の39が約2.5:1、中型の40・41が
2:1

約3:1、小型の42が2:1である(第22図)。

④石錐(43・U)

縦長剥片を素材としたものが2点出土している。いずれも二次加工は 10cm

正面のみで、粗雑な剥離が錐部付近に集中している。つまみ部の作り出

しは明瞭でない。錐部からつまみ部にかけての形状から細分が可能であ

る。43は錐部からつまみ部にかけて比較的広がるのに対し、 Uはわずか

にひろがる程度である。石材は43が流紋岩、"は緑色凝灰岩である。 5師

(5)ピエスエスキーユ(45)

わずかに1点のみの出土である。縦長剥片を素材としており、 4個二

対の刃部と、両極剥離痕をもつものである。長さ4.1Cm、幅3.1Cmで、石

材は頁岩である。

石器(図版27~33-1~96、写真図版85~88)
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⑥篦状石器(46~48) 2:1

10cm

3点出土している。縦長剥片を素材とし、基部から刃部にかけて大き

く開く 1類(46・47)と、横長剥片を素材とし、刃部幅と基部幅の差が '

^

ほとんどなく、長楕円形に近い形状の2類(48)がある。二次加工は中・

小型の連続剥離が施されているが、47は正面のみに、46は刃部・側縁に
50n

僅かに施されたのみであるが、48は両面とも二次加工が全周する。長さ .箆状石器

'打製石斧フ.3Cm~8.3Cm、幅4.0~4.2Cmで、長さと幅の比率は1.8~2.1:1であり、

打製石斧(約1.5:1)とは異なる。石材はいずれも頁岩である。

⑦打製石斧(49)
5Cm

1点のみの出士である。厚手の剥片を素材としており、二次加工は両第23図

面に施されているが、正面の二次加工が急、角度剥離である。刃部幅が基

部幅の約1.5倍ある撥形の範疇に属し、刃部は偏直刃である。石材は鉄石英で、長さ8.1Cm、幅5.4Cmであ

る。

(8)磨製石斧(50~55)

6点出士しているが、基部及び刃部を欠くものが大半である。定角式磨製石斧(51~55)の他に、正裏

面と側面の稜が特に弱く、「乳棒状磨製石斧」と考えられるもの(5のがある。

前者は破損品が多く、完形品は51の1点のみである。破損品のうち52は未製品となろうか。明確な磨面

が認められず、叩きの痕跡も明瞭でない。これらを含め、刃部はいずれも両凹刃と考えられる。

方の乳棒状磨製石斧である50は、長さ21.6Cm、幅7.5Cm、厚さ4.5Cmと特に大型なものである。正面に

は刃部と基部の中間に、裏面には刃部と基部に磨痕が認められる。刃部は両凹刃である。石材は50・51が

安山岩、 53は頁岩、 54・55は頁岩、 52は明確でないが、安山岩の一種であろうか。

(9)不定形石器(31~35・56~76)

A類(32、 56~59)

長さ6.2~6.9Cm と大型の 1類(56・57)と、長さ2.8~3.5Cmと小型の 2 類(32・58・59)がある。 1類

は縦長剥片を素材とする56と、横長剥片を素材とする57に細分が可能である。56は正面の両側縁及び、裏

面の片側縁に微細剥離が施されている。一方の57は石匙に類似し、底縁両面及び裏面の片側縁に二次加工

が施されている。

2類は残存する両側縁全面に二次加工が施された32・58と、底縁付近にのみ二次加工が施された59に分

かれる。このうち58は、端部が鋭利で石錐状に作り出されているが、32は円形でエンドスクレイパー状を

呈する。一方の59は、特に急角度の二次加工が施されている。石材は32が鉄石英、57・58は頁岩、59は玉

髄である。

B類(60~62)

いずれも縦長剥片を素材としており、二次加工は側縁にのみ施されている。二次加工が裏面にも及ぶ60・

61と、正面にのみ施された62に分かれる。60は正方形を呈し、 61が基部から底縁にかけて大きく開くのに

対し、62は「く」の字状を呈する。石材はいずれも緑色凝灰岩である。

C類(31・ 63)

2点のみ出士である。横長剥片を素材として、底縁に大型の二次加工が施された31と、縦長剥片を素材

とし、正面の底縁に鋸歯状の刃部が施されている63に分かれる。31はつまみ状の基部と鋸歯状の刃部を有

61
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4 出士遺物

する底縁とからなり、石匙状を呈する。一方の63は、正裏面の両側縁に小型で不連続な二次加工が施され

ている。石材はいずれも頁岩である。

D類(64~66)

法量により分類した。横長剥片を素材とし、長さ6.5Cm、幅4.3Cmと大型の64と、縦長剥片を素材として、

長さ4.0~4.5Cm、幅2.1~3.1Cmと小型の65・66がある。いずれも折れ面を利用して、片側縁にのみ二次加

工が施されている。石材は64・65が頁岩、66は緑色凝灰岩である。

E類(67 ・ 68)

2点出士している。長さ6.1Cm、幅6.6Cmと大型で、挟り部に急角度の剥離が不連続に施された67と、長

さ3.2Cm、幅2.6Cmと小型で、扶り部には小型で急角度の剥籬が連続的に施された68がある。石材は67が凝

灰岩、 68は頁岩である。

F類(33~35 ・ 69~74)

長方形を呈する34・35・69・70と、先端が尖る33、長さと幅の差がさほど無く、方形に近い71・72・74

がある。 33・34・69・70は縦長剥片を素材としており、側縁にのみ二次加工が施されている。一方の71~

73は、同じく縦長剥片を素材とするが、大型で浅い剥離を施した後に、小型で不連続な二次加工が施され

たものが多い。横長剥片を素材とした35は、底縁の両面に一次加工が施されている。石材は33が鉄石英、

34 ・ 35 ・ 69 ・70 ・74が頁岩、 71・72が流紋岩である。

分類不可(75・76)

上記の分類に当てはまらないものを一括した。75は、尖頭器状の鋭利な尖端部を有するものである。正

面の右側縁には折れの後、二次加工が施されている。76は縦長剣片を素材とし、正面の右側縁の両面に大

型で浅角度の二次加工が施されている。石材はいずれも頁岩である。

⑩礫器(フフ)
20cm

2:1
1点のみ出土している。幅3.2Cmと薄手の礫 *

を素材とし、両面に加工が施されている。底縁

は両刃となるが、挟れ部が作り出された側縁に
.

*

は裏面のみ刃部が形成されている。長さ9.2Cm、 15Cm

''

幅6.8Cmと大型で、石材は頁岩である。
.■

令
^ .

*
.

(11)磨石類(4 ~フ、 29 ・ 30、 36、 78~90)
'.

口

A類(磨痕のみ)、 C類(磨痕十凹痕)、 E類 ■

*
'

(凹痕のみ)、 F類(凹痕十敲打痕)、 G類(敲
'

10cm

打痕のみ)が出士している。

・ A類( 6 ・ 29 ・ 78~82)

磨痕が正裏面のいずれかに認められる1類

(29・78・79)、側面にのみ認められる 2 類(6
. A類
O B類

・80~82)がある。 ' C類
ム D類
. E類

このうち1類は、両面に磨痕が認められる29・ O F類
* G類

78と、片面にのみ認められる79がある。 79には、

磨痕がある面にタール状の付着物が認められる。 10an5Cm (φ帝)

第24図猿額遺跡出士の磨石類長幅図
78のように破損品も含まれるが、長さⅡ.0~
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18.4Cm、幅7.5~9.9Cm、厚さ4.2~5.kmである。石材はいずれも安山岩である。

・ C類(4 ・フ・ 83~85)

磨痕が正裏面、敲打痕が端部に認められるC I- a類(83・84)、磨痕が

正裏面、敲打痕が側面に認められるC I-b類(4)、磨痕が側面に、敲打

痕が端部に認められるC 2 a類(フ・85)がある。

このうちCI-a類は、磨痕が正裏面のうち片面に、敲打痕が下端部にの

み認められる83と、磨痕が正裏の両面に、敲打痕が上下両端に認められる84

に細分が可能である。一方のCI-b類である4は、正裏面の両面に磨痕が

認められ、うち片面にはタル状の付着物が認められる。長さ10.3~15.6Cm、

幅6.3~8.4Cm、厚さ3.0~5.5Cmで、石材は 7 ・ 81・ 83は安山岩、 4 ・ 82 ・ 85

は花樹岩、 84が砂岩である。

・ E類(86 ・ 87)

2点出士しているが、いずれも正裏面の両面に凹痕が認められる。各面に

凹痕が1か所認められる86と、 2か所認められる釘がある。石材は86が砂岩、

釘は花樹岩である。

・ F類( 5 )

わずか1点のみの出土である。正裏面の両面に凹痕が、片側縁にのみ敲打

痕が認められる。凹痕は比較的広範囲に及び、凹痕がある他の磨石類とは異

なっている。長さ12.4Cm、幅7.6Cm、厚さ3.ocmで、石材は安山岩である。

・ G類(30 ・ 36 ・ 88~90)

端部にのみ敲打痕が残るGa類(30、関~9のが多く、端部と側縁に敲打

痕の残るGC類は 1点のみ(36)である。 Ga類の使用痕は形状が異なって

おり、細分が可能である。端部の一側縁に残る88、端部の全面に残る30・89、

端部中央から一側縁に残る90に分かれる。一方のGC類は、端部に残る敲打

痕も中央から一側縁に残るタイプである。形態が円柱状の88・89と、厚味の

ない90がある。石材は30・36が安山岩、 88は砂岩、 89は閃緑岩、 90は頁岩と

バラエテイーに富む。

⑫石皿(91~93)

半損品を1点含むが、

ない。長さ41.4Cm、幅29.5Cm、

厚さ6.ocmと中型の93がある。

含めた。

⑬搬入礫(96)

2 (5.9)C3a類

C3b類

C3C類

C類総計 9(26.5)

D l a類

Dlb類

DIC類

D2 a類

D2b類

D2C類

D 3 a類

D3b類

D3C類

D類総計

2 (5.9)E類

Fa類

Fb類

(2.9)F C類

(2.9)F類総計算

(20.6)Ga類 7

Gb類

(5.9)GC類

G類総計 (26.5)

H類

総計 34

第7表猿額遺跡出士の磨石
類組成表

いずれも無加工のものであり、使用面・縁・掃き出し口の作り出しは行われてい

厚さ8.2Cmと大型の92と、半壊しているが、現状で長さ25.9Cm、幅14.8Cm、

この他、磨面が2 か所あり、長さ67.6Cm、幅48.8と特に大型の91を石皿に

いずれも被熱の痕跡は認められない。石材は91・93が安山岩、92が砂岩である。

Ⅵ

A 1類

A2類

A3類

A類総計

B 1類

B 2類

B 3類

B類総計

Cla類

Clb類

CIC類

猿額遺跡

3 (8.8)

フ(20.6)

3 (8.8)

13(38.2)

C 2 a類

C2b類

C2C類

(2.9)

(5.9)

4 (11.フ)

タール状の付着物が認められるもののみ図示した。正裏面のうち片面の右側縁に多量に付着する。長さ

18.5Cm、幅17.3Cm、厚さ4.7Cmで、石材は安山岩である。

(14)剥片(1 ・ 2、 8~26)

1号フラスコ状士坑(1・2)、 4号士坑(8~26)から出土したものを図示した。

前者は2点出士しており、いずれも縦長剥片である。石材は頁岩で、接合が可能である。共に自然面が
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4 出士遺物

残る。 1は長さ4.7Cm、幅3.1Cm、 2は長さ3.6Cm、幅2.9Cmと

小型である。
5Cm

4:1 2:1

方、 4号士坑出士からは22点の剣片が出士した。石材は
.

メノウで、同一母岩と考えられるが、接合可能なものはわず
..

かに26と27のみである。 1号フラスコ状士坑出土の剥片に比 ...

して、特に小型のものが多い。 .
..

.
..

縦長剥片を素材としたもの(8~16、 20・21・瓔~26)と、 ^
.

横長剥片を素材としたもの(17~19、 22、 23)がある。長さ・
.

幅が5伽以上のものはない。長さが3師以上のもの(8・9・

10 ・ 12 ・ 14 ・15 ・ 26)が約32%、 2 ~2.9Cmのもの al・13 ・16・ (幅) 5Cm

19・21・23・25・28)が約36%、 2Cm未満のものが32%とほ 第25図 猿額遺跡4号土坑出士の剥片

長幅図
ぼ同様な比率である。

⑮石核(94~95)

五丁歩分類[高橋保雄199幻では94が2類、95が3類に属する。94は原石の%以上が残存する。一方の

95は原石の%以上しか残存していない。いずれも石材は頁岩で、自然面を残す。

C 中・近世(第26図一 1~18、写真図版88)

出士点数は約30点であるが、細片が多い。また時期的にもまとまりに欠ける。灯明皿(1)、碗(2~1

4)、小瓶(15)、壷(16)、すり鉢(17・18)がある。肥前系陶磁が最も多く(2~8 ・11~13)、その他に

は京焼風陶磁器(9)、灯明皿 a)などがある。

・皿(1)

1は灯明皿である。口径約8.5Cm、器高1.4Cm、底径約4.80mで内外面に油が付着する。

・碗( 2 ~14)

9

司'

0

10

Π

第26図

C>

、ゞ■'ξフク

12

猿額遺跡出士の中・近世陶磁器
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残存率が低いことから明確ではないが、口縁部はほぽ直立して立ち上がるものが多い。 2~8・11・13

は肥前系陶磁である。このうち2は陶器で、Ⅱと同一個体の可能性が高い。残存部には植物文様が施され

ている。文様は外面にのみに施されたものが多く、内面に文様が残るのは3のみである。また植物文が多

く、連続文は3の外面に施されているにすぎない。なお、 3の内面に残る文様は、口縁部上端と下端の横

線のみである。文様は細片が多いことから明確でないが、 5は菊唐草文、 7は蚊屋吊草文であろうか。

京焼風陶磁器の9は身が深く、口縁部はほぼ直立して上方に伸びる。10は内面及び口縁部外面端部に銅

緑釉が施されている。14の内面は蛇の目釉剥ぎが行われている。

・瓶・壷(15 ・ 16)

15は小瓶で、口径約4師である。口縁部には鉄釉が付着する。16は短頸壷で、体部外面上位には把手が

貼付されている。口径約8伽で、内外面には黒色の鉄釉が厚く付着する。

・すり鉢(17 ・ 18)

いずれも口縁部外面が折り返されて複合状を呈する。17は卸目の直上に横位の沈線が施されているが、

18は横位の沈線を欠く。残存率が低いものの口径は17が約30師、18は約24Cmである。

年代の比定は困難であるが、 1の灯明皿は16世紀代、底径が小さく口縁部低位に釉の付着しないⅡ、見

込み釉剥ぎが行われている12・14、 5のように型紙刷りが行われている染付は18世紀初頭と思われる。ま

た17・18は、口縁部の形態や卸目から18世紀前半、 2 ・11などは18世紀末ころであろうか。

Ⅵ

5

本遺跡の特徴として、大木5~6式の士器群が比較的まとまって出士したことがあげられる。大木5~

6式士器は、これまで県内の北部の山間地を中心に数遺跡で報告例があるものの[小野ほか19船、田辺19

94]、数量的には少ない。本遺跡出士例は残存率が高いこと、調査区下段の北側から出土している点や、

沼沢火山灰を間層とした上下二面の包含層から出士している点も重要であろう。層位的に分かれることや

分布にまとまりが認められることから特に貴重な例と考えられる。

遺物は、①層位的に沼沢火山灰とΠ層が混在した遺物集中地点からの出士士器(第19図)、②沼沢火山

灰の堆積が認められる地点でのV層出士士器(図版24-1~3、13~2の、③同じく沼沢火山灰層が堆積し

た地点でのΠ層出士士器(第18図)、④沼沢火山灰層が堆積していない地点でのΠ層出土遺物(図版溢一5、

図版25-21・26・31・34・37)に分けられる。このうち③・④は保留部分を残すが、層位的には②が最も古

く、③が最も新しい時期の所産となろう。②は大木6式でも古段階、③は一部大木7式に入るものもあろ

うが(図版26-63)、おおむね大木6式でも新段階の所産と考える。

これに対し、④の中には大木5式の範疇で理解されているもの(図版25-21)がある。また大木7式以

降のものが含まれるなど、時期幅を含んでいる。また①は多少の混入は比定しえないものの、比較的時期

幅がなく、括性が高い士器群と考える。大木5式の範疇で理解できるものが存在しない点、また純粋な

Π層出土士器でないことから、大木6式でも古段階と考える。

士器の出士量が比較的多く、また復元率が高いにも係らず、遺構は士坑が中心であり住居跡を確認する

にはいたらなかった。黒色士であるΠ層内で掘り込みが完結している可能性も高いが、Ⅱ層中で焼士が確

認できなかったことから、居住域からやや離れた地点という想定も可能である。遺物の分布が調査区下段

では中央~北側に集中することからすると、遺跡は更に北側に広がる可能性が高い。

猿額遺跡

小結
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調査の概要

第Ⅶ章

1

A 調査地の現況

阿賀野川の左岸、幅約110mの段丘上(標高95m~99m)に位置する。この段丘は更に南北に伸びており、

遺跡は北側に向かって伸びると考える。東西を小谷により開析されており、この小谷の南東側に猿額遺跡

が位置している。遺跡の立地する段丘は南東に向かって傾斜しているが、今回の調査範囲はこの緩傾斜の

谷際に立地している。

調査以前は杉の植林地として利用されていたという。調査区中央を南北にかけて林道が築かれており、

部改変されているが、それ以外は概して旧状をとどめていた。

B 調査方法

①基本層序の確認

第一次調査の結果を基に、基本層序の確認を行いながら調査を進めた。東西のセクシ,ンベルトはCラ

インに、南北のセクシ,ンベルトを4 ラインとフラインに設定して士層の堆積状況を確認した。

②包含層の掘削

第二次調査対象面積は約3,200'であった。しかし第一次調査が実施できなかった調査区西部は、遺物

の出士状況を検討しながら掘削を行い、調査範囲を再度確認した。その方法は小グリッドに合わせて調査

区西側~最西端(9ライン~Ⅱラインまで)に及ぶ30mの長さ(2mX30m)の試掘坑を設定して、人力で

掘削を行う。この結果を基に、遺物・遺構が確認された9 グリッドまでの約1,800'に対して、全面掘削

を行うこととした。

包含層の掘削は層序・小グリッド(2×2m)ごとに行ったが、遺物が特に集中して検出された地点が

ないことから、ドットなどは落としていない。

③遺構の確認

基本的には包含層掘削ののち、地山(第Ⅲ層)で行った。包含層掘削中に遺物が集中して検出された5

号士坑のみ、Π層中で確認している。

C グリッドの設定

10m方眼とし、調査区全域をカバーできるように設定した。基線は道路法線に基づくSTANO.547とST

ANO.548を結ぶラインを基線X軸、これに直交するラインをY軸とし、これに基づいて10m方眼を組ん

だ。おぉよそX軸が東西方向、 Y軸が南北方向である。

調査の概要
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中棚遺跡

D9

A 層序(第27図)

遺跡は同丘陵上に位置することから、層位にっいてもほぼ同様の内容を口している基本層序は以下

のとうりである

1層暗褐色の腐植士層で、粘性・しまりに欠ける厚さ15Cm~30cmである中・近世の陶磁器片・古銭

が若干出士している

Π層暗茶褐色の腐植士層で、やや粘性を持つが、しまりに欠ける厚さ20伽~30師である地点により

やや色調が異なる縄文時代の遺物包含層である標高95m以下と本調査区内で低い地点に、Π層

とⅢ層の間層として淡黄褐色士層が堆積しているこれをΠb層とした

Ⅲ層黄褐色をする粘質士で、本遺跡の地山である同じ黄褐色士層でも標高の低い地点ではやや明る

めであるが、標高の高い地点では酸化が進んでいるためか、暗黄褐色を口している

B 遺物の出士状況

出士遺物は士器.石器(剥片類を含む)を合わせて平箱約10箱であるこのうち遺構から検出されたも

のはわずかで、ほとんどが包含層からの出士である

士器.石器ともほぼ同じような分布状態を尓す出士総数は多くないが、東側に偏る傾向にあり、第

次凋査を行った西側、 D ・ E ・ F 9~11グリッド付近の遺物量は極端に少ない遺物が比較的多く出土

した調査区中央~東側では、さほど集中した箇所がないものの、わずかに北側が多い傾向にあるまた前

述の通り遺構に伴う遺物は少ないこのうち図尓しえたものとなると更に数は限定される
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3 遺構

3

A 概要

風倒木痕・ピットを除いた遺構は、士坑4基・フラスコ状士坑1基、集石士坑4基である。遺構の確認

面は4号士坑がΠ層である以外は、いずれもⅢ層(地山)である。時期を明確にし得るのは、覆士上層か

ら縄文晩期の士器が出士したフラスコ状士坑のみである。その他の遺構は出士遺物から時期を推定し得な

いが、縄文前期末葉の包含層が上部に堆積していること、覆士のあり方などから縄文前期末葉ほどの所産

と思われる。

遺構の分布であるが、さほど規則性は認められない。大きくは調査区東部の緩傾斜地で1・3号士坑、

1号集石士坑、調査区中央~東部にかけて3・4号士坑、 2号集石士坑が、調査区南西部において3・4

号集石士坑という傾向を指摘しえる程度である。

構

B

①士坑(図版35)

1号土坑北東部の平坦部に位置し、 5m南側に2号士坑、 8m南東部には1号集石士坑がある。平面

形は隅丸方形を呈し、長径53師・短径40cm・深さ約25Cmである。壁はほぼ垂直に掘り込まれており、断面

形は箱形で底部は平坦である。覆士は4層に分けられるが、遺物は検出されなかった。

2号士坑最東部の斜面に位置し、 5m北側に1号士坑、 5m東側には1号集石士坑がある。斜面上に

位置することから南東部上面は大きく削平されており、旧状をとどめてはいない。平面形は円形を呈し、

長径90cm・短径80cm・深さ20cmである。壁は緩やかに掘り込まれており、断面形は皿形で底部は平坦であ

る。覆士は4層に分けられる。 3層から縄文士器が出士したが、細片のため時期を明確にしえない。

3号土坑最東部の斜面上に位置し、 4m北西には4号士坑がある。2号士坑と同じく斜面上に位置し

ていることから、上面はかなり削平されている。平面形は長楕円形を呈し、長径65Cm.短径40cm.深さ12

Cmである。壁は特に緩やかに掘り込まれており、断面形は皿形で底部は平坦である。覆士は2層に分けら

れ、底部からわずかに浮いた状態で搬入礫が1点出士している。

4号土坑中央からやや西側の平坦部に位置する。上面が大きく削平されており、残存状況は不良であ

る。断ち割りによる平面形の確認では長楕円を呈し、長径約75師・短径約50伽・深さ約20師である。残存

する壁は緩やかに掘り込まれており、断面形は皿形を呈する。覆士は単層で、中棚遺跡の基本層序第Π層

と同一である。遺物は覆土最上面から粗割状態の頁岩剥片が集中して10点出士している。いずれも同一母

岩で、 3点が接合可能なことから、粗割ののち埋納したものと思われる。

②フラスコ状士坑

中央からやや東側の平坦部に位置し、 4m南東には3号士坑がある。一部、壁が崩落してぃるものの、

残存状況は概して良好である。平面形は確認面が円形であるのに対し、底面は長楕円形を呈している。確

認面で130cmX123Cm、底面では155CmX125Cmで、深さ87Cmである。断面形は壁上部が崩落しているものの、

フラスコ状を呈し、坑底は平坦である。覆士は17層に分けられ、 1~6層にかけて縄文士器片.石器剥片

が出土している。覆士のあり方・出士遺物から晩期中葉頃の所産と思われる。

各説
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③集石士坑

1号集石士坑最東部の斜面上に位置し、 5m西には2号士坑がある。斜面上に位置することから、上

部はかなり削平されており、旧状はとどめていない。平面形はほぼ円形を呈し、長径43師.短径37伽.深

さは13Cmである。壁は比較的緩やかに掘り込まれており、断面形は皿形に近い。底部は平坦であるが、南

東部にむかい緩やかに傾斜している。覆士は5層に分けられるが、特に3層で炭化物が多く確認された。

上面が大きく削平されていることから明確にしえないが、礫は径10師程のものと径5師ほどのもの2種類

を基本とし、約10点強が検出された。

2号集石土坑中央の平坦部にほぼ単独で位置しており、半径10m以内に遺構は存在しない。1号集石

士坑と同じく上面は削平されているものの、残存状況は概して良好である。平面形はほぼ円形を呈し、長

径80師・短径72師で、深さ45Cmである。壁は西側が急傾斜であるのに対し、東側は比較的緩傾斜に掘り込

まれている。底部は凹凸が激しく、東側に向かいわずかに傾斜する。覆士は5層に分けられるが、特に3

層で炭化物が多く確認された。礫は径20伽程のものを最大にして、約150点程検出された。

3号集石土坑西側の平坦部にほぼ単独で位置しており、半径10m以内に遺構は存在しない。礫の散布

範囲は3mに及び、上面はかなり削平されている。平面形はほぼ円形を呈し、径約170cm程である。断ち

割りによれぱ、断面形は皿形を呈し、底部は凹凸が激しい。覆士は単層であり、炭化物は確認しえなかっ

た。礫は径25師程のものを最大とし、約100点検出されている。礫以外の出士遺物として、集石確認面か

ら縄文士器片が検出されたが、細片のため時期を明確にするまでには至らなかった。

4号集石土坑西側の平坦部にほぼ単独で位置しており、半径10m以内に遺構は存在しない。上面がわ

ずかに削平されているものの、残存状況は概して良好である。平面形は楕円形を呈し、長径92師・短径82

師・深さ40肌である。壁は比較的緩やかに掘り込まれており、底部は平坦である。覆士は5層に分けられ

るが、特に3層で多量の炭化物が確認された。礫以外の出士遺物は検出されなかった。礫は最大25伽のも

のを使用しており、 1層上面を中心に約100点強が確認されている。

この他の遺構として、小ピット・風倒木痕がある。このうち後者は調査区のほぼ全域から約10基が確認

されている。遺物が確認されたものが皆無であり、時期を確定し得るものは存在しない。覆士から推定す

ると、北東部に倒れたものが主体となる。

Ⅶ 中棚遺跡

4

中棚遺跡で検出された遺物は縄文時代前期末葉を中心に晩期初頭、中・近世にわたり、士器、石器・剥

片類を含めた総数は平箱で10箱に及ぶ。これらの出士状況は前述(第Ⅶ章第2節)のとおり、大半が遺物

包含層からの出士で、遺構に伴うと判断されるものはごくわずかであった。出士数も少ないこともあり、

フレークが集中的に出土した4号士坑以外は遺構出士と包含層出士遺物を分けず、所属時期(士器)及び

器種(石器)別に分類して報告する。

出士遺物

A

前期末葉~中期前半のものが主体で、前期前半の繊維士器、晩期中葉の土器がそれぞれ1点存在する。

小破片が多く器形を推定しえるものはわずかである。また文様観察が不可能なものが多く、特に摩滅の著

しい繊維士器は図示しえなかった。分類に際しては口縁部が残存するものを基本とし、時期により大別し

縄文士器(図版36-1~18、写真図版96)
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た。また、必要に応じて器形・文様構成により細分している。各群の概要は以下の通りである。

前期末葉~中期以前の士器(大木6式~7式又はその併行期が主体)第1群士器

晩期前半(大洞B式)第Π群士器

①第 1群土器(1~17)

前期末葉~中期初頭の大木6式~7式及びその併行期を一括して本群とする。出士点数は最も多い。細

片が多いことから、文様により細別を行った。

a類①

口縁部が複合状に肥厚し、上下幅の狭いものである。口縁部、底部のみ残存する。短い口縁部はわずか

に外反して立ち上がる。文様は胴部に施された縄文のほか、口縁端部に2個1組の隆帯が付く。また頸部

から体部にかけて爪形文の施された隆帯と、 4条の波状沈線が施されている。

b類(2 ~8)

口縁部に細い粘士紐を貼り付けて文様を描くものである。残存部では、貼り付けられた粘士紐に爪形文

が施されたもの(3 ・ 5)と、そうでないもの(2 ・ 4 ・ 6~8)がある。

2.3は内湾して立ち上がった波状口縁部に、細い粘士紐が渦巻き状に貼り付けられている。 4は複合

状に肥厚した口縁部に粘士紐が梯子状に貼り付けられている。 5は、内湾して立ち上がる口縁部に粘土紐

が鋸歯状に施されている。フ・8は直線的に外へ開く口縁部に粘士紐が平行して貼り付けられている。

C 類( 9 ・ 10)

北陸系の範疇に属するものである。口縁部には平坦で幅広な面を持つ。わずかに内傾する口縁部に、上

端部から4条の沈線が施されており、上から1・2条間には半隆起線文が残る。

体部片(11~17)

出士点数が少ないため、分類は行わず一括して報告する。Ⅱは頸部~体部にかけての破片で、残存部に

は細い粘士紐が3条貼り付けられている。12は凹帯の他、細い粘士紐が3条施されている。体部最上位の

破片と思われる。いずれも大木6式の所産であろうか。

13~16は体部下位の破片である。13・14は縦位に沈線が施されており、北陸系の範疇に属するものであ

る。一方、これ以外は大木式の範疇で捉えられ、15には横位の綾繰文が3条残る。一方、16には羽状縄文

が施されており、他の群とは時期的な隔たりがある可能性もあろう。底部~体部中位が残存する17は底

径10伽程で、残存部には1条の綾繰文が残る。

②第Π群士器(18)

1号フラスコ状士坑の覆土上層から出士した注口士器1点のみである。体部上位の張り出しが強く、算

盤玉状を呈する体部と、更に一段を有し内湾して立ち上がる頸部とからなる。口縁部と体部下位~底部を

欠く。残存度が低いことから明確にし難いが、頸部と体部の境には1条の沈線が入る。また体部に施され

た文様は入組み三叉文と思われる。

B

検出された石器は製品・剥片を合わせ約229点に及ぶ。いずれ縄文時代の所産で、出士土器から前期末

葉のものが主体と思われる。遺構からの検出例が少ないことから一括して分類し、記述する。

①石鉄 a2)

1点のみの出士である。凹基無茎鉄で、尖頭部側縁が直線的なタイプである。側縁・基部には一次加工

石器(図版36~41-1~71、写真図版96~98)
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が施されているが、それ以外の加工が明瞭でないことから、未製品の可能性も考えられる。長さ2.2Cm、

幅2.ocmで、石材は頁岩である。

(2)石匙(13~15)

3点出士している。いずれもつまみ部に比して、刃部の長い縦長石匙である。

13は長さ3.5Cm、幅2.ocmと小型で、円形に近い刃部に、正面に大きく湾曲する先細りの小さなっまみを有

する。これに対して、長さが2.2Cmと特に小型の14は刃部を欠く。つまみの作り出しは13より明瞭である。

15は長さ4.5Cm、幅3.4Cmと出士例中、最も大きい。刃部は正面・裏面共に底縁から両側縁のっまみ部にま

で及んでいる。いずれも縦長剥片を素材としている。石材は、13が緑色凝灰岩、14はメノウ、15が頁岩である。

(3)ピエス・エスキーユ(模形石器)(16)

1点のみの出土である。 4個2対の刃部と両極剥離痕を持つタイプである。左右の剥離に対して、上下

の剥離が明瞭でない。下端の片側縁が突出しており、折れの後にも使用したものと考える。長さ4.5Cm、

幅3.6Cm、長幅比5:4ほどである。石材は凝灰岩で、硬質で緻密な石材を使用している。

④石錐 a7・18)

2点出士している。いずれも横長剥片を素材としており、刃部からつまみ部にかけて大きく広がるもの

である。17は18に比して、錐部から次第に広がりつまみ部に至る。二次加工は錐部の正裏面に及ぶ。錐部

には使用の痕跡が著しく残り、剥離が摩耗している。これに対して18は錐部が特に細く、つまみ部との区

分が明瞭である。錐部付近は正裏面とも丁寧な二次加工が施されているが、裏面は片側縁のみ錐部まで二

次加工が施されている。石材はいずれも凝灰岩である。

④篦状石器(19・20)

2点出士している。平面形は、基部から刃部にかけて大きく開く。19は片面にのみ刃部の形成が行われ

ている。横長剥片を素材とし、裏面は両側縁に丁寧な二次加工が加わるものの、刃部には施されていない。

20も同じく刃部への二次加工は正面のみで、裏面には施されていない。また刃部の形成が顕著でなく、厚

手である。縦長剥片を素材とした点や、裏面の二次加工が片側縁のみの点など19とは異なった部分が多い。

石材は19が頁岩、 20が鉄石英である。

(5)不定形石器(21~44)

A類(21・ 22)

縦長剥片を素材としたものが、 2点出士している。21は鋭利な先端部が片面のみの二次加工で作り出さ

れており、不定形石器D類との区分が困難である。二次加工は裏面には施されていない。22は二次加工が

裏面にも施されているが、片側縁にとどまる。形態は、篦または羽子板状で、つまみ部と刃部に区分でき

る様にも見える。石材はいずれも頁岩である。

B類(23~25)

いずれも縦長剥片を素材とする。23は正裏面とも片側縁にのみ二次加工が施されている。24は二等辺三

角形状の形態を呈し、二次加工が端部の正裏面に集中している。石匙の可能性もあろう。25は長さ9.5Cm

と大型で、正裏面とも節理面が残る。二次加工は正面が片側縁、裏面は頂部付近のみと狭い範囲に限定さ

れる。石材は23・24は頁岩、 25は凝灰岩である。

C類(26 ・ 27)

縦長剥片を素材としたものが2点出士している。刃部は中型で凹凸はさほど大きくはない。26は二次加

工が正面にのみ施されている。鋸歯状となる片側縁以外にも、一次加工が底縁にも施されている。正面に

Ⅶ 中棚遺跡



4 出士遺物

は節裏面が残る。これに対して27は、粗い二次加工が両面の広範囲に及んでいる。鋸歯状の刃部が26ほど

明瞭でない。石材は26が凝灰岩、27は鉄石英である。

D類(28~31)

横長剥片を素材とするもの(器・29)と縦長剥片を素材とするもの(釦・31)がある。 28は二次加工が

錐部状の先端部にのみ施されている。29は鋭利な先端部以外にも、二次加工は正面の片側縁から頂部にか

けて、裏面はほぼ全周に近い範囲に施されている。中型の剥離が基本であるが、先端部には小型で急角度

な剥離が施されている。

30.31は折れ面を加工して、鋭利な先端部が作り出されている。折れた部位の片面の片側縁にのみ急角

度の二次加工が施されている。二次加工の範囲は先端部が中心で、それ以外の範囲では明瞭でない。石材

は28が緑色凝灰岩、 29~31は頁岩である。

F類(32~34)

不定形石器の中で最も出土量が多い。横長剥片を素材としたもの(32)と、縦長剥片を素材としたもの

(33・34)がある。二次加工が限定された範囲に施されたものが多い。

32は二次加工が正面の片側縁と裏面の底縁にのみ施されている。いずれの剥離も急、角度である。底縁に

二次加工が施された点は33も同様である。平面形態が三角形状を呈しており、頂部はつまみ部状である。

長さ9.5Cmと特に大型の34は、正面の底縁から右側縁にかけて二次加工が施されている。石材は32・33が

頁岩、34は凝灰岩である。

G類(35 ・ 36)

縦長剥片を素材としたもの(35)と、横長剥片を素材としたもの(36)がある。 35は長さ8.ocmと大型

で、頂部に節理面が残る。二次加工は正面の右側縁に集中しする。36は底縁にのみ施されており、それ以

外の範囲は末調整である。刃部となる底縁から、基部にかけてはわずかにせばまり、平面形は台形を呈す

る。ピエスエスキーユの可能性もあろう。石材はいずれも頁岩である。

H類(37~39)

いずれも縦長剥片を素材としている。刃部は片側一側縁に交互に施されたものが多い。37は底縁が折れ

ており、刃部が欠損した可能性が高い。38は正面に節理面が多く残る。39は38と同様に縦長であるが、底

縁に刃部が形成されている。石材は37・38が凝灰岩、 39は頁岩である。

分類不可(40~44)

不定形石器の分類(A類~J類)に当てはまらない石器を総称した。形態は豊富で、素材もまとまりに

欠ける。

40は正裏面のほぼ全周に、浅角度の剥離が施されている。正面の右側縁を重視すれば、 A類の範疇に属

するものであろうか。41は剥離が正裏面の片側縁と、正面の頂部に集中している。頂部の剥離が急、角度で

あるのに対し、側縁は浅角度で大型のものも認められる。側縁の形態は不定形石器のC類に類似する。42

は、正面のほぼ全周に急、角度の剥離が不連続に施されている。43は正面の両端部、裏面の底縁にのみ剥離

が施されている。剥離の形状は統一性に欠け、大型の剥離も部分的に認められる。44は平面形が台形状で、

底縁に小型の剥離が集中している。断面形は三角形状を呈する。石材は40が鉄石英、41・43・44は頁岩、

42は緑色凝灰岩である。

⑦礫器類(45)

1点のみ出土している。礫を素材としており、加工は両面に及ぶ。正面は底縁から両側縁にかけて、裏
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面は片側縁に加工が施されている。長さと幅の比率はほぼ等しい。石材は凝灰岩である。

⑧磨製石斧(46)

定角式磨製石斧が1点のみ出士している。基部一端が欠損している以外は残存状況は良好で、正裏面と

側面に稜を持ち、基部断面形が長方形または隅丸方形を呈する。刃形は片刃で裏面がやや膨らみを持っの

に対し、正面が平坦な所謂弱凸強凹片刃である。長さ12.9Cm、幅5.ocmで、石材は圧砕岩である。

⑨磨石類(47~67)

A類~D類, G類が出士した(第8表)。

A類(47~53)

磨痕が側面に位置する2類(47・49~51・53)、正面及び端面に位置する3類(52)は、端部に位置する

4類(娼)がある。

2類のうち47~50は、長さ約10~12師、幅約6~8Cmと円形又は長円形

8 (28.5)
を呈する。これに対し53は、長さ19.9Cm、幅7.8Cmと細長の形状を呈する。

2 (フ.1)

3類の52は、長さ11.5Cm、幅7.6Cmと円形に近く、 47~49と同様の形状で 1 (3.6)

11(39.2)
ある。 4類の48は両端に磨痕が残る。こうした例は大坂上道遺跡・猿額遺

2 (フ.1)

跡・牧ノ沢遺跡では認められない。石材は47~49・52・53は安山岩、 50は

花樹岩、51は凝灰岩である。
2 (フ.1)

B類(54 ・ 55)

2 (フ.1)
凹痕は正裏面に認められる他に、磨痕が正裏面に認められる 1類(54)

と、磨痕が側面に認められる2類(55)がある。 4 (14.3)

54の磨痕は、正裏の両面に認められる。また凹痕は中央には位置ぜず、

Ⅶ 中棚遺跡

A 1類

A 2類

A3類

A4類

A類総計

B 1類

B2類

B3類

B類総計

C l a類

Clb類

CIC類

C2a類

C2b類

C2C類

5Cm

1 (3.6)D2a類

D2b類

D2C類

D3日類

D3b類

D3C類

D類総計 1 (3.6)

E類

F a類

Fb類

F C類

F類総計

(14.3)Ga類 4

(3.6)Gb類

GC類 (フ.1)

(25.0)G類総計 7

H類

総計 28

第8表中棚遺跡出士の磨石
類組成表

(軒1)

中棚遺跡出士の磨石類長幅図

フ(25.0)

C 3 a類

C3b類

C3C類

C類総計

D la類

Dlb類

DIC類
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4 出士遺物

やや片側に偏る。これに対し55の磨痕は片側縁のみで、凹痕はほぼ中央に位置する。石器の形状と磨痕の

位置は他類と同様に関連があり、正裏面に磨痕がある54は長さ9.9Cm、幅9.7Cmと円形に近く、側面に磨痕

がある55は長さ14.3Cm、幅8.9Cmと縦に長い。石材はいずれも安山岩である。

C類(56~61)

磨痕が正裏面に、敲打痕が側面に位置する 1類(56・57)、磨痕が側面に、敲打痕が端部に位置する2

類(58~6の、磨痕が正裏面と側面に、敲打痕が端部に位置する3類(6D がある。

1類のうち56・57の磨痕は片面にのみ認められる。一方、側面の敲打痕は、56が片側縁であるのに対し、

57は両側縁に認められる。長さ約13.3~15.7Cm、幅約7.4~8.5Cmと縦長の形状を呈している。 2類のうち

58・59は磨痕が両側縁に、敲打痕は下端部にのみ施されている。60は上半を欠くことから明瞭でないが、

認・59と同様に敲打痕は下端部に、磨痕は両側縁に位置するものであろうか。 3類の61は、正裏面・側面

の磨痕、端部の敲打痕とも片側にのみ認められる。 4類は60が上半を欠くために明瞭でないが、長さと幅

の比率はほぼ同様の傾向が現れている。石材は57・60が花崗岩である以外は、いずれも安山岩である。

D類(62)

1点のみ出士している。磨痕が側面にのみ認められるD2類である。凹痕・敲打痕は正裏面・端部のそ

れぞれ片側にのみ認められるが、磨痕は両側面に残る。長さ15.5Cm、幅8.1Cmで、石材は安山岩である。

G類(63~67)

残存部位が少ないものの、敲打痕が側面に位置するb類(紹~66)と、側面と端部に位置するC類(67)

がある。 b類は敲打痕が片側縁に位置するもの(63~65)と、両側縁に位置するもの(66)がある。前者

のうち上端部を欠く63は断面が三角形を呈しており、特殊磨石の可能性もある。64は敲打痕が側面の中央

部に位置せず、側面中央から下端部付近に及んでいる。敲打痕が両側縁に位置する66は、敲打痕が特に広

範囲に及び、正裏面にまで入り込んでいる。打製石斧・磨製石斧などの未製品の可能性もあろうか。 C類

の67は裏面の下端部及び、片側縁の上端を欠く。側面の敲打痕は64と同様に側面中央から下端部にまで及

ぶ。略完形品は長さ9.1~17.3Cm、幅7.3~9.1Cmとまとまりにかける。石材は63・65が花崗岩、 64・66が

安山岩、 67が頁岩である。

⑪石皿(68~71)

4点出土している。いずれも縁・掃き出し口の作り出しゃ、彫刻などは施されていない。破損部位があ

るものの、大きさは3タイプある。大型品の68は半壊しているが、幅23.5Cmで、使用面はわずかに凹む程

度であり、被熱した痕跡が明瞭に残る。中型の69・70のうち完形の69は、長さ約30cm、幅約20cmで、使用

面はおおむね平坦である。小型の71は大型・中型と異なり、楕円形もしくは円形に近い。長さ約12.7Cm、

幅約10.4Cmで、使用面は大きく凹む。石材は68・70が花崗岩、 69・71は安山岩である。

⑫砥石(72・73)

2点出士しているものの、いずれも破損品である。このため法量については明確にしえないが、厚さか

ら手持ち砥石と考えられる。厚く側縁に面取りされた72と、薄く肩平な73がある。石材は72は閃緑岩の可

能性があるが、明確でない。73は粘板岩である。

⑬剥片(1~11)

4号士坑出士品を一括して報告する。石材はいずれも頁岩で、同一母岩と考える。自然面が残るもの(

1・ 3~8 ・1のと、残らないものがある(2 ・ 9)がある。このうち接合しえたのは、 1.4.7 の3

点である。接合資料はまず4 を剥離し、その後に 1と 7が切り籬されている。縦長剥片(1~4・6・1の



と横長剥片(5・フ~9)のものがあ

る。これらはいずれも二次加工を欠く。

C 中・近世陶磁、銭貨
(図版41-1~4、

写真図版98)

陶磁器はずれも細片である。 1は青

磁碗である。口縁部には蓮弁文をもつ。

細線と剣頭とが蓮弁としての単位を意

識して施されていることから、15世紀

末~16世紀初頭の所産と考える。 2・

3は口縁部が大きく内湾して立ち上が

15Cm (粛豆)5Cm 10cm
る。 2の外面及び口縁部内面上端部に

中棚遺跡4号士坑出士剥片の長幅図第29図
は鉄釉が施されている。年代・系統は

不明である。 3は伊万里焼の小型碗である。残存部では外面にのみ文様が残る。口縁上端部と下端部に横

線により文様区画が作り出されている。区画内は草であろうか、植物文様が施されている。

銭貨は寛永通宝が 1点出士している。いわゆる「ス宝銭」で、直径2.2Cmである。残存状況は良好であ

り、劣化は進んでいない。

(長さ)

15Cm

Ⅶ 中棚遺跡

5

調査面積の関係もあろうが、本遺跡は大坂上道遺跡・猿額遺跡に比して、遺構・遺物が希薄であった。

また晩期の1号フラスコ状士坑以外は、伴出士器がなく遺構の時期が明確でないものが多い。

出士遺物のうち、士器は前期末葉~中期前半のものがごく僅か出士したにとどまる。前期末葉の士器群

は東北南部系の大木式、中期前半は北陸系の新保・新崎式である。時期によって士器の系統が異なるのは

大坂上道遺跡と同様である。こうした傾向は、福島県境に位置するという地理的な要因が最も大きいと考

える。東蒲原郡という地域の歴史を検討する場合に、特に重要な点となろう。

士器の出士量に比して、石器は多数検出された。このうち4号士坑からは、同一母岩と思われる頁岩の

剥片が10点出士しており、注目される。 3点しか接合しえなかったが、大型の剣片が一括して埋納されて

いた点は重要であろう。石器又は未製品が一括して出土した遺跡には、南魚沼郡塩沢町十二木遺跡[家田

19朋]があり、石鎌の未製品を埋納した例として著名である[鈴木199幻。 4号士坑出士の剥片も、単な

る埋納ではなく、再び加工することを目的に一時的に埋納(保管)された可能性が高い。 4号士坑出士の

剥片は自然面が残り、しかも大型の剥片である。このことから石材(原石に近い形か)の入手後、すぐに

粗割され、そのまま埋納されたが、何らかの理由で廃棄された可能性が高い。10片を単位として埋納し

たものなのか、埋納した後に幾っかが取り出されたのかは不明である。士坑の平面プランが明確でないこ

とから、埋納後の掘り返しが行われた可能性も否定はしえない。いずれにせよ、石器の製作工程を検討す

る場合に貴重な資料となろう。

1:1

小結

75

報告書では「多分、袋に入れたものが放置され埋没したもの」とされている[家田198釘



調査の概要

第Ⅷ章

調査の概要

A 調査地の現況

阿賀野川が北へ大きく蛇行する右岸の河岸段丘上に位置する。この付近の河岸段丘は4段に分けられ、

本遺跡は上から2段目、幅約450mの段丘面に位置する。この段丘面はほぽ平坦で、南から北へ向かって3

0~40cm傾斜するのみである。遺跡付近の標高は59m前後で、阿賀野川との比高は約2mである。

調査直前まで畑地として利用されており、所々に芋の貯蔵穴が掘られているなど、後世の撹乱が多い。

牧ノ沢遺跡

B 調査方法

①基本層序の確認

調査範囲が狭いこと、撹乱が多く旧状を保

つ範囲が狭いと判断したことから、調査区内

でセクシ,ンベルトは設定していない。層序

の確認は調査区境界の壁で行った。

②包含層の掘削

第一次調査では、地山直上層まで遺物がほ

とんど確認されていないことから、バックフォ

ーにより慎重に除去した。その後、小グリッ

ド(2×2)毎に人力によって掘削を行った。

遺物の集中地点がないことから、ドットなど

は落としていない。

③遺構の確認

包含層掘削の後、地山(第Ⅳ層)でのみ行っ

た。

C グリッドの設定

10mの方眼とし、調査区全域をカバーでき

るように設定した。グリッドの基線は道路法

線のセンター杭に基づくSTANO.590+00とS

TANO.590+20を結ぶラインを基線X軸、こ

れに直交するラインをY軸とし、これらに基

づいて10m方眼を組んだ。

1、、

剛ヅ/



2

A 層序

絢査区内はほぽ平畑で、胴査面積も1,00011゛と狭いこともあり、均な士層の堆積状況を示している

調査区内の基本層序は下記のとおりである

1層暗褐色の腐植士層で、やや砂質である粘性・しまり共に欠けるともに厚さは10~20cmである

Ⅱ層黒褐色の腐植士層で、 1層と同じくやや砂質である粘性・しまりに欠ける厚さは20~80cmと幅

がある。Π層の特に厚いところでは、Π層と同質で暗茶褐色士の層が、Π層に挟まれて存在してい

るこれはΠ'層と表す南壁際中央部のA2 15、 A3 11・12付近では地山が落ち込んでおり、

Ⅱ・Π'層が厚く堆積していた縄文時代後・晩期の遺物包含層である

Ⅲ層暗黄褐色の砂質士層である粘性・しまりに欠けるΠ層とⅣ層との漸移層で、厚さは10 20師で

層序と遺物の出士状況

Ⅷ 牧ノ沢遺跡
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3 遺構

ある。

Ⅳ層河川をその成因とする、極めて均質な黄灰色の砂層で、本遺跡の地山である。

B 遺物の出士状況

Ⅱ8点の縄文士器片が検出されるにとどまった。遺構からの出土は皆無で、いずれも包含層・風倒木痕

からの出土である。特にCラインからの出士が大半を占め、他ラインからの出士は散漫である。第一次調

査で士器片が出士した土坑状の落ち込みは、調査の結果、 2号風倒木痕であることが確認された。その他

に、 3・4号風倒木痕からも少量の士器片が出士している。

3

A 概要

牧ノ沢遺跡では士坑20基、風倒木痕5基が検出された。遺構別に見た分布の傾向は抽出し難いが、全体

的に調査区の南東側に偏る傾向にある。各遺構の年代については、遺構からの出士遺物が皆無であること

から明確にしえない。遺構確認面より上層から縄文土器が出士していることから、ここでは遺構の年代を

縄文時代として、主な遺構について記述を行う。

B 各説(図版43)

ここでは残存状況が良好な士坑のみ記述を行う。

4号士坑他の遺構とは距離をおき、東側に位置する。西側に少量の縄文士器片が出士した3号風倒木

痕が隣接する。平面形は楕円形を呈し、長軸60cm、短軸48Cm、深さ32Cmで、断面形は上部が張り出した半

円形である。覆士は2層に分けられ、上層から黒灰褐色砂質士、灰褐色砂質士である。

6号士坑中央からやや南東部に位置し、北東側に少量の縄文士器片が出士した4号風倒木痕が隣接す

る。平面形は円形を呈し、直径56伽、深さ29Cmで、断面形は西側がやや落ち込むものの断面形は半円形で

ある。覆士は2層に分けられ、上層から黒灰褐色砂質士、灰褐色砂質士である。

7号土坑中央からやや南東、 1m程の距離をおいて6号士坑・8号士坑の中間に位置する。平面形は

不整楕円形を呈し、長軸46Cm、短軸30cm、深さ24Cmで、断面形は半円形である。覆士は2層に分けられ、

上層から黒灰褐色砂質士、灰褐色砂質士である。

8号士坑南東側に位置し、 1m北西に7号士坑、 1m南西には9号士坑がある。平面形は円形に近い

楕円形を呈し、長軸228Cm、短軸204Cm、深さ64師で調査区内では最も大型の士坑である。断面形は皿形を

呈する。覆士は3層に分けられ、上層から黒灰褐色砂質士、暗灰褐色砂質士、灰褐色砂質士である。

9号士坑南東側に位置し、更に lm南東には8号士坑がある。平面形は楕円形を呈し、長軸38Cm、短

軸36Cm、深さ24師で、断面形は箱形である。覆士は2層に分けられ、上層から暗灰褐色士、灰褐色砂質士

である。

10号土坑南側に位置し、更に南側にⅡ号士坑が隣接する。平面形は楕円形を呈し、長軸580m、短軸40

師、深さ24伽で、断面形は箱形である。覆士は2層に分けられ、上層から暗灰褐色砂質士、灰褐色砂質士

である。

構
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11号土坑南側に位置し、0.5m程おいて10号士坑・12号士坑の中間に位置する。平面形は楕円形を呈

し、長軸65Cm、短軸44Cm、深さ28Cmである。断面形は肩平な箱形で、底部は凹凸が激しい。覆士は2層に

分けられ、上層から暗灰褐色砂質士、灰褐色砂質士である。

12号士坑南側に位置し、西側にはH号士坑が隣接する。平面形は楕円形を呈し、長軸50cm、短軸40師、

深さ24師で、断面形は西側上部が張り出した半円形である。覆士は2層に分けられ、上層から暗灰褐色砂

質士、灰褐色砂質土である。

13号士坑南側に位置し、 3m東にはⅡ号士坑がある。南側の一部が後世の撹乱により崩れている。平

面形は楕円形を呈し、残存部において長軸56Cm、短軸56Cm、深さ21Cmで、断面形は箱形で、底部は平坦で

ある。覆士は2層に分けられ、上層から暗灰褐色砂質士、灰褐色砂質士である。

14号士坑南側に位置し、 1mおいて13号士坑・15号士坑の中間に位置する。平面形は楕円形を呈し、

長軸56Cm、短軸44師、深さ23Cmで、断面形は箱形である。覆士は2層に分けられ、上層から暗灰褐色砂質

士、灰褐色砂質士(西側ではやや明るい色調)である。

15号土坑南側に位置し、 1m北東には14号士坑がある。平面形は楕円形を呈し、長軸76Cm、短軸52伽、

深さ28師で、断面形は西側上部がやや張り出した半円形である。覆士は2層に分けられ、上層から黒灰褐

色砂質士、灰褐色砂質士である。

16号士坑東側の南壁近くに位置し、南側で17号土坑と接する。平面形は不整楕円形を呈し、長軸132

師、短軸98Cm、深さ21Cmで、断面形は南側がやや落ち込んだ皿形である。覆士は3層に分けられ、上層か

ら黒色砂質士、黒褐色砂質士、暗灰褐色砂質士である。

17号士坑東側の南壁近くに位置し、北側で16号士坑と接する。平面形は楕円形を呈し、長軸44Cm、短

軸40師、深さ30肌で、断面形は箱形である。覆士は3層に分けられ、上層から暗灰褐色砂質土、灰褐色砂

質土、暗灰黄色砂である。

18号土坑最南部に位置し、0.8m程おいて16号土坑と19号士坑の中間に位置する。平面形は楕円形を

呈し、長軸46Cm、短軸40om、深さ23Cm、断面形は箱形である。覆士は2層に分けられ、上層から黒灰色砂

質士、暗灰褐色砂質士である。

19号土坑調査区東の南壁近く、18号士坑と20号士坑の中間に0.8m程おいて位置する。平面形は楕円

形を呈し、長軸48師・短軸38Cm・深さ29卯、断面形は箱形を呈する。覆士は2層に分けられ、上層から黒

灰褐色砂質士、下層が灰褐色砂質士である。

Ⅷ 牧ノ沢遺跡

4

牧ノ沢遺跡で出士した遺物はⅡ8点と極めて少ない。また、いずれも縄文士器片で剥片を含めた石器類

は1点も認められない。出士状況は第一次調査で検出された2号風倒木痕からの85点が大半を占め、他は

C列を中心に1~Ⅲ層から散発的に出士したものである。時期的には後・晩期が認められるが、文様から

時期の詳細が判明する資料は少なく、多くは縄文施文のみや無文のものである。

1~3は縄文(LR)を地文とし、直線もしくは蛇行垂下する沈線で文様を描くもので、堀之内 1式期

に併行する。胎士には比較的大粒な砂粒を多量に含み、 1・3の内面にはナデによる砂粒の移動が顕著で

ある。 4は口縁部が大きく開く波状口縁を有する深鉢で、三仏生式に特徴的なものである。口縁端部下に

無文帯をもち、以下体部にかけて数段の横位沈線を巡らし、これを縦位短沈線で区切る。体部下半から底

出士遺物(図版"-1~22、写真図版104)
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小結

部と口縁部内面は、丁寧なナデ調整が施されている。胎士は細かい砂粒と海綿骨針を多く含む精良なもの

で、焼成も比較的に堅緻である。 5は短く外反する口縁部を有する鉢もしくは壷形士器であろう。口縁端

部には細かいキザミを施し、頸部以下には縄文地(LR)に横位数段の沈線を巡らして 1段おきに磨り消

す。胎士には細かい砂粒を多く含み、焼成も堅緻である。晩期中葉(大洞C1式)の所産であろう。

6~21は縄文および櫛描文のみの粗製士器片である。 6~10は口縁部で、器厚はいずれも比較的薄いも

のである。口縁部の形態は、やや内湾するもの(6・9・1の、直立するもの(8)、外反気味に立ち上が

るもの(フ)が認められる。 9・10は形態や横走する縄文の特徴(細かいLR)から、同一固体と考えられ

る。11~18は縄文、19・20は櫛描文の体部片である。底部片の21は外傾しながら立ち上がる。底部付近ま

で縄文(LR)が施文されており、13と同一個体である。22は頸部片で、屈曲する小型の鉢もしくは壷形士

器で、複節斜縄文を地文とし、頸部と胴部には数条の横位沈線を巡らす。頸部の沈線帯には工字文が施文

される。胎士は緻密で、焼成も比較的良好である。内外面ともにタール状の付着物が認められる。晩期後

葉(大洞A式)の所産であろう。

5

本遺跡は阿賀野川の右岸段丘上で、標高59m前後の平坦面に位置している。第一炊調査結果では遺物の

出士も限られたトレンチからのみで、極めて狭い範囲に限定された遺跡と考えられた。第二次調査の結果

では、20基の士坑と118点の縄文士器片が検出された。遺構の分布状況を見ると、調査区南寄りのA列に

比較的集中していることが分かる。しかし各遺構の規模に統一性は認められず、覆士中からの出士遺物も

皆無であることから、個々の遺構の詳細な時期や性格を明確にするには至らなかった。遺物の大半はC列

で出土しており、遺構分布との直接的関連性も認められない。出士遺物の時期を見ると、縄文時代後期中

葉および晩期後半の士器が存在するととから、遺構の構築時期もこれらの時期に求めることが可能であろ

小結

^

つ0

遺跡の範囲については、遺構分布状況から法線南側に本体が存在するとも思われるが、周辺の畑地での

分布調査で採集遺物が全く認められなかった。このことから、集落跡などの大規模遺鉢が存在する可能性

は低く、第一次調査結果と同様に断続的に営まれた極めて小規模な遺跡であったものと判断される。
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第Ⅸ章

A 試料と方法

花粉分析は、 P地点より採取された1試料(1D について行った。試料は黒褐色粘士であり、植物遺体

を多く含む。

花粉化石の抽出は、試料2.64gを10%水酸化カリュウム処理(湯煎約15分)による粒子分離一傾斜法に

よる粗粒砂除去とふるい選別一重液分鮭(臭化亜鉛を比重2.15に調整)による有機物の濃集ーアセドjシ

ス処理(氷酢酸による脱水、濃硫酸1に対して無水酢酸9の混液で湯煎約5分)の順に処理を施すことにより

行った。

プレパラート作成は、残漬を蒸留水で適量に希釈し、十分撹はんした後スポイトで取り、グリセリンで

封入した。

検鏡は、プレパラート全面を走査し、その間に出現した全ての種類について同定・計数した。

B 結果

同定された分類群数は、樹木花粉が16、草本花粉が18である。これら花粉・胞子の一覧を表1及び図1

に示す。図1に示された樹木花粉の出現率は、樹木花粉総数を基数とし、又、草本花粉の出現率は、花粉・

胞子総数を基数として百分率で求めた。図表中で複数の分類群をハイフンで結んだものは、分類群間の区

別が困難なものである。又、クワ科、バラ科は、樹木と草本のいずれをも含む分類群であるが、区別が困

難なため、ここでは便宜的に草本花粉に含めた。

大坂上道遺跡の花粉分析

自然科学の分析

Ⅸ 自然科学の分析
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大坂上道遺跡の花粉分析

樹木
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同定された花粉化石のうち、樹木花粉では、マツ属単維管束亜属、トゥヒ属、ツガ属といった針葉樹花

粉と落葉広葉樹のカバノキ属が比較的多産する。ついで、針葉樹のカラマッ属や湿地林となりうるハンノ

キ属やヤナギ属を伴う。他に、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科、イボタノキ属等を僅かに伴う。草本花

粉では、カヤツリグサ科、イネ科が多産し、キク亜科、ヨモギ属、セリ科、ワレモコウ属等を低率ながら

伴う。他に、オモダカ属、サジオモダカ属、ミズオオバコ属、イボクサ属、ミソハギ属、アサザ属等の水

生植物を僅かに伴う。

C

花粉分析の結果、樹木花粉ではマツ属単維管束亜属、ツガ属、トウヒ属が高い出現率を示した。従って

当時の周辺植生は、このような冷湿地帯ないし亜寒帯性の針葉樹を主とするものであり、カバノキ属も比

較的多産することから、カバノキ属を主とする落葉広葉樹も混在していたものであったと考えられる。

方、草本花粉ではカヤッリグサ科、イネ科が多産することから、これらが生育する湿地的環境があり、そ

こにはオモダカ属、サジオモダカ属、ミズオオバコ属、イボクサ属、ミソハギ属、アサザ属などの水生植

物も生育していたであろう。更に、その周囲にはハンノキ属、ヤナギ属等からなる湿地林もあったと考え

られうる。

おわりに

Ⅸ 自然科学の分析

2

A はじめに

珪藻は10~500μm度の珪酸質の殻を持つ微小な単細胞藻類であるが、その生息範囲は海水から淡水域

までと広く、更に湿った所ならぱ土壌、岩石あるいはコケの表面などにも生育する。珪藻は、種によって

それぞれ固有の生息域・生活形態を持っている。また、珪藻殻は珪酸質から形成されているため、堆積物

中から化石として多く産する。このような珪藻の特質を利用することで、古環境特に水域での環境を復元

するのに適している。ここでは、大坂上道遺跡の試料にっいて、堆積時の環境復元を目的として、珪藻化

石を検討する。

大坂上道の珪藻分析

B

試料はP地点の深度3.55~4.70mの黒褐色粘土層である。処理は以下の手順で行い、プレパラートを作

成した。

<1>試料から湿潤重量約20ogを取り出し、水を加えて撹枠した後上澄みを回収する。これに30%過酸

化水素を加え、加熱・反応させ、有機物の分解と粒子の分散を行う。

<2>反応終了後、熱湯を加え、15分程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイドを捨てる。この作業

を3回ほど繰り返す。

<3>ビカーに残った残澄を、遠心分離器を使って濃縮する。

<4>残漬から適量を取り、カバーガラスに滴下し乾燥させ、マウントメディアで封入し、プレパラート

を作成する。作成したプレパラートは生物顕微鏡下1000倍で観察し、珪藻殻約200個体について同

試料および処理
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2 大坂上道の珪藻分析

分
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大坂上道遺跡から出士した試料について年代測定を行った。その結果を次表に示す。なお、年代値より

の年数(B.P)である。

年代地の算出には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用している。また、付記した誤差は

β線の計数値の標準偏差dにもとずいて算出した年数で、標準偏差(ONESIGMA)に相当する年代であ

る。また、試料のβ線計数率と自然計数率の差が2σ以下の時は、 3σに相当する年代を下限の年代値

定を行った。

(■く 1%)

C

大坂上道遺跡P地点1試料から検出される珪藻化石の分類群は、56分類群25属43種である。多く出現す

る種を見ると、浮遊生種のCyclote11a oceⅡataが7.9%、陸生種のHantzsC11ia amphioxySおよび浮遊生種

のMelosia granulataがそれぞれ7.4%、浮遊生種のMelosira ambiguaが6.9%である。全体的に見ると、

底生種が最も多く43.8%、先のMelosia属をはじめ浮遊生種が全体の謁.4%、次いで陸生種の11.8%であ

る。このうち陸生種(陸生珪藻)は、沼地などのように冠水した環境ではなく、ジメジメとした士壌や岩

石表面あるいはコケなどに付着して生育する珪藻種群であるω休多1986)。

これらの珪藻の構成種は、安藤(1990)が設定した珪藻の環境指標種群のうちMelosraambiguaやMel

Osira distanSを標徴種とする湖沼沼沢地指標種群やPinnularia viridiSやEunotia pectinaliSなどの主要構

成種からなる沼沢地付着生種群からなることから、やや水深のある沼沢地と推定される。なお、 Hantzsc

hiaampmoxySなどの主要構成種などから構成される陸域指標種群も検出されることから、陸域的な環境

の影響があるものと推定される。
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(2%以上の分類群についての表示)
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3 放射性炭素年代測定結果

試料NO.

NO.1

NO.2

出士地

NO.3

1号集石土坑

第Ⅱ表大坂上道遺跡出土試料の放射性炭素年代測定結果

田.P.)として表示してある。また、試料のβ線計数率と現在の標準炭素(MODERN STANDARDCAR

BON)にっいての計数率との差が2σ以下の時は、 Modernと表示し、σ14C%を付記してある。

2号集石士坑

黒褐色粘士層

種類

炭化物

炭化物

炭化材

年

8,850士130(B.C.6,90の

フ,290士110(B.C.5,340)

26,810士970(B.C.24,860)

代 値 コードNO.

Gak-17475

Gak 17476

Gak-17474
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牧ノ沢遺跡を除く大坂上道遺跡・猿額遺跡・中棚遺跡は小さな谷によって開析された段丘上に位置して

いる。大坂上道遺跡の調査区最東部と、中棚遺跡の調査区最西部とでは直線距離にして約2.3kmしか離れ

ておらず、この3遺跡は有機的な結びつきが強いものと考える。各遺跡における遺跡の最盛期は異なるが、

3遺跡では縄文時代前期末葉~後期までの幅広い時期の遺物を含んでいる。時期的な細分は必要と思われ

るが、各時期により微妙な系統の違いが見受けられ、東蒲原郡の歴史を考える上で、特に重要と思われる。

各遺跡における調査成果の概要は各章の小結で記したが、ここでは牧ノ沢遺跡を除く3遺跡のまとめを記

すことにしたい。

第X章 ま

猿額遺跡の上段で、前期前半の大木2式の士器が2号フラスコ状士坑から検出されている。しかし当期

の遺物量は極くわずかである。これに対して、前期末葉~中期前半にかけての士器群がまとまって検出さ

れており、それぞれ系統が異なる点が注目される。遺跡の最盛期は異なるものの、猿額遺跡では、前期末

葉に入ると大木式の士器が圧倒的に多くなる。一部に東関東系の興津式土器が1点出士しているが、大半

は大木式士器で占められる。大木5式の士器は県内ではそれほど多く確認されていないものの、近年、大

木6式の士器は県北を中心に散在的に確認されてきている[小野1993、田辺ほか1944など]。前期末葉は

大木6式の拡散時期となろうか。

これが中期初頭~前半段階に入ると、様相は一変する。猿額遺跡は中期の士器がわずかしか確認されて

いないものの、大坂上道遺跡では中期前半の士器群が圧倒的に多くなる。また系統もこれまでの大木式は

極くわずかに減ってしまい、東関東系の士器群(五領ケ台式・阿玉台式・八辺式)と北陸系の士器群(新保・

新崎式)が主体となり、前段階まで主体となっていた大木系の士器群は、極く少量確認されているのみで

ある。こうした変換は、前期末葉に大木式士器分布圏に包括された地域でも認められる現象ではない。例

えば、岩船郡朝日村下ゾリ遺跡[和田ほか1990]では、中期に入っても大木式士器分布圏に入ったままで

あり、東関東系・北陸系士器群は大坂上道遺跡ほど受け入れてはいないより細かな編年案と系統性を明

確にすべきとは考えるが、土器群の変換は大いに注目される。

なお大坂上道遺跡から出土した士器群については第V章の小結で記したが、様々な系統の中で中期の士

器群の流入ルートは、阿賀野川以外考えられない。例えば福島県坂下町の法正尻遺跡でも、主体となる大

木式士器群に混じって、阿玉台式、興津式、新保・新崎式の士器群が少量認められるようである。

新保・新崎式は日本海側に広く分布しており、拡散する士器ではあるが、内陸部の大坂上道遺跡では約

半数を占めるものの、完全に主体にはなり切れない士器である。こうした傾向が東蒲原郡全域に及んだ結

果であるのか否かは今後の検討課題である。また大坂上道遺跡のみの特殊性という見方も否定しえない。

これまで東蒲原郡における調査例が少なかったことから明確でなかったが、当地域は特に複雑な状況を示

しているようである。特に文化が複合する越後において、その傾向が最も顕著に現れているのが東蒲原郡

という位置付けとなろう。

と

縄文時代における士器様相の変換について

X

め

まとめ
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3遺跡で確認された遺構数は概して少ない。これは集落の中心が調査区北側に位置すると考えられるか

らである。こうした現状で集石・集石士坑は9基確認された。このうち集石士坑は大坂上道遺跡で3基、

中棚遺跡には4基存在する。中棚遺跡3号集石士坑は掘り込みが浅く、残存状況は良好でないが、その他

の6基(大坂上道遺跡1号・4号・5号集石士坑、中棚遺跡1号・2号・4号集石土坑)は明確な掘り込みが

確認され、残存状況も概して良好である。

集石士坑の特徴は以下の点が挙げられる。ーつは士坑内の覆士のうち、下層に炭化材・炭化粒が充満し

ている。また、礫は覆士の下層からも若千は出士するものの、多くは覆士の上層又は覆士の上面で検出さ

れている。礫は被熱の痕跡が明瞭に残り、赤色に変化したものが多い。機能は明瞭でないが、石を熱する

ために、士坑を掘り、火を焚いたことは明らかであろう。

また以下の点から、士坑の使用期間・使用方法が考えられよう。出土した礫は被熱の痕跡は明瞭なもの

の、士坑の床面が焼けていないことから、長時間にわたって火が焚かれていたとは考えがたい。集石士坑

が確認された大坂上道遺跡・中棚遺跡の地山は、ローム質の粘士で、熱によって変質しやすい士層である。

使用された木材も、完全に焼けきらずに炭状を呈する。これは、火を焚いてから礫が投入されるまでの時

間的な隔たりがないことを意味する[北村198田。また士坑内の士の堆積状況から、複数にわたる使用の

痕跡は確認しえない。現状の観察ではこのようなことが言えるが、士坑の規模と使用石材にも密接な関連

がある。 3遺跡で確認された集石士坑は、規模から以下の3類に区分が可能である。

1類径約150 師の掘り込みをもつもの。径10伽未満の礫が主体で、径20~30cmの礫を少量使用するもの

(大坂上道遺跡4号集石士坑)

2類径約80~90cmの掘り込みをもつもの。径約20~30cmの礫が主体で、径10師未満の礫を少量使用する

ものa類(大坂上道遺跡1号集石士坑、中棚遺跡2号集石士坑)と、径10cm未満の礫と径20~30cmの

礫を少量使用するものb類(中棚遺跡4号集石士坑)がある。また大坂上道遺跡5号集石士坑は、

掘り込み自体は径約80cmであることから、礫の大きさから2a類に含まれる。

3類径40cm程の掘り込みをもつもの。上部が削平されており、規模・使用された礫は明確にしえないが、

2類に比して規模は小さいと考える。また確認された礫は、径10伽程のものが主体である。

集石土坑は中型の2類が最も多く4基、大型の1類と小型の3類は各1基づつである。上部が削平され

ている3類を除き、使用された礫と規模に関連があり、規模が大きな集石士坑は小さい礫を、規模が中型

の土坑は大きめの礫が使用されている。小さな礫を使用した場合、熱の伝導は早いが、熱の冷める時間も

早くなる。これに対して大きな礫を使用すれば、熱の伝達は遅くなるが、冷めにくくなる。 1類は小型の

礫を多量に使用することで、熱の伝達を早めている。また小さい礫でも多量に使用することで、熱が逃げ

るのを防いでいる。一方、中型の2類は大きめの礫を少量使用する。熱の伝導は遅れるものの、冷めにく

いような状況を作り出している。士坑の規模と使用石材には密接な関係が指摘できる。

放射性炭素の年代測定では大坂上道遺跡4号集石士坑は早期前半(約8,850士130年前)、同5号集石士坑

は早期後半(約7,290士Ⅱ0年前)の所産となる。それ以外のものについては判断できないが、遺跡の盛行

する中期前半の所産ではないようである。集石士坑が構築された時期の遺物がほとんど存在しない点から、

この遺構は居住域から離れた場所に構築され、一度しか使用されない「非日常的」な遺構の可能性が高い。

2 遺構について
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大坂上道遺跡

1 大坂上道遺跡は東蒲原郡津川町大字西字大坂上道西1806ほかに所在する。阿賀野川左岸段丘上(猿額

遺跡・中棚遺跡も同じ)に位置し、標高は約84~88mである。

2 下記の3遺跡と同様に、調査原因は磐越自動車道建設である。調査は平成4・5年度に実施した。調

査面積は8,70omである。

3 調査の結果、縄文時代中期・後期を中心とした遺跡であることが判明した。検出された遺構は、士坑

16基、フラスコ状士坑2基、焼士坑5基、埋設士器2基、集石・集石士坑5基である。

4 出士遺物のうち、縄文時代中期の士器には北陸系の影響が強いもののほか、東関東・南関東の影響が

強いものが検出されている。こうした傾向は県内の各地域では認められない。

5 縄文時代後期の士器は、加曽利B式併行期のものが多い。このうちアスファルトが詰まった士器が注

目される。こうした例は全国的にも希で、石油産出地帯である越後でも、本例が初の確認例である。

6 平安時代の遺物は少量検出されたが、このうち会津大戸窯産の須恵器が数点確認されている。大戸窯

産の須恵器が確認されたのは、県内では初例である。

猿額遺跡

1 猿額遺跡は東蒲原郡津川町大字西字猿額中丸1938ほかに位置し、標高は約86~99mである。

2 調査は平成4・5年度に実施した。調査面積は3,20omである。

3 調査の結果、縄文時代前期末葉を中心とした遺跡であることが判明した。検出された遺構は、士坑9

基、フラスコ状士坑2基、焼士坑5基、埋設士器1基である。

4 調査区全域ではないものの、会津沼沢火山起源の火山灰が検出されている。二次堆積ではあるが、標

高88m以上の高所で沼沢火山灰が確認されたのは本遺跡が初めてである。

5 出士遺物のうち、主体となる縄文時代前期末葉の士器は、東北南部系の大木式士器である。大木5・

6式の士器群がまとまった出士した例は、県内でも珍しい。東蒲原郡の歴史を考える上で特に重要と思われる。

中棚遺跡

1 遺跡は東蒲原郡津川町大字西字中棚2040ほかに位置し、標高は約95~99mである。

2 調査は平成4年度に実施した。調査面積は2,30omである。

3 調査の結果、縄文時代前期末葉~中期初頭を中心とした遺跡であることが判明した。検出された遺構

は、士坑4基、フラスコ状士坑1基、集石・集石士坑4基である。

4 出士遺物は士器に比して、石器が多い。このうち、 4号士坑からは同一母岩と思われる頁岩の剥片が

出士している。石器の製作工程を考える上で、注目される。

牧ノ沢遺跡

1 遺跡は東蒲原郡三川村大字谷花字牧ノ沢5720ほかに位置する。阿賀野川左岸の河岸段丘上に位置し、

標高は約58~60mである。

2 調査は平成5年度に実施した。調査面積は1,ooomである。

3 調査の結果、縄文時代後期を中心とした遺跡であることが判明した。検出された遺構は士坑糸り2嘩である。

4 遺物は士器が十数片検出されたにとどまり、定型的な石器は検出されていない。

要 約

要約
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凡例
1 縄文士器・石器・士師器・須恵器・陶磁器についての観察表である。

2 法量については土器・陶磁類(以下、士器類)が師、石器は叩単位、重量はg単位である。また土器類は「ロ」は口径、

「底」は底径、「胴」は胴部最大径、「高」は器高を表す。

3 胎土は以下に分類し、記号で示す。①石英:チャートを多量に含む②粒子が細かな粘士で、海面骨針を多量に含む
③砂状のザラザラした粘士に長石・海面骨針の他、径lm程の粗砂粒を含む④径1血程の粗砂粒を特に多量に含む⑤

径5肌程の粗砂粒と焼士粒を多量に含む⑥綿密な素地に少量の砂粒を含む⑦径1叩程の粗砂粒と多量の金雲母を含む
4 須恵器の胎土については、本文中の分類を記載した。

5 色調は以下に分類し、記号で表した。①黄褐色②燈褐色③暗褐色④白灰色⑤赤褐色

6 須恵器・士師器・黒色士器の食膳具は内面及び外面がロクロナデ、底部の切り離しは須恵器が回転へラ削り、士師器・

黒色士器は回転糸切りが基本である。また、鍋はロクロナデ、須恵器甕の外面は叩き、内面は当て具痕が残る。観察表の

「手法」は、これに該当しないもののみ記載した。

7 石器の石材は「石」・「岩」・を略したものが多いが、それ以外は以下に略して記載した。緑凝(緑色凝灰岩)、鉄石(鉄

石英)などである。

8 縄文士器の手法は、 RL縄文を①、 LR縄文を②とした。
9 断面実測以外の士器の残存率は、図示した部分までの残存率を示す。

大坂上道遺跡(図版7~21)
縄文士器 D19-12 ガ

①遺構内出士 表採 亦

備考胎士 手法図番出士地点種別 表採法量 亦

条線④ V5残1 3号士坑Ⅲ群 015.4 B15-11 ψ

①② 2/5残2 7号士坑" B6 -23 *

3 17号土坑Ⅳ群 条線030.4
B17-18 "

胴33.0
D3 -6V5残 亦

4 4焼士坑Ⅲ群 11.0

C17 -14 2ν8残 "018.45 1号埋設ル

C5 -243/5残 亦
底8.66 1号埋設亦

D8-21 亦7 1号埋設 0

撚糸半 ν8残Π群D 043.6B15-243/5残底12.68 2号埋設*

隆起線文4/5残底11.89 3号集石 0

V4残022.8 1 046 "10 1号フラ亦

V8残ル11 1号プラ" *

ψ12 1号ブラル 0

13 1号フラ亦 ル亦

14 1号ブラル 亦

15 1号ブラ亦 4

底14.016 1号フラ" 亦

17 1号風倒ガ 亦

ν8残Π群D 012.018 1号風倒*

012.0ν8残19 2号風倒亦 0ガ

4/5残20 3号風倒Π群D

V8残21 3号風倒Ⅱ群B

遺物観察表

亦

無節

012.0

012.0

ガ

Π群A2

Π群A3

Π群B

目状撚糸

0

"

n群C

*

3/5残

031.0

024.0

026.0

024.0

017.4

"

"

0

2/5残

②

22

23

"

F7-16

F7 -16

D3-12

B4 9

B5 -15

B17-18

C2 -25

Ⅱ層出士

F7 -14 1群

E8 -6 Π群A I

2/5残

030.0

010.8

017.0

高19.6
底11.4

亦

Ⅳ群

11群C

Π群D

B2-13・18

C3 -20

C3 19

B3-15

B3-15

表採

E8 -2

F7 16

B2-24

B 3 -3

表採 ル

2/5残

ν10残

V5残

C2-24

C3 -13

B 17 -9

B2 17

A19-15

B17-9

C3-2

B 3 -5

D6-18

B2 -14

B6-2

表採

表採

B2 -19

FI0 -8

B17-2

CI0-16

表採

表採

FI0-8

D4 -13

ル

93

*

025.2

高30.0
底12.8

033.0ガ

亦

2

0

Ⅱ群B

* 021.0
高知.0
底 6.4

024.0

025.0

4

0

2/3残

V6残

2/5残

亦

ガ

ガ

①
①
①
②
②
①
①
③
②
②
①

①
①
①
①
①
⑤
⑤
③
④
④
④

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

聞
船
即
開
諦

③
③
①
③
①
③
②
②
①
②
③
③
④
③
①
②
①
①
④
③
④

②
④
④
①
①
④
④
③
①
①
⑤
①
①
③
①
④
①
①
①
①
⑤

口
一
一
一
一
一
一

闘
μ
闘

文
文
線
節
文
節
節

無
②
無
条
無
無
②
無
無
②
①
②
①
②

③
①
①
①
①
①
④
③
③
③
③
②
②
③
②
③
②
①

①
①
①
④
⑤
⑤
②
②
②
⑥
②
②
⑤
④
①
①
⑤
⑤

闘
賜
四

一
一
一
一
一

①
①
①
②
②
②
②

④
④
②
②
②
①
③

①
④
④
②
①
③
⑤

肌
認
釣
釦
母
舵
郁
副
闘
質

一
一
一
一
一
一

一
一

釘
聞
脚

3
⑤

1
3

①
②

⑤
⑤
⑤
⑤
⑤
③
①
①
④
④
②

⑦
⑦
⑦
⑦
⑦
①
⑤
①
①
③
①

一
一
一
一
一

羽
部
那
幻
鴉
豹
卸
肘
噐
闘
関

色
②
③
 
3

如
 
U
 
々

1
 
2
 
2

駒
敏
肌
認
鼠
肪
鶚

1
2
2
1

2
 
2

和
れ
柁
袷



D
D
e
D
V
包
日
D
a
e
v
g
宜
D

Z
9
ヤ
ι
ε
9
ヤ
ヤ
9
9
e
g
9
ヤ

一
一

Z
 
Z

1
 
Z

ヤ
e
9
e
o
1
9
9
9

9
0

珀
N
即
如

乙
 
1

ヤ
 
9
 
Z

一
一
一
一
一

H
汁
俳
加
鮒
切
飢
促
船
n
叱
儒
化
詫
可
Π
Ⅲ
飢

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

②

一
一

6
9
ι
9
9
,
C

②
①
②
②
①
②

舗
鮒
踏

玲
鶚
船

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

裂
鼎

剛
吾
剛
吾
剛
吾
剛
吾

泥
館
杓
船
舵
汁
蛇
即

ι

一
一

飾
舒
加
俳
"
"
即
部
ル
m
罷
舗
船
舵
蛇

回
血
囲
囲
囲
囲
■
囲
冒

回
■
囲
回
囲
囲
囲
囲
冒

師
舒
舵
飢

御
御
御
御
御
御
卿
御
卿
卿
御
卿
御
卿
卿
飢
創
U
釧
g
可
幻
肌
Π
m
御
獣
卿
卿
御
河
獣
卿
瑚
御
舶
部
加
船
郡
船
鉛
訟
玲
船
能
舗
船
船
鉛
凶
船
記
船
船
a
吼
"
泓
泓
畆

部
俳
剛
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ι
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C4-1 "

CI0 9 "

F7 22 0

斧A20 5

C4-19 "

中央表採グ

C19 24 "

B6 8 "

C3 17 亦

C19 24 、 A

C4 12 n

C17 4 0

B6 21 B

C3 23 "

F6 19 ガ

D5 11 "

B16 22 ル

B17 11 亦

F7 6 "

C3 1フル

B3 4 "

D19 23 0

B5 17 0

中央表採力

B17 17 、 C

C4 25 0

B7 フ、 D

D18 2 "

D9 13 、 F

B16 22 "

C19 24 0

東側表採ル

A20 5 不 G

B19 3 亦

B17 23 、?

C6 5 、?

E8 7

C3 10

E8 20

C15 14

C16 22

1号風倒

C3 20

F6 18

C20 8

B17 4

C17 15

B6 22

D20 3

B17 4

E16 1 Fb

C2 23 Fa

A2 20 Ga

B4 14 Ga

中央表採 Gb

E9 25 Gb

B2 7 Ge

C5 20 Gb

H2 -7 GC

C16 9

B2 24

1 10

1 10

1 10

吋栖黒包 1{職

内面の黒色処理
は完全でない
4/5残

4/5残

底6.0 ①

底 6.2 ①

3黒

2黒

① 外低位~底部

回転へラ削り

半損

17 42.1頁岩

17 42.7 0

16 41.8鉄石

鉱0 蛇紋

鰍安山

鉛8 蛇紋

478 "

782 閃緑

130 蛇紋

幻.3 頁岩

42.3 亦

12.4 凝灰

13.5 "

咽.7 頁岩

17 器.5凝灰

9 9.4鉄石

6.9 玉髄

μ.2 緑凝

聞.8 凝灰

6.4 頁岩

14.9 "

18 備.6凝灰

16 41.7玉髄

18 57.4頁岩

17 33.2流紋

14 那.8頁岩

10 10.8緑凝

8 3.8玉髄

12 10.7緑凝

14 10.9 亦

Ⅱ 10.4凝灰

9 4.8頁岩

25 123.3 凝灰

21 能.8緑凝

18 脚.3頁岩

0.9 24.6 0

7印.5 安山

633.6 "

240.9 簾灰

874.8 安山

729.9 0

957.9 "

那4.8 砂岩

740 圧砕

妬3.5 花崗

則.5 安山

673.6 ガ

四1.3 安山

740.0 花闇

似).3 閃緑

876.0 圧砕

41 343.5 安山

57 13幼.0 庁

16 47.2砂岩

52 部5.4 花樹

関 621.8 安山

193.9 圧砕

聞9.4 砂岩

脚3.2 粘板

畿0 砂岩

85 7550花崗

口低位外

回転へラ削り

刃部端欠

46

"

基部を欠く

基部を欠く

再加工

刃部端欠

B2-24

B2-3

B17 -3

C6 19

C20-13

B16 24

E6 33

半損

調整不明35残

2 5残

石皿

ム石

砥石

砥石

砥石

砥石

砥石

低部一ヘラ削
り

基部を欠く

4/5残

V6残

37 EI0

38 F8

平安時代

① 10号士坑出士

出士地点種別法量

1 10号二し坑黒色椀口16.0
高 5.6
底 6.3

0 黒色椀口13.0

0 黒色椀底5.0

9長

4短

61

安山

花樹

砂岩

6540

42

62

グ

12.9

釦.0

閃緑

粘板

亦

胎士

V4残

110残

白灰色110残

1 4残

白灰色110残

110残

2 5残

列面・自●馳14残

内外面自然釉13残

外面自然釉

4 5残

タ圃・自支馳V誘全

外面自然釉

1 4残

2 3残

"

ノノ

39 F7

7

士師器椀

士師器椀

士師器椀

土師器椀

手法

口縁部低位外
面~底部外面
回転へラ削り

ノノ

中世以降

中世以降

AI

A2

A3

A2

B2

Cla

Cla

Ch

C2a

C2a

C2日

[泥a

D2a

E

力

25 F9-25 黒色椀底5.0

26 C5-5 黒色鉢口24.0 ②
高(10)
底9.0

27 F9 18 須恵器^杯口12.0

28 6 -11 須恵器有台杯口14.0

29 F9 -8 土師器椀口13.0

30 C4-25 士師器椀口12.6

31 E9-24 土師器椀口14.0

32 B2-11 士師器椀口14.0

33 C5-18 土師器椀底5.2

34 F9 4 長頸壷口10.0 Ⅱ

35 F7 9 長頸壺

36 F8 4 長頻壷胴15.5

底 7.6

012.6

013.0

底 5.0

底 5.2

95

0

^

口低位回転

ヘラ削り

備

2/3残

0

亦

ガ

ν10残

1 3残

亦

040.4

040.6

033.2

040.6

底 8.6

底 7.0

014.0

"

底回転へラ

削り

0

奧/1、

須恵器甕

須恵器甕

須恵器甕

1/10残

1/10残

2/3残

2/3残

"

②Π層出士

亦

D6 -1 黒

F7-9 黒

F7-8 黒

F8-4 黒

B3 -5 黒

82

外スス1

110残

110残

110残

2 5残

4 5残

14残

外面へラ削り

9 短頸

空

壷胴21.0

底11.3

壷胴17.4

椀口15.0

椀口14.0

椀口17.0

椀口14.0

22f即Ⅱ黒色

23 C7

24 D6

4
 
4

郭
闘

8
卯

①
①

①
①
①

①
①
①
①
①
④

2
 
3

財
釦
卸
W
円
幼
玲
粉
口
典
肋

4
 
5
 
6

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

閉
豹
即

8
 
9

聞
関
鎚
妬
鉐
引
町
娼
娼
群
聞
舗
鶚
砺
由
釦
聞
器
聞
釦
如

①
①
①
①
①

器
鉾
闘

1
 
8
 
5

ー
ー
ー

0
 
0
 
1
 
8

3
 
5
 
4
 
6底椀

ー
ー
Ⅱ

口
高
底

椀

色
色
色
色
色

9
 
9

関
諦

ー
ー

ー
ー

Π
 
1

椀
椀

色
色

"
闘

ー
ー

訂
給
四

①
①
①
①
①

郭
鼠

闘
触
部
如
聞
"
関
妬
謁
紛
聞
"
妬
鈎
釦

9
 
2
 
謁

釣
釦
引

頸
頸

俤
磁
砺

聞
印

U
 
聞
"
 
W1

即
引

皿
皿

部
肌
鮎
肪
釘
朋

飢
詑

π
硲
π

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

部
釘

U
H
賜
釘
兇
叫
郁
a
朝
開
町
四
訂
関
釦
和
闘
闘
船
認
"
闘
娼
U
部
如
噐
部
部
羽

如
U
蛇
心

1
2
3
4
5

9
 
9
 
9
 
9
 
9

駒
肌
詑

稔
飢
備
質
舶

2
 
2
 
4
 
2
 
1

卵
拓
脚
能

叫
嬰
窈
噐
尚
朝

2
 
2
 
2
 
1

駒
闘
乃
冊
郭

鮎
釘

関
町
鶚
拓
睦
幼
那
%
鰐
釘
飾
印
関
皐
的
即
釦
蛤
閥
舵
舵
問
詑
櫛
祐
和
鴨
⑳
輿
印

1
4
2
4
5
4
0
2
3
5
 
3
2
1
 
1
0
7
3
9
0
9
 
7

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

川
Ⅱ
捻
玲
H
巧
玲

Π
玲
玲
加
別



3 5残

織維含む

FI0-5

F9-4

表採

FI0一肋

C5 5

C3 1

F7 14

C3 1

26 C7 -1・2

④①②8類

013.0

012.0

甕底4.6

底7.8

? 045.8

12
11

ψ

C3 -1

FI0-10

F7 -9

FI0-10

D6 11

FI0-9

F7-23

東但^

F7-9

東但^

FI0-13

ν10残

V4残

V4残

V4残

ν10残

ν3残

ν3残

V5残

046.0

032.8

033.0

032.0

026.6

内外面カキ目

タ艇一ヘラ削り

外面ナデ

須恵器甕

須恵器甕

須恵器晃

須恵器甕

須恵器甕

C17-1

C7-10

F9-20

B16一勿

E16-18

表採

C19-1

中・近世陶磁

27 F 7

ν10残

鉢

鉢(肥前系)

鉢(肥前系)

鉢(肥前剰

摺鉢(肥前系)

摺鉢(肥前系)

火鉢(土器質)

出土地点

D9-13

F9 11

D9-21

F8-21

E9-9

FH 5

D19 6

B2-19

B3-6

C3 -4

D12-8

F9-11

C5-17

C5-14

F9 11

表採

F6-10

Π?

Ⅲ群

外一叩き

叩き後カキ目

内一叩き

ル

器種

碗(肥前系)

碗(肥前剰

碗(記前剰

碗(肥前系)

碗(肥前系)

碗(肥前系)

碗(肥前糸)

碗(銅緑釉)

碗(銅緑釉)

碗(京焼風)

碗(京焼風)

皿(瀬戸焼)

碗

碗(肥前剰

碗(肥前系)

碗(肥前系)

皿(肥前系)

0

柳Ⅷクロナデν1峨

1/10残

VI0残

013.O VI0

024.O VI0

ν10

ν10

029.6 ν10

ν10

015.0 ν10

猿額遺跡(図版24~33、第26図)
縄文士器

①遺構内出土

番出土地点種別法量胎土

1 2 士坑Ⅲ群 A 口 30.5 ⑤

胴 25.0

底 14.5

高 42.5

2 2 土坑Ⅲ群 C 口フ.6 ⑤④ 8類②
( 9.の
a9.5)

Π?

法量残存

012.O VI0

09.O V5

012.0 ν10

ν10

011.0 ν10

ν10

口H.0 ν6

012.O VI0

012.0 ν10

012.0 ν8

011.0 ν10

015.0 ν6

ν10

底 V5

底5.O V3

底4.8 V3

底 4.6 ν4

内叩き?

文様

植物

唐草文?

植物

植物

雨降り文

唐草文?

⑤②②1頬

25 C5
C6

備 考

2 士坑

6 土坑

3号焼士

外面にスス

17

型紙刷り

5

C 口16.0
高(22.5

14.6
底al.0

021.0

18 B17-16 碗(絵唐津)

手法・文様

1類②

群7

群

群C

④①②7類

2号焼土Ⅲ

3/5残

Ⅲ

1 ブラ

F8-4

C4 22

D6-19

C19-フ

C4 -5

C4-25

B16-23

F8-21

D6-22

D5-23

D7-6

B5-23

E9-14

D6 3

D17-21

1 フラ

備

4/5残

10 2

96

①①

フブ

27.5

25.5

考

群

0

(肥前系)

(記前系)

(京焼風)

(銅緑釉)

9 Ⅲ群

フワ

底 4.8 3/4

底16.4

底10.6

底9.4

群口48.0

胴48.6

群底9.6

底13.0

亦

1号埋設

1号埋設

0

4/5残

底5.4

底5.4

④④②5類

①羽状

② V層出士

Ⅳ

0

13 C6

4/5残

碗(朋前剰

甕

香

ノ」、

ノ」、

壷

壷

短

壷

①

絵唐津

蛇目釉剥ぎ

絵唐津

蛇目釉剥ぎ

蛇目釉剥ぎ

線

底4.4

底 5.4

ガ

横線

植物文・横

14 B6

C6

15 C6 -

16 E6 -

17 C6 -

18 C6

19 C 6

即 C6

4/5残

16 1Ⅱ群 B

②

炉

瓶

瓶

(把手部)

(瀬戸焼)

頚壷

(肥前系)

底3.0

06.6

05.0

03.4
④③①

A 口19.0

胴15.8

3/5残

②

0

4/5残

2/5残

4/5残

2/5残

Ⅲ群 1

2/5残

4/5

ν10

ν5

ν4

V4 横線

1/1

ν10

1/8

V5

028.0

胴27.6

3/5残

不明

ν5残

蛇目釉剥ぎ

群6

①③②2・3類 2/5残

3/5残

4/5残

010.0

08.0

010.8

②4類

⑤③①

③Π層出士

群1

21

3/5残

D7

22下集中Ⅲ群

不明8類

鉄釉付着

底12.4

12 Ⅱ1 群

23 下集中

ν5残

D 口28.5
高29.5
底14.0

24

黒色鉄釉付着

E6 1
下集中

繊維含む

織維含む

一
一

鈴
鎚
闘
鉛

色
①

②
③

⑤
④

⑤
①
①
①
①
⑥

口
一
一

甕
甕
甕

甕
甕
胴

②
②

④
⑤

3
 
4

⑤
④
④
④
⑥
⑤

価
鍋

6
 
7
 
8
 
9

U
闘

鍋
鍋
鍋
鍋
鍋
鍋

②
①
①

③
①
②
②

④
①
①
④

ー
ー

一
一
一

群
群

群
群

6
 
7
 
フ

1

0
1
0
0
 
0
5
0
0
 
0
0
5
2

器
闘
H
 
釜
幻
Ⅱ
劣
Ⅱ
W

口
高
胴
底
口
高
胴
底
口
高
胴
底

A

②
③

2
3
4
5
6
7
8
9

線
線
線
線

横
横
横
横

皿
碗
碗
碗
碗

記
2

瓔
閉
鴉
伽
粉
船
即

如
 
U
 
覗
心

長
小
小
小

妬
町

ー
ー

娼
的
抑
釘
認
認
鼠
肪
誇
肌
認

番
1

釘
闘
開

W
Ⅱ
松
玲
U
而
玲

Ⅲ
Ⅲ

N
 
加
 
m

口
胴

Ⅱ
謡

④
⑤
③

②
②
②

4
 
3
 
4
 
3
 
3

3
 
1
 
1
 
2
 
1

⑤
①

0
 
1

ー
ー

1
 
2

3
 
3

③
①

玲
玲
玲

ー
ー
ー

ー
ー
ー

①
④

①
②

①
④



28 C6 -21

29 下集中

30 下集中

E6 6

31 E 6 -6

32 E6 -6 、

下集中

認 G9 21

34 E5 19

35 E6 6

E5 1

36 上 13・17・

20

37 E6 1

38 B7 2

39 B7 フ

40 B6 3

41 C6 16

42 表採

43 F5 13

U C6 16

45 C5 -18

46 F7 -9

47 C6 21

48 E5 22

49 C 6 -8

50 F9-14

51 C6 -21

52 E6 -1

53 C6 16

54 下集中

55 B7 2

56 表採

釘表採

58 B6 4

59 C6 8

60 B7 -2

引 F6-11

62 C 6 -フ

63 C 6 -8

64 C 6 -8

65 上 2 6

66 表採

67 B 7 ーフ

68 B6 -13

69 C6-12

70 G14-17

71 FI0-フ

72 上集中3

73 上集中

74 D7 -17

75 下集中

76 C 6 -フ

フ7 E6 -3

Ⅲ群 B

Ⅲ群 C

Ⅲ群 C

012.6

025.0

025.4

Ⅲ群 B

Ⅲ群 C

⑤③

020.0 ⑤③ 4類

023.0 ⑤①②5類

肩22.4

底15.4 ⑤②②

口⑤①①4類

⑤①①4類

①③

縦

②5類

4類

②8類

V5残

2/5残

2/5残

Ⅱ【 群

26.27接合

胴却.0 ①③②

023.0 ①②

030.0 ⑤②①

028.0 ①③②

025.0 ⑤②無節

019.0 ⑤②②

①③

①②②

①③

⑤②

⑤③

①②

①②

⑤②無節

①③撚糸

①②撚糸

①③撚糸

①②②

④③無節

④①無節

①①①

⑤②①

④②①

①②①

④①①

④③無文

⑤② 0

④①②

④①②

④③

①②条線

⑤②

①②条線

④①

⑤③

⑤①網目状撚糸

⑤②"

④②条線

底6.6 ①②

底7.4 ④⑤

②②

⑥③

群

群E

ν5残

3/5残

石器

①遺構内出土

番出土地点種別

11フラ剥片

21フラ剥片

3 1プラ剥片

4 1フラ磨Clb

5 1ブラ磨 F

6 1ブラ磨A2

7 1 フラ磨C2日

84土坑剰片

9 町 "

10 " 0

Ⅱ ガψ

12 亦"

13 00

14 0ル

15 亦0

16 0 亦

17 "ガ

18 ,"

19 ノノ 0

20 "0

21 亦ノノ

22 力ル

23 ル"

24 ル亦

25 "亦

26 "*

27 ""

28 ノノ0

29 1 風倒磨A I

磨 G a30 0

31 2 風倒不 C

② V層出士

32 C6-16 不 A

33 D5-19 不 F

34 C6-16 不 F

闘 C6-16 不 F

36 D2-12 磨 G C

"

"

2/5残

2/5残

2/5残

Ⅲ群 5

0

Ⅲ群 E

Ⅲ群 5

0

"

4/5残

亦

V8残

亦

長さ

47

36

124

140

124

184

55

46

37

31

23

36

24

31

31

24

19

19

25

18

20

10

21

18

27

37

19

21

135

161

65

*

Ⅳ

97

群

厚さ

18

21

30

40

30

94

136

1

"

0

重量

15.6

9.8

450.0

96

45.0

184

91.0

19.フ

5.9

2.9

6.6

8.4

2.8

2.3

2.0

3.1

1.9

2.5

1.3

0.2

1.0

0.2

0.8

0.8

0.4

6.フ

11.4

18.1

870

760

36.1

"

0

グ

Ⅲ

石材剥片

頁岩

亦

群

"

亦

ル

亦

ル

横9.3 鉄石

フ.3 0

3.7 頁岩

22.6 0

64.0 安山

備

0

亦

亦

0

花崗

安山

花崗

安山

メノケ

考

ガ

ガ

安山

安山

頁岩

ψ

亦

1・2接合

0

亦

繊維含む

グ

"

17.0 方

86.0 流紋

10.5 緑凝

14.5 頁岩

54.3 0

47.6 グ

45.5 グ

71.6 鉄石

亦

"

亦

フ.8 頁岩

16.フグ

ノノ

亦

0

ル

Ⅳ

ル

縦

ガ

ノノ

③Ⅱ層出士

37 D6 -7 彫刻刀

聞上⑥Ⅱ石刃

39 E13-13 尖頭器

40 上⑥2 0

41B6 4 亦

42 下集中 0

心下集中石錐

U C6-16 ψ

45 G13-1フピエス

箆46 F7 -2

47 D5-6 ι

48 下 274 グ

49 G14 16 打斧

0

0

群

0

グ

"

ノノ

0

0

亦

0

4 5残

4 5残

ノノ

"

グ

/ノ

縦
縦
縦

縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦
縦

9
 
6

7
 
8
 
6

8
 
5

5
4
8
6

群
 
B
 
B

群
群

縦
縦
横
縦

一
一
一
一
一

即
聞

縦
縦
縦
縦
縦

石
岩

ノ

鉄
頁

3
 
4
 
9

釦
即
錫

一
一
一
一
一

即
船
U
呪
釘
認
詑
釘
U
袷
乃
船
釘

ー
ー

部
部
認

^
^
^
^
^
5
^
^
^
^
^
^
^

玲
闘
部
引
U
U

縦
縦
縦

闘
関

一
一
一
一

縦
縦
縦
縦

一
一
一

如
鼠

一
一

一
一

一
一
一

一
一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Π
Ⅲ

幅
引
鈴
%
舵
%
朝
肌
闘
叫
記
幻
部
玲
睦
N
部
巧
玲
巧
H
Ⅱ
巧
H
U
4
幻
玲
円
部
兆
融

巧
 
W
 
9
 
7

玲
7

Ⅱ
8
姶
船
U
即

引
U
船
認
闘

U
 
闘
部

U
 
川
 
6
 
Π
認

縦
縦



亦

D7-21 磨斧

G13-25 亦

上集中*

G13 10 0

G11-2 *

上集中 0

G12 13 不 A

下集中不A

下段表採グ

C6-12 0

D6 19 不 B

2風倒 0

上集中亦

B7 2不C

F6 1不D

G13 23 ガ

D6 20 0

C6 6不E

D6 2 0

D6 6不F

下集中 0

D7 4 亦

D7 4 ル

D7 4 グ

E6 1 0

下段表採不?

D5 -14 ル

F3-8礫器

下集中磨AI

F6 1磨AI

C6 15 磨A2

C6 10 磨A2

D6 7 磨A2

F12 8 憲)1且

憲)1aE7 13

斜面トレ 廟乏日

Π層一括磨 E

E6-2磨E

下集中磨Ga

F3 8 磨Ga

F4 23 磨Ga

D5-13 石皿

下段表採 ル

上集中亦

F3 8石核

E4 23 石核

F3 13 搬入礫

0

ψ

*

1048.3 安山

49.0 0

24.0 ?

30.0 凝灰

10.6 頁岩

99.5 "

58.フノノ

39.6 ガ

3.4 0

4.9 玉髄

17.2 緑凝

27.4 0

98.0 亦

15.5 頁岩

14.9 ガ

フ.4 0

5.5 緑擬

34.6 凝灰

フ.8 頁岩

20.7 0

a).3 "

253.9 流紋

161.6 "

415.5 ル

218.1 頁岩

27.1 0

亦 1・7と接合

刃部欠く

未製品

刃部欠く

基部欠く

基部欠く

横

縦

横 1・4と接合

"

四

D5 24

D5 15

D5 15

F5 16

表採

D7-23

表採

F5 15

D6 21

D1 お1

碗(京風焼)

碗

碗(肥前系)

碗(肥前系)

碗(肥前系)

碗

010 VI0

ν10銅緑釉

V4 横線

ν5

V5

ν3

ν4 内外面黒鉄釉

ν10内外面黒鉄釉

VI0内面に沈線

VI0

86.フ

40.2

45.8

底4.0

底5.0

底4.0

底5.0

04.0

08.0

030

024.

瓶ノ」、

短頸壷

揺鉢(肥前系)

揺鉢(肥前系)

中棚遺跡(図版36~41)
縄文士器

0

0

出士地点種別法量

I C4 12 1 群 a 口舗.0

底14.0

84

フ.フル

591.2 0

7即.0 安山

420.0 ガ

1010.0 ガ

7卯.0 0

880.0 0

480 花樹

7卯砂岩

670 花崗

7卯砂岩

590 花崗

240 砂岩

710 閃緑

560 頁岩

405卯安山

136m 砂岩

60 3710 安山

205.9 頁岩42

31 95.9 0

47 捌X刃閃緑

0

B4 3

B4 18

B4 21

D4 21

B4 24

B4 3

D4 17

C4 19

D4 21

B4

C4

B4

B3

D8 23

D5 2

B3 19

1 フラ

蛇目釉剥ぎ

71・72接合

蛇目釉剥ぎ

1 群 b

145

156

141

114

133

161

190

676

414

胎士

③

98

0

0

ル

底縁欠損

タール付着

ガ

力

手

①

縦

0

ル

32.フ

"

法

0

群C

備考

1 5残

中・近世陶磁

"

群

出土地点

F7 17

"

52

185

"

2 D5 -15

D5 -18

表採

表採

D5 18

B7 フ

F6 16

石器

①遺構内出士

出土地点種別

15士坑剥片

0

器

"

灯

?

0

Π

種

皿明

碗(肥前系)

碗(肥前系)

碗(肥前系)

碗(肥前系)

碗(肥前系)

碗(肥前系)

碗(肥前系)

底10.0

群

法量

08.4
旧11.4
底4.8

010

残存

12

*

文

ガ

タール付着

長さ

57

68

70

102

36

130

97

95

62

町

111

ル

無節

110植物文

110植物文

15 植物文

110菊唐草文?型紙刷り

110植物文

ν10蚊屋吊草文?

110植物文

グ

09.5

09.0

09.0

様

0

ガ

1.3

2.3

1.0

16.9

14.9

備

油付着

亦

0

厚さ

15

18

23

30

15

31

36

26

20

亦

力

1・4・7接合

ψ

考

1 5残

14残

重量

32.3

38.3

62.4

107.2

39.2

286.6

183.5

154.6

98.6

162.3

353.1

*

0

*

*

石材

頁岩

四

頁岩縦

緑凝

ノ

頁岩

凝灰

凝灰

凝灰

頁岩

鉄石

0

②Π層出士

0

13

Ⅱ

'゛

備考

4・7と接合

グ

C6 18

B2-5

C3 -21

C3 -21

C4 21

C5 12

C6 17
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図版

凡 例

1 ここにはおもな遺構 ・遺物の実測図と写

真をおさめる。

2 遺構は種別毎に一連番号を付し、土坑、

集石土坑、埋設土器などで分類した。

3 遺物は、遺跡毎に一連番号を付し、写真

もこれにしたがった。

4 遺物実測図において、口径復元が困難な

ものは、中心線と外形線を離すか、断面と

外形線のみ表示した。

5 実測図 ・写真の縮尺は各図版に示した。

6 石器の使用痕跡である磨痕はビロで、敲

打痕は霞〗で表示した。



大坂上道遺跡 ・猿額遺跡 ・中棚遺跡位置図



図版 2 大坂上道遺跡全体図
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大坂上道遺跡遺構個別実測図 1 図版 3

◄ 

83.5• 

~ 云三
l 灰褐色土 枯性・しまり共になし。 少糞の炭化物を含む．

2号土坑

83.4m 

~ 
I 熙褐色土 粘住・しまり共に欠ける。少饉の炭

化物を含む。
2陪褐色ゴ；粘性・しまり共に欠ける．

4号土坑 6号土坑

82.Sm 

ヽ

85.3m 

｀ I 摂褐色j: 粘性をbち、しまる。多袋の焼礫
・炭化材を含む。

2 暗褐色土 粘性をもち、しまる．徴位の炭化
粒(,Pl■m)を含む．

◄ 

1 籍褐色土 帖性に欠It.しまりな し．微鼠の炭化粒•焼
土粒を含む．

2 騎褐色土 粘性に欠け、しまりなし．少像の炭化粒・焼
土粒を含む．

3 陪褐色土粘住に欠け、しま りなし。少黛の炭化粒・焼
土粒を含む.2 層よりやや•ttぃ．

4 岬褐色土． 粘性に欠け、しまりなし．多黛の炭化粒含む．
5 陪黄褐色土枯性に欠け、しまりなし．多量の0ーム粒・

徴盪の焼土粒含む．

85.9m 

7
 

I 致｀褐色土粘性に欠けるが、しまる，
2暗褐色土帖性に欠けるが、硬〈しまる．甚本屈序lV層と V層の混合層，
3 灰褐色土 ，Ii性に富み、硬くしまる。基本舟序v屈に相当．

85.8• 

＼ ＼ 

85.3m 

ヽ

‘
 
‘
 

84.0rn 

疇
f 赤為色土帖住しまり共になし．多llの焼土粒を含む．
2培椙色土粘性をもち．しまる。微髪の炭化拉・焼土位を

含む．
3玲閑色土粘住をもち、しまる。少皇の焼土粒を含む．
ヽ褐色 土 帖性・しまり共に欠く。
5酔褐色土枯性をもち、しまる．微黛の焼土位を含む．

1 騎貿褐色土 粘住・しまり共に欠ける．多仕のロ
ームプロックを含む。

2 酔賀褐色土 やや粘性に欠けるが、しまる．多
嚢のロームプロックを含む．

3 ff音黄謁色土 枯性をもち、しまる。多量のロー
ムプロックを含む．

、.,,----

► 

,N I 
<'--

，， 1 

、 ／ ／

---- .,,,,,,,,✓ 

1 摂褐色土粘性をもつが、しまりに欠ける。少黛の炭化材を含む。
2 悪幅色土粘性に窃み、しまる．多籠の炭化材。微黛のローム粒

を含む。
3 暗褐色土 粘性・しまり共に欠ける。少位のローム粒を含む．

。
(I :20) Im 



図版 4 大坂上道遺跡遺構個別実測図 2

86. 7• 

I 

｀ 
2 I 2 

攪乱 ／ 

3 

／ 

閉
1酔褐色土 帖性・しまり共やや欠ける。少乱の礫（小）を含む．
2 烈褐色土 粘性・しまり共に欠ける。木根の可能性有').
3研褐色上 粘性・しまり共やや欠ける.少:fi1の木炭粒・木炭片を含む．

◄ 

87 .Om 

グ一~雇 o/,7////////////////////)/$/////-;1/}戸
I /1,¥褐色土 帖性・しまりにやや欠ける．

＇ 
87. 9m 

88.2• 

,,,; 

I 

2/  
14号土坑

笏

I 烈総色土 帖性・しまり共になし．少黛の炭化物を含む．
2県褐色土 帖性を bつが、ややしまりに欠ける．
3摂褐色土祐住をもつが．しまりに欠く．
4 lff褐色土 帖性をもつが、ややしま りに欠く。
5 蹄糾色土 祐性をもつが、ややしまりに欠<.徴量の焼土位を含む．
6 府褐色土 粘性をもつが、ややしまりに欠〈．少量の沼沢火山灰層を含む．
J 灰買褐色土帖住・しまり共になし．詔沢火山灰層と基本層序V層の混合層．

87 .Sm 

I 藉掲色上 帖性・しまり共になし．少仕の沿沢火山灰なを含む．
2 I積賞褐色t枯忙をもつが．ややし3りに欠lfふ少鵞の昂色れ1・を含む．
3 !!.¥掲色土 帖性をしち、しまる，
A 貨掲色土 帖性をもら．しまる．多駄の，!liR.火山灰けを含む．

◄ 

1 黒褐色土 粘性・しまり共に欠ける。多足のロームプロックを含む．
2 褐色土粘性・しまり共に欠ける。多巌のローム粒を含む，

｀ 
I 兵＼褐色」・一 枯性をもち、しまる。

徴祉の焼土粒を含む．
2 i音褐色L 粘性をもち、しまる．

少保のローム粒を含む．

.... 

2 I 2 / 

2 / 
3 

1 貿褐色1ヽ． 帖性・しまり共になし．
2 I印褐色土 帖性を供ち．しまる．徴aの沼沢火Ill灰層を含む．
3籍貨褐色ヒ粘住をもち、Lまる。地Illに仕似．

87 .4ffl 

｀ 
1 焚褐色土 帖性・しまり共になし．
2 暗褐色土 粘性をもち、しまる。

少黛の沼沢火山灰陪を含む。
3 灰褐色土 枯性をもち、しまる．少量のローム

粒、微量の沼沢火山灰陥を含む。

。 (1:20) 
10・12-16号土坑

lm 

87 .4m 

0 11号土坑 (1 :40) 2m 

゜17号土坑
(1: 10) 0.5m 



大坂上道遺跡遺構個別実測函3 固版 5

1号 フラスコ状土坑

A
 

86.0m 

I 屈褐色土 粘注・しまり共に欠ける．
2峠貨褐色やや粘性をbち、しまる．
3 ff音褐色土粘性をもち、しまる。少黛のローム粒を含む．
4 附灰褐色土粘性をもち、しまる。多位の小砂粒を含む．

1号焼土坑 2号焼土坑

1 赤褐色土 粘性・しまり共に欠ける．
2 赤褐色土帖性・しまり共に欠ける．

が混じ').J層より藉い．

87 .4m 

，
 

85. 3 ~ 

3号焼土坑

ーロ
~ 

1 赤褐色土 粘住・しま り共に欠ける．
2 暗褐色土 枯性・しまり共に欠ける。多黛

の炭化泣を含む。
3 赤褐色土 粘性・しまり共に欠ける。
4 暗褐色土帖性を bち、しまる。少童の炭

化粒・焼土粒を含む。

｀ 
2 号埋設喜

2号フラスコ状土坑

87.8m 

＼
 ヽ

‘ ---- / ----

I 沢褐色土 粘性・しまり共になし．
2 騎貢椙色土粘性・しまり共になし。 i!Ji尺火山灰恩と1V層の混合愚．
3 靖黄褐色土粘性をもち、しまる。少嚢のローム位・砂粒・礫を含む．
4 研糾色土粘性をもち、しまる。少鼠のローム粒•砂粒・礫を含む。
5 陪灰褐色土粘住をもち、しまる。多量の小砂粒を含む．基本用序V

層に酷似。

4号焼土坑
ヽ~

5号焼土坑

85.3m 

｀ 
1 赤褐色土枯住・しまり共に欠ける．
2稽総色土枯住・Lまり共に欠Itる。

多量の炭化位を含む，
3 赤褐色土 帖性・しまり共に欠ける．
A 蹄褐色土帖住をもち、しまる。少

嚢の炭化位・焼土粒を含
む。

1号埋設:@~

85. I• 

A
 

I 陪茄褐色土粘性に欠くがしまる。多
2 赤褐色土粘性に欠くが硬くしまる．

全て焼土粒。少位の炭化
位含む．

3 籍灰褐色土粘住をもち、しまる．少黛の焼
埠、多負の炭化粒を含む．

｀ 

／
 

l 玲褐色土粘性にやや欠けるが、硬くしまる．

゜
(1 :20) Im 

I I音褐色土粘性にやや欠けるがしまる．
2 I罪貰罰色土帖性に窟み、硬〈しまる．

1・2号フラスコ状土坑 1-s号焼土坑

0 (1: 10) O.Sm 

1-2号埋設土器



図版 6 大坂上道遺跡遺構個別実測図4
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1 籍灰椙色土甚本層序v府に相当．
2褐色土粘性に欠けるが、しまる。少汰の炭化粒を含む．
3 暗褐色土 1層と 2層の混合層。
4 藉昂椙色士帖住にやや欠けるが し`まる．多偵の炭化位・炭化材、少量の娩士粒を含む。
5埒貿褐色.t枯性に．“み．しまる．少址の炭化位を含む。
6質褐色土 枯性に岱み、硬くしまる。微ほの炭化位を含む。

5号集石土坑
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l 摂褐色上 粘性・しまり共に欠ける．少址の炭化粒を含む≪
2 籍褐色.I:粘性・しま I)共に欠ける。少羹の娩土粒を含む，
3 Jft黄褐色土やや粘性をbち、しまる。
4 貨褐色J:粘性をbつが．ややしまりに欠く。地山粒を含む。
5騎質椙色上粘性をもち、しまる。少餓の炭化粒を含む．

一◇三°ヮ 彎

4号集石土坑

3号集石

A
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芍
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1 暗褐色土 粘性・しまり共やや欠く．少量の炭化粒を含む．
2 蹄貧椙色土やや枯性に欠けるが、しまる．少嚢の炭化拉・娩土粒

を含む．
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(1:40) 

↑ 性格不明遺構I 2・3号集石 m
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(1:20) 
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固版 8 大坂上道遺跡 縄文土器実測図 2

言

一 ［
34 

刀
35

芦
,
 
.. 
V
 

令
r

5:~5, 

・A
密

,r
:
;

、．．．
 

`• 
．
仝
ら

名
a

.,“ 

ヘi
•• 

,．
 

.‘‘, 
.
.
.
 ”.マ

f

-

＇-
ぷ
｀
を
し

`
 

.• 

[．{"'
へ^
．
．．
 

”べ

、t.

さ

サ
J
?へ.. t
.
 

一1‘応
ラ
｀
只考

ぐ
ゞ
'•• 
、
す

ご

ぷ

[aa

q三
9/37 

ゲ
‘

.
r
9
 

一
，
d
‘

•5^
'5 A

/

み

^
,.

i
し・

J
-t

`

．J

.

：

i
．狡

・↑

V
:
'
r
 

,＂・,
I‘ 

l

l
≫̀
‘
 

息、tヽ

ィ’g

9
V̀
、
・4化
，・

，り
ふ
も
苺
g
,’

g

恙
村
汐

、
.
？
唸
ィ

42 

り43

；＂ 点‘
.

｛
芯
警
i
l-

竺
麗

刀
／

38

ミ
ニ
姿

；

表

”

迄
fr

言
i

翠

贔
芯
1
"

摩
ゞ
L

贔`‘
 

刀
44

｝
 

、
-
•
9

言`．．

．
 

;

i

¥

 

,

.

 
.
.
.
 

~\

i 

[
 1” 

こ
氾
喜
・
1

• 
/·2
·Q
•) 

I
 

J
 

t
 

J
 ご

偉
空
、

n日は
39

―

↓
‘.
＇，杓
か
'

℃

i
g
 

•
{
f
安t
r"
注

含
ず
‘
:
｀

喜
零

P

ぷ
一刀
〉

40

睾
＄

立

窄

・‘

•9,
"' 

ぷ
"f外

醤
梵
象

紗
翌
羽
'
5

次

．
る一5̀
‘,?
r
"
.

穿
啜
、方
，1

し

ù
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図 版 18 大坂上道遺跡平安時代の土器実測図 1
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図版 20 大坂上道遺跡平安時代の土器実測図 3

＼、 一
I 

し ―-~

48/
／
£
ご

53 

~•:.:::Jfr);,1.-! 1,.1・/;'}:'::・<
•i',., . 、 ·!·; ! ,

・.、- . 54 

．
 

ジ
．—q

-:;

•1
., 

｀
 

rヽ

I

l

`
p
.

、、

.,.
,、

",4
.r
v、

．
．
 `

 ．
 ．
 

ヽ

ヽ
‘r
.r.ヤ
.‘、

.
i
‘
‘
 

．
 

、

、

‘ヽ.

き
｀

と
・

.• 

i
`
・

3

.

、

．．
 

-‘『、J
`
＇
、
｀

.

.
 ，ヽ

｀

ー
ぐ
，ヽ
ヽ
・

99

、.
,
、

.
~ 

•

. 
‘̀ 

•. 

，．`
 

、
.
.
 
f
 

•
『•

.

.

.

• 

A

:
 

｀
こ一`
．

.• 

}
 
．
．．
 、‘
‘

、一、．

ょ
、

ご公．．

i-・ベ‘＿
文
｀
、
ヽ
呑
｀

6

[

．

＾
．9
9
.
‘

、9

-．．
`

5

そ`
；ー
、

J

.‘̀

-‘
 ..
 `

 

・ゞ，
．．
 
i
]
f

，
 

r

A

>

、

rr
 

4
'、.麟

57

弁．

、
和
悶
り花

3

さ．硲
i‘
,

・
ふ
[

｀
5
.

グ

筏
だ

へ．

,
 

ィ
ぃ
’

‘、富ぃ
培

巧
”

"‘、
.応

贔
誓
庶

．^

じ
h

,
I
C"”
 

ヽ
贔

＂ 
rふ
"
•

9
ヤ

。
(1 :3) 20cm 



大坂上道遺跡 中・近世陶磁、銭貨の実測屈 図版 21

□信~ ~ j\.YJ,' ▽O ts 
い Z \~!)4 

, ~ 己 -v 6 

]IO < I 7, \—~], ¥ I fl ←ヽーープ ~ 
¥ I ], ¥ゴ II 

~ こ▽ I ＼ 13 

＼ ＼ ゞ
~5 

＼ 、 2

~9 ＼し23 

＼ ＼ 21 
16 

24 

／ニニ二
← ／34 

＼ I C? 32 
ヽ 今

37 

u ＼ 

¥― | >
39 

。
(I :3) 20cm O (1:1) 5cm 



図版 22 猿額遺跡全体図
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ì

-
9ン

f
 •• 

rヽ
;

•
A>輌’

i

、・ぞ宴
，
 ，
 ．．
 

了
日
け
日
E
05

 

“̀

 

.”
2

J
 

(`
｀
 

.• 
、い

i

ぷ
9ゞ
.
9
7

．
ふ
ぷ
ゃ
｀
り
、
．．． 
、t
.
 

•• 
，
 

ヽ

・ヽ
I

・̀
 

良
さ

'

,9
.

.
 

l
 

＼い

元
・
ぶ
ぶ
•
f]

炉‘・ベ

よ．9．．
 

.’
 

（
 

~t.?F/l 
筐

054 

ノ

f}-

岱
翡
‘•

一

ヽ
に
お
，
．
合
・：

9
,.4

冷
＂ベ
一

．恥
裟
裏

ふ
~
必‘
で．
涵

ぅ蔚

・訳
涙
'
[

．．
．
 ＇ヽ

,;
、•• 
9
 

/
t
 

・〗 40

>
41 

ふ，-？雫・

麟吋 〗56
8
 

5
 

、
ん
．．
 
，ク
・、．

了

μ

’̂’ 、．
 

．
 

っ
．、.̀‘

9ヽ
・メ

・

•• 
．
．
 

・ヽ

，ヽ`
‘.

,
＂
.
 ̀/

 

、
”‘ヽ
・``

 

、9
.

｀
ー

｀
 

.

9

9

 

ぶ
が
ゞ

ゞ

5
 

：
 

’

Z

.

9

 
．．
 

,
9

、

9

＂
し
へ

．．
 
~... .`

‘
 

,

J

'

 

；

＇↑J
，ヽ．
，J
炉
l

ー

・

・

≫99 
... 
9. 

l
'
 

‘.1

,
．
 

.

r̀・
・

r,
 i

.
 

・’
’
 

.

..
 

~h`

`` 
_

1

 

9,＼
.

 

，．ヽ
＇

｀
 

;
，

．＇,‘、t.”
,'＼ 

刀
u57

ヽ

•4
.¢
’ 

』

.
C
.
.
 

9

,
 
．．
 

了

象
t

.

ル

..

.

.

.
 9
P
 ..
.
.
 

；
妥
ぎ
{

.
』

．．
 
9
 .
.
.
.
 ‘

:
t
 

•• 

9
i

/

ズ

/

-.,＇-
t

へ[

ャ
9
9

・

"
 ．．
 9-

•• 

、
、-J 
•• 
｀
ジ
云
弩
．
 

．．
 

七

．．．
 

5
,
t
t.9L
 
• 

.
 
9,．、
．C‘、9

9
F
し‘
-

，
 

5
 

了
ー
リ
扁

•

.. 
＂‘-r'A
t
J
 

ャ．
，
rみ
t

.-
i

,9,．
し』

・へ、＊》
r

./、．
/
9
ご・・

＇
も

＆
，
8
、．炉

、
ソ
ふ
葬
紫
．

,
9
 

・
/
5
ャ‘‘

誌
揆
衣
．
‘
，
＇
‘
,

2
 

5
 n
 

A
 .. 

，ヽ

い
、
[
I
',e
.．、

し

．ヽ

，．
 

F

,

 

し

．ヽ

＇ー
、'zり
・ヽ

”
`
、
'

ヽ
'

、．

じ

．．
 
V
 

、.

＇• 

.
 
＇,`
 

9.‘
1.57.'
1,＇ 

r
,
9
`
”
じ
[
"
,

.

A
‘
9
,

＇ 

L~.‘‘ 
,`

.'

• 
•9` 

＇ー
、
t
.
＇
9,
9
,
 

9,1̂,9.
 

『
.
.

--r, .. 
"·'-<--• 

,.,; ダん...., .. ,;, ． 
•""''"ヽ •,"・. ~. ,,,,.,,. ヽ._,,_.,,.,

ふぢ玄左シ,,fo.ベ咆ふ~-__ ,. 忘；心
-<>・,, , .. ,, ベ 9・...ヽ
"•CV・

乃

/63

゜

月
7

.‘
 

．．．
 

，
 

‘, 

•. 

‘
 

•

T.-

泌，
t

烹・・

↑f
ざ

."
・
 

-

5

 

ぷは
5
遵

刀
り
〕

66

.

，
↓
 ．．
 

．．
 

.‘.9'
歪さ，

5

ペ

L
‘

・
苔
這
苓
虔

を
交
翌
叉
／

起
5
号
拾

゜
6
 

n
 

J
 

・

グ¢tビ

”[ 、..E(．

‘
 

•• 

“. 

夕
．ぃ条，

し，
J
＇‘

ぐぷ．
7
し

寄
笠
'
.'

迄
:
J,5

ぎ
呼ん・で

ふ
◎

籾
治
t
.
4
.

rー

ー

ー

|

＇

3
 

5
 

.~ •• 
•• •

•.•
. 

•4-•• 

i

L

．こ魯．

.，～
．-｛．”̂↑ 

」
．
玩
忍
姿

＂
・
・
ル

t
,
.し
-

t

.-9

..c.

＂”・.’ 
.‘
 

•
.••
• 

•• •

A
●
ム

．．
 

.-.,＂・・ 

•9r,
.r 
•. 

そ
ら

ャ
．＂

．
．
 

/:-0"'-. 
_-)りl'ヽ/:1

/to/ゃ・ t，.',; 忽:;、•,;!
● ‘ 』

'I' 
. .  ,, ヽ1・i

.;j、 I
-. 令，

□ ≪, 

8
 

6
 

門
日
日
帽

9
げ
什
じ

69

｀ヽ

v,＂
9.,”

；
汀
'..
 
'
 

••. 

ー＇

え

'

f

．さ
告
緊
'

1.‘、咋`

．怒
‘
合『ざ

唸
ぷ
"
.
{
^

.
~

r, .'・・
 

．．
 そ

忍
ざ
＇
裟

．

ー・こ．．壱吾
.，ヽ・

．．
 

・̀
 

．．
 
，ぇぷ
f
へ

i
月
ザ
＇
ウ

ー；●
9,

．i
'9,'

.
.• 
，I
‘
.

曹

l

.
'
 

，ぃ
．
．
 
＂

．
 

,"？ 
.
.
 
,
；
ヽ
ふ
・
:
f
"
i
,

ヽ
．．
 ，＇ 
．

．

 
ょ

.

.

.. ，
；
9
,
‘
,
.
，

ャ

,

9

.
 

、i
•
5

i
,

．．
 
．

．
 9.
 

ク

翌
．況
忍

芦

‘

.，i“

か＇
ノ
s.

• 

；'
,
 
．．
 

;

5花
．』・ベ
，ヽ
．．．
 
4
 

ご，’
"`

••• 

-

・ベ

9.‘. 

-9

、
.
，

、
、
＾
し
・
、
戌

．—
．
．

•. 
?
t守
．ぷ．

d

．，t
.
i

,.}・-．
,．

、9
-

・
 

1

.

｀
 

ァ
，

•• 

、...
 

• 
g
.，
・"}、

’‘
"‘r 
．．
 
、
．と・

.C‘ 

-．
．
 
‘̀ ‘.] 

s
 
·
ヘ
~
←
・1．

． ．
． 

p

.

 

．．
．
 

f‘
も、

門
/. .. . 

.-... ベ,.
_, .. -~., —; 

~ 'べ..・.;・, ベ
, ..• ; ヽ·•O 、

日・占

八室;:ジ.，
,., ... ・ 
• ヽ．ヽ

..._ ツ.;;;.
？・-;,.;•

"• -~, ,.,_、
ヽ•’ ヽこ. ,. ・,,
しで、 ← ・-~-喜,'5

 

門
日
以

6

'̀
,．t
)
 

”.`
1
c
 

•. 
9
・‘
,
．
 

-
r

.

≪

9

 
..•

• j~ 

i

/

 ．．
 

'i,＂．，．
4

.

ム

和
必

”.g
翌
i

-』．
“
1

t
み

9.“
ふ
'

K、
パ
7
,
i

．を
i
i:

1
 

｛
ふ
ィ
・

”
"
[i

•• 
“
f
 

.. ;
‘
み
ノ
リ
1
,
F
.

k
,â
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猿額遺跡石器実測図 1 図版 27
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図版 28 猿額遺跡石器実測図2
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猿額遺跡石器実測図3 図版 29
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図版 30 猿額遺跡石器実測図4
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猿額遺跡石器実測図5 図版 31
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図版 32 猿額遺跡石器実測図6
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猿額遺跡石器実測図 7 図版 33
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図 版 34 中棚遺跡全体図
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中棚遺跡遺構個別固 図版 35

1号土:a=一
94 .9m 
- I 2 -

言
l 暗褐色土 粘住・しまり共に欠ける．

少位の炭化物(q)2n)を含むe

2 漆褐色土粘性に窃み、よくしまる。
3 茶恨色土粘性に富み、よくしまる．微

鵞の賽を含む．
4 貿褐色土粘性に富み、よくしまる。少

位の荘を含む。

1号フラスコ状土坑 ． 

2一号2s〗一
3号土坑

一 亨~)~
95.0m 

三l 暗褐色土粘住しまり共に欠〈．
2 買褐色土粘性に窪み｀よ〈しまる．

少盈の親ゆ5111)を含む．

95.0m 

｀ 
I I訊色士 Iii住・しまり共に欠〈．少量の炭

化物($2麟）を含む．
2 I層と4層の混合羅．粘住・しまり共に欠〈．
3 I層と4層の混合層．帖性に貨み、硬〈しまる。
少黛の楼•Dーム粒を含む。

d 貰褐色土 Iii性に富み、よくしまる。少量の
0ーム位・器を含む． I If茶褐色土基本層序のn態に相当．

95, 2m 
3 4 

I 摂色土 よくしまる．ごく少黛のローム粒含む．
2 ,w褐色土 よ（しjふ9勤D—磯．硬11.(/)訳色埠．ご〈夕勤かポン位を含ti,
3 峠貨椙色土ややしまりに欠ける。少鵞のローム粒を含む．
4 J/i黄謁色土しまりに欠ける。粒子の細かなローム粒含む．
5 摂色土 よくしまる。 1層と岡質．
6 陪貿謁色土よ〈しまる。ローム粒 ・暗椙色土を含む．
7 陪黄低色土しまりに欠ける。多巌のロームプロックを含む．
8 黄総色土 堅崩咲土．
9蹄褐色土 硬くしまる。少蘊の棋褐色プロックを含む．
10 呼褐色土 よくしまる。少位の摂褐色プロックを含む．
II 暗褐色土 よくしまる.9屈と岡只だがやや色洞が暗い．
12 暗褐色j; lO庖と同質．少泣のローム粒を含む．

_ 13 睛賀褐色土しまりに欠Itるが．枯住に立む•*+cームプロックを含む．
14 I『黄褐色土 13層と目凡やや色調力哨い。少黛のDームプc,クを含む．

~ 15 J針褐色土 9層と屈質だが、粘性に富む．
／ 

16 I蹟褐色土 14層と罰賃．
17 :1¥褐色土 ややしまりに欠けるが、粘性をもっ．

深8/11以外は、ごく少低の炭化粒（小）を含む。

木根

1 緒褐色土 粘性・しまり共に欠ける．徴黛の炭化物
(4'20■)を含む．

2'蹟福色土粘性・しまり共に欠ける。1愚と地山の
混合層．少泣の炭化物を含む．

3 熙褐色土 よくしまるが、粘性に欠く。多嚢の1父化
物（如●●）を含む。

4 贄褐色土 粘性・しまり共にやや欠ける。 2層と地
山の泣合層．

5 買褐色土 やや粘性に欠けるが、しまる.3層と地
山の混合層．

3号集石土坑

ぬ。

I 

1 砕褐色土粘性・しまり共に欠〈．

9~9m _ 

｀ i
 

6 

1 睛茶褐色土務本層序のU層に相当。
？騎貧茶品紅；粘性に宮む．徴黛の炭化粒を含む．
3 盟褐色土 ややしまりを欠く。多量の炭化粒，少黛の焼土位を含む．

割れた石材布り。
4 惰賣灰褐色土やや粘性をもつ。少盪の炭化位を含む。
5 印貰灰褐色上やや粘住をもつ。 4層に比ぺて明るい．
6 賀褐色土地llJに相当奮

｀
 

95.6m 

I 培茶罰色土基木層序のD吊に相当．
2玲褐色土枯住に富み、よ〈しまる。少位の炭化物を含む。
3 熱累色土粘住1こ欠けるが、よくしまる．多量の炭化材を含む、
4 質掲色土粘性に畜むが、しまりに欠ける。
5籍貧樽色士地山と2111の混合眉．

ヽ

。
< 1 :aoJ 2m 

1-4号土坑 I・3号集石土坑

(1: 10) 0.5m 

5長土坑

。
(1 :20) Jm 

2・4号集石土坑
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図版 38 中棚遺跡石器実測図 3
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図 版 42 牧ノ沢遺跡全体図
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牧ノ沢遺跡遺構個別図 図版 43

4号土坑

58.8ffl 

｀ 

6号土坑
59.0m 

7号土坑

59.0m 

｀ 
I 慧灰椙色砂質上 非常に硬くしまる．

粒子は細かく均ー。
灰褐色砂プロックがわ
ずかに説じる。

1 灰褐色砂質土 1より、やや軟らかい。
2と地山がプロック状
に混じる。

8号土坑
58.9m 

I 鰈紐靱土非常に硬くしまる．粒子は細かく均ー。灰褐色砂ブロックがわずかに枇しる．
2 I訊紐砂士非常に硬〈しまる。硬〈しまった1のプロックが混入。 1と3の中間的性質．
3 灰褐色砂質土 1、2に比ぺ、やや軟らかい。 3と4がプロック状に混じる．
4 蹄筑灰色砂 やや汚れた地山。

II号土坑
58.9m 

｀ 

12号土坑
58.9m 
ー 2

雪
I I随灰褐色街uややしまりに欠く。地

山プロッ クが少泣混じ
る。

2 灰為色砂貸土

14号土坑

5竺m 2' 言
I lfl灰褐色砂頁tややしまりに欠（。地

山プO・ックが少且混じ
る。

2 灰褐色紗質土 ' 
2・ り 2よりもやや明るい色

詞。

17号土坑
58.Bm 

3~ 

l 陪灰褐色紗貨土ややしまりに欠く。地
山プロックが少量混じ
る．

2 灰褐色妙質土 II 

3 睛灰黄色砂 やや汚れた地LI」。
賀色が濃い．

I 酎灰褐色鰈土ややしまりに欠く．
地l~プロックが少黛混じる．

2 灰褐色砂質土ややしまりに欠く。
地山プロックが少量混じる．

1 籍灰椙色砂質tややしまりに矢く。地ILLプロ
ックが少泣混じる。

2 灰褐色紗賃土 II 

15号土坑
59. Im 

1 昂灰褐色砂賃土非常に硬くしまる．
粒子は細かく均―.
灰褐色砂プロックがわずか混
じる．

2 灰椙色妙費j: Iよりやや軟らかい．
2と地山がプロック状に混じ
る．

18号土坑

｀ l 果灰色砂費土硬くしまる。 2のプロックが
下部に混じる。

2 隋灰褐色砂質土 ややしまりに欠く．地山プロ
ックが下部に混じる。

l 陪灰為色砂只土ややしまりに欠く．
地山ブロックが少量混じる。

2 灰褐色砂質土ややしまりに欠く．

9号土坑
58.9m 

言
I 靖灰褐色砂質土ややしまりに欠〈．

地I~プロックが少乱混じる．
2 灰褐色妙質土 " 

10号土坑
58.9m 

｀ I 玲灰褐色紐士ややしまりに欠く。
地山プロックが少揖混じる．

2 灰褐色砂貨土 II 

13号土坑

~2 

、---
I 剛仄為色6質土ややしまりに欠く。

地山プロックが少黛混じる。
2 灰褐色砂質土 II 

16号土坑

58. 7m 

~ 
1 摂色砂質土 硬くしまる。地山プロ ックが

少量混じる。
2昂褐色砂貸土 ややしまりに欠く。地山プロ

ックが多泣に混じる。
3 暗灰掲色砂只土ややしまりに欠く．地Illプロ

ックがまだら状に湿じる．

19号土坑
58 .8●I 

鸞
l 昂灰褐色紗貨土非常に碩〈 しまる。

粒子は細かく均ー・。
灰褐色紗プo,.,クが、わずか
に混じる。

2 灰Ill色砂質土 1よりやや飲らかい．
2と迫山がプロック状に混じる。

。
2m 
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大坂上道遺跡

1 調査前全景

（東から）

2 調査前

（西から）

3 調査前

（東から）

4 東側北部完掘

（西から）

図版 45



大坂上道遺跡

1 1号土坑断面

（西から）

2 2号土坑完掘

（西から）

3 4号土坑完掘

（東から）

4 4号土坑断面

（南から）

5 5号土坑完掘

（西から）

6 5号土坑完掘

（南西から）

7 6号土坑完掘

（南から）

8 6号土坑断面

（南西から）

9 8号土坑完掘

（南から）

10 8号土坑断面

（東から）



大坂上道遺跡

I I号フラスコ状土坑

完掘

（北から）

• 図版 47 9

,
 

．`
 

2 l号フラスコ状土坑

断面

（西から）

3 1号フラスコ状土坑
造物出土状況

（西から）

， `  ~ 
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ヽ



大坂上道遺跡

1号・ 2号焼土坑

完掘 （北から）

2 1号 ・2号焼土坑

断面 （北から）

3 4号 ・5号焼土坑

完掘（東から）

4 4号・ 5号焼土坑

断面（東から）

5 1号埋設土器

検出状況

（北から）

6 1号埋設士器

断面

（北から）



1号集石土坑

検出状況

（北東から）

2 1号集石土坑

断面

（南から）

3 4ライン最北

セクション
（西から）

4 4ライン中央

セクション
（西から）

5 4ライン最南

セクション
（北東から）

6 B 3 -5 II層
の土器出土

状況（南から）



大坂上道遺跡

3号集石検出状況

（南から）

2 3号集石断ち割り

（西から）

3 2号集石検出状況

（南から）

4 D3-12II歴の

土器出土状況

（南から）

5 性格不明遺構完掘

（南から）

6 性格不明遺構断面

（北から）



大坂上道遺跡

東側南部

完掘（西から）

2 東側南部の

テスト ピット

（西から）

3 東側南部の

テスト ピット

（北から）

4 東側南部の

5 

6 

テストピット全呆

（西から）

Eライン

9 ~10グリッド

のセクション

（南西から）

10ライン

最南セクション

（南西から）



大坂上道遺跡

10号土坑遺物

出土状況

（北東から）

2 10号士坑断面

（北東から）

3 10号土坑遺物

出土状況

（東から）

4 10号土坑完掘

（北東から）



4号集石土坑

検出状況

（西から）

2 4号集石土坑

断面

（南から）

3 4号集石土坑

完掘（西から）



大坂上道遺跡

5号集石土坑

検出状況

（南西から）

2 5号集石土坑

完掘（西から）

3 5号集石士坑

断面

（南西から）

4 5号集石土坑

断面（南西から）



中央部北側

完掘（東から）

2 中央部南側

完掘（北東から）

3 5号焼土坑

完掘（南から）

4 5号焼土坑

断面

（西から）

5 2号風倒木

土器出土状況

（東から） ,.. , ~,, 
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大坂上道遺跡

西部南側

完掘（西から）

2 土偶出土状況

（西から）

3 土偶出土状況アップ

（北から）

4 18~20ライン

セクション

（南西から）

5 a-a'19ライン

セクション
（南から）
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大坂上道遺跡

17号土坑

遺物出士状況

（東から）

2 17号土坑

断面

（南から）

3 17号土坑完掘

（東から）

4 2号フラスコ状

土坑完掘

（西から）

5 2号フラスコ状

土坑断面

（南から）
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大坂上道遺跡
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図版62 大坂上道遺跡
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大坂上道遺跡
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大坂上道遺跡
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大坂上道遺跡

遺物 5
図版 65
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大坂上道遺跡
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大坂上道遺跡
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図 版 70 大坂上道遺跡
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図版 71大坂上道遺跡
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回版 72 猿額遺跡

1 調査前全景

（東から）

2 調査後全景

（東から）

3 斜面トレンチ

（西から）

4 斜面トレンチ

断面

（西から）



猿額遺跡

下段中央部完掘

（東から）

2 下段南側完掘

（西から）

3 下段北側完掘

（東から）
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猿額遺跡

1号土坑完振

（北から）

2 1号土坑断面

（西から）

3 3号土坑完掘

（南東から）

4 3号土坑断面

（西から）

5 5号土坑遺物出士

状況（南東から）

6 5号土坑完掘

（南西から）

7 6号土坑完掘

（南から）

8 6号土坑断面

（北西から）

， 下段遺物

集中地点

（南から）

10 6ライン最南部

セクション

（北南から）



猿額遺跡

2号土坑土器

出土状況（西から）

2 2号土坑完揺

（西から）

3 2号土坑土器

出土状況（南から）

4 2号土坑断面

（南から）



猿額遺跡

8号土坑遺物出土

状況 （北から）

2 8号土坑遺物出土

状況（東から）

3 8号土坑断面

（南から）

4 8号土坑完掘

（東から）

5 1号埋設土器

検出状況

（北から）

6 1号埋設土器

断面

（南から）

7 遺物集中地点

（南西から）



猿額遺跡

1号フラスコ状

土坑遺物出土状況

（西から）

2 1号フラスコ状土坑

下層の遺物出土状況
（西から）

3 1号フラスコ状
土坑完掘 （西から）

4 1号フラスコ状

土坑断面

（西から）
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猿額遺跡

3号焼土坑完掘

（南東から）

2 3号焼土坑

断面

（西から）

3 2号焼土坑完掘

（東から）

4 E 6付近の遺物

出土状況

（南から）

5 6ライン

南側セクション

（南西から）

6 09付近の

斜面セクション

（南西から）

7 下段最北部

の調査前

（南西から）

8 下段最北部

完掘（西から）

9 平成5年度調査分

完掘

（西から）



-ti 

猿額遺跡

1 上段西部の南側

完掘（東から）

2 上段西部の北側

完掘（南東から）

3 上段東部の南側

完掘 （東から）

4 上段東部の北側

完掘（南東から）
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猿額遺跡

2号フラスコ状

土坑完掘（北から）

2 2号フラスコ状

土坑断面（北から）

3 2号フラスコ状

士坑土器出土状況

（南から）

4 2号フラスコ状

土坑土器出土状況

（西から）

5 遺物出土状況

（南から）

6 遺物出土状況

（西から）



猿額遺跡

4号焼土坑

確認面 （南から）

2 4号焼土坑

断面

（東から）

3 5号焼土坑

確認面 （南から）

4 5号焼土坑

断面

（南から）

5 F-12・13付近の

東西セクション

（南西から）

6 F-12ライン

セクシ ョン

（北西から）

7 遺物出土状況

（南から）

8 遺物出土状況

（東から）

9 遺物出土状況

（西から）

10 遺物出土状況

（北から）



図版 82 猿額遺跡
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猿額遺跡

遺物2
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図 版、84 猿額遺跡
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猿額遺跡
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図版 8.6 猿額遺跡
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猿額遺跡
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図版 87
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中棚遺跡

1 調査前全景

（南から）

2 完掘

（東から）

3 完掘

（西から）
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中棚遺跡

調査区中央
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セクションアップ

（南西から）

Cライン最東

セクション
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, （南から）

5 1号土坑断面

（西から）

6 2号土坑完掘

（東から）
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中棚遺跡

l 4号土坑検出状況

（南から）

2 4号土坑検出状況

（東から）

3 4号土坑断面

（東から）



中棚遺跡

1号フラスコ状土坑

遺物出土状況

（西から）

1号フラスコ状土坑

断面

（西から）

1号フラスコ状土坑

完掘（南から）
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中棚遺跡

4号集石土坑

検出状況

（南西から）

2 4号集石土坑

断面

（南西から）

3 4号集石土坑

完掘（南西から）

4 C4-12グリッド

土器出土状況

（北から）
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牧ノ沢遺跡

調査前全呆

（東から）

2 完掘全呆

（東から）
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牧ノ沢遺跡

調査前表土象ljぎ

（西から）

2 調査風景

（西から）

3 南壁セクション①

（北から）

4 南壁セクション②

（北から）

7 南壁セクション⑤

（北から）

8 南壁セクション⑥

（北から）



牧ノ沢遺跡

8号土坑完掘

（南から）

2 8号土坑断面

（南から）

3 5号土坑完掘

（西から）

4 5号土坑完掘

（南から）

5 6号土坑完掘

（南から）

6 9号土坑完掘

（南から）

7 7号土坑完掘
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牧ノ沢遺跡

13•14号土坑完掘

（西から）

2 13・14号土坑断面

（西から）

3 20号土坑完掘

（西から）

4 20号土坑断面

（西から）

5 12号土坑完掘

（南から）

6 12号土坑断面

（南から）

7 10号土坑完掘

（西から）

8 10号土坑断面

（南から）

9 13号土坑完掘

（西から）
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（西から）

・10. 



牧ノ沢遺跡

1 5号風倒木痕断面

（北から）

2 15号土坑完掘

（南から）

3 15号土坑断面

（南から）

4 14号土坑完掘

（西から）

5 14号土坑断面

（南から）

6 3号土坑完掘

（南から）

7 3号土坑断面

（南から）

8 2号土坑完掘

（東から）

9 2号土坑断面

（東から）
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大坂上道遺跡の

珪藻化石

1 Coscindiscus $pp 

2 Melosira dislans 

3 Cyclolella ocellata 

4 Cyclolella ocellata 

5 Melosira ambigua 

6 Dialtma heimala 

7 Melosira granulata 

8 Navicula spp 

9 Cymbella minuta 

10 Fragilarie 

laptostsuron 

11 Navicula contenta 

12 Gomphonema 

parvulum 

13 Rhopalodia 

gibberula 
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大坂上道遺跡

の花粉化石

1 カラマツ属

2 ヤナギ属

3 カバノキ属

4 ハンノキ属

5 イネ科

6 カャッリグ科

7 マツ属

単維管束亜属

8 ツガ属

9 キク亜科

10 ヨモギ属

11 トウヒ属

lOμm 

(1 -10) 

lOμm 

(1 1) 
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図版104 　上から４段目 　　　１０ 　　　　７

　右上から３段目図版62 　（番号なし）


	表紙
	大扉
	序
	例言
	目次
	第Ⅰ章　調査に至る経緯
	第Ⅱ章　遺跡の位置と環境
	1 はじめに
	2 地理的環境と沼沢火山灰層
	3 歴史的環境

	第Ⅲ章　調査の概要
	1 第一次調査
	2 第二次調査
	3 整理作業

	第Ⅳ章　記述方法
	1 はじめに
	2 記述方法

	第Ⅴ章　大坂上道遺跡
	1 調査の概要
	2 層序と遺物の出土状況
	3 遺構
	4 出土遺物
	5 小結

	第Ⅵ章　猿額遺跡
	1 調査の概要
	2 層序と遺物の出士状況
	3 遺構
	4 出土遺物
	5 小結

	第Ⅶ章　中棚遺跡
	1 調査の概要
	2 層序と遺物の出士状況
	3 遺構
	4 出土遺物
	5 小結

	第Ⅷ章　牧ノ沢遺跡
	1 調査の概要
	2 層序と遺物の出士状況
	3 遺構
	4 出土遺物
	5 小結

	第Ⅸ章　自然科学の分析
	1 大坂上道遺跡の花粉分析
	2 大坂上道の珪藻分析
	3 放射性炭素年代測定結果

	第Ⅹ章　まとめ
	1 縄文時代における士器様相の変換について
	2 遺構について

	要約
	引用・参考文献
	遺物観察表
	図面図版
	調査位置図
	大坂上道遺跡 遺構
	大坂上道遺跡 遺物
	猿額遺跡 遺構
	猿額遺跡 遺物
	中棚遺跡 遺構
	中棚遺跡 遺物
	牧ノ沢遺跡

	写真図版
	大坂上道遺跡 遺構
	大坂上道遺跡 遺物
	猿額遺跡 遺構
	猿額遺跡 遺物
	中棚遺跡 遺構
	中棚遺跡 遺物
	牧ノ沢遺跡
	自然科学分析写真

	報告書抄録・奥付
	正誤表



